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  プロローグ　高級なお店にて


  



  



  【相談】　上司からひどいパワハラを受けているのですが、どうしたらよいでしょうか？


  



  【回答】　勇気を持って、相談してください。あなたの勇気で自分を救ってください！　ただし勇気を出して相談したら、身の危険がおよびそうな時はその限りではないです。あくまで自己責任で判断してください。自己責任。


  



  　脳内でしょうもないＱ＆Ａをしていた。


  　なにせ、高級なお店で美人の上司におごってもらっていたら、突然、上司が国家安全保障にかかわるプロジェクトの一員であるなどと言い出し、手伝わないとどうなっても知らないぞなどと脅迫してきたのである。


  　ウソだと思うでしょ。ホントなんですよ……。


  「あの、課長補佐、あくまでも、もしものケースなんですが、お聞きしてもよろしいですか？」


  「うむ、なんでも話してみるがいい」


  　課長補佐は、緊迫した空気の中でも美しい。こんな空気の時こそ課長補佐の本領発揮と言えるかもしれない。美しい薔ば薇らにはトゲがあるとよく言うが、すでに刺さってるな。この状況は。気づくのが遅すぎる。


  「もしも、もしも、もしもですよ？　つきたま事務所に国のスパイがいます、極秘につきたまの調査をしているようです──とかほかの偉い職員に話したら、どうなりますか？」


  「利と根ね川がわを流されているのを発見され、警察には誤って転落したものと処理される」


  　顔は笑っているが、目は笑っていなかった。


  　つまり、六ろく条じよう滝たき理り課長補佐は本気だ……。


  「わかりました。国のために全力で戦いましょう」


  　勇気を出した結果が利根川の水死体なら、ここは退ひくしかない。かけがえのない命を、勇気だとか革命だとか抽象的なもので散らしてはいけないのだ。


  「ああ、とくに利根川にこだわりはない。君が望むなら、多た摩ま川がわでもいいぞ」


  「どこでもいいです。水質とか生息してる魚の違いとかには興味ないので。というか、むしろ、どこでも嫌いやです」


  「そうか。でも、つきたまには興味を持ってもらいたいな」


  　それは、もう、水着グラビアに注目する男子中高生のごとく、興きよう味み津しん々しんでまいりたいと思います。生活や人生のためなら興味も持ちます。


  「それで、具体的にはどんな協力をすればいいんですかね？」


  　まだ協力することを強要されただけで（それだけでも十分にパワハラに当たると思うが）、細かい内容については聞いていない。


  　というか、協力しないと生きて帰れるかどうかという話になってる時点で、ハラスメントどころか明白な犯罪行為じゃないか？　言えないけど。絶対に言えないけど。


  「わかった。よく聞いておくように」


  　課長補佐は話す前に少し間まを空あけた。


  「つまりな、つきたまは、非常に強大なエネルギーを発生させる可能性を秘めているわけだ。あくまで秘めているだけで実用化できるレベルのものかは現時点では何とも言えん」


  　ふむふむ。言いたいことはわかった。だが、素直に納得できるかは別だ。


  「そのカギがつきたまの発光とかケンカの現象に見られる──という理解でよろしいんでしょうか？」


  　自分が遭遇した現象といえば、それぐらいしかない。


  　見れば、課長補佐は楽しそうにビールを飲んでいる。課長補佐は酔って変なことを言っているだけなんだと思いたいが、それはないようだ。悪酔いしなさそうなタイプだし。


  「そういう理解で表面上は問題ない」


  「なんですか、その『実は裏があるぞ』的な流れ……」


  「大丈夫だ。君のレベルで何者かに狙ねらわれることはない。むしろ、余計なことを言って私から狙われないよう気をつけたまえ」


  「ははは、僕が課長補佐を裏切るなんてことあるわけないじゃないですか。もし、そんな時があるとしたら、僕が死ぬ時ですよ」


  「それ、あまり冗談になってないぞ」


  　ダメ押しだった。寒気がした。


  「課長補佐、俺、死にたくないです……。生きるためなら、体売る覚悟ですよ……」


  「そんなものに商品価値などない」


  　一いつ蹴しゆう。


  　親も安定した地方公務員になった息子が、まさか、こんなヤバい状況に巻きこまれることになるとは思ってなかっただろうな……。俺も思ってなかった。


  「幸いなことに、つきたまが地球に生まれてから十年、ほとんどの国家では、無用の長物として研究をやめてしまった。もし、そんな無用の長物から素晴らしいものを得られたとしたら、どうだ？　日本は世界に対して一歩先をいけるかもしれないではないか」


  「なんか、きなくさいです……」


  「きなくさくなるかは、使い方次第だ。端的に言えば、つきたまからエネルギーを取り出せる可能性があるのだ。火力や原子力に替わってエネルギー需要をまかなえるかもしれないし、核のような兵器にもなるかもしれない」


  「つきたまが核？……それはさすがに冗談……」


  　こんなの、ぷにぷにしてるだけだぞ。


  　近くにいたつきたまを押してみる。


  　ぷに。


  　こんなものに夢を託すのは人類としてちょっと屈辱的だ。


  「私の目を見てくれ」


  　やはり課長補佐の目は笑っていない。


  　イコール冗談ではない……。


  「無論、想像上の話だ。かといってうかつに公表するとパニックになるおそれもある。なので、国が極秘に調べているというわけだ」


  　研究目的をポジティブにとらえればそうなるよな。


  「とにかく未来の何かのために、（秘密の）協力をすればいいんですね？　……やるべきことはわかりました」


  「うむ。ものわかりのいい部下は好きだよ」


  　できればラブ的な意味でも好かれたかったが、課長補佐はラブなんかより忠誠心を優先しそうなので、あまり意味がなさそうだった。この人、国のために命を投げ出すかはわからないが、国のために他人は殺しそうではある。


  「もっとも、危険な任務をやらせるつもりはない。私だって鬼ではないんだ」


  　知ってますか、鬼より人間のほうがたいてい怖こわいんですよ。そんなこと、口が裂さけても言わないけど……。


  「できれば、幼稚園児でも小学生でもできるような任務をお願いします……」


  「ある意味、小学生でもできる」


  「え、マジですか？」


  「むしろ、小学生のほうがやりやすい」


  「どういうことですか？」


  　狭い洞ほら穴あなにでも入れってことか？


  「薬やく師し寺じエナという女子高生の私生活を調査してくれ」


  「はい？」


  「それと、余裕があれば大おお土ど呂ろ真ま乃のという女子高生のほうも頼む」


  　たしかに女子高生の素行調査は、男の公務員よりも、小学生のほうがやりやすいかもしれない。低学年なら怪しまれることなく一緒にお風呂にも入れるかもしれない。小学生をそんな調査に利用する国家は嫌いやだけど。


  「今のところ、君が関わったその二人の間で特殊な現象が起きている。だから、その追跡調査というわけだな。どうも、その二人がつきたまに何か影響を与えている可能性がある」


  「それ、話ができすぎてますよ。箕み原はらごときに英雄が二人もいるなんて」


  　箕原なんかで奇跡が起きるのなら、東京でも大阪でも札幌でも福岡でも全国どこでもＯＫのはずだ。


  「それと、話してみればわかると思いますけど、二人ともごく普通の女子高生ですよ。マノさん……大おお土ど呂ろさんは歌手ですけど」


  　もっとも、異常と思っていても、こう言っただろうが。


  　薬やく師し寺じとマノさんを守るためにも無関係であることは主張したかった。有益な被験者とされて、人体実験なんてされてはたまらん。


  「ああ、先に言っておくが、彼女たちを捕まえて人体実験なんてことはしないぞ。そんな昔の漫画みたいなことするわけないだろう」


  「あっ……」


  「君が調べる対象に危難が加えられることはないと保証する」


  　思考を読まれていたうえに、あっさり否定されてしまった。


  「つきたまが奇妙な力を発現させる要因は二つある。そのうち、一つが個人の特性なんだ。若い世代、とくに女性に多いらしい」


  「二つってことは、もう一つあるってことですよね？」


  「もう一つは、地縁的なものということだ。埼玉県箕原市という土地で、そういう事例が多数報告されている。だとしたら、箕原そのものにも秘密があるのかもしれない」


  「こんな、しょぼい地方都市で……？」


  「しょぼいというのは、人間にとっての感想だ。つきたまにとっては、聖地なのかもしれない。高校球児にとっての甲こう子し園えんのようにな」


  「阪神ファンにとっても聖地かもしれませんよ」


  　ちなみに俺はとくにひいきの野球チームはない。


  「もちろん、その両方に要因がある可能性も高い。箕原なら誰だれでも変なことができるわけではないからな」


  　さすがというか、課長補佐は淡々と話を詰めていく。頭の回転が明らかに速い。これがキャリアの能力か。


  　実際、人間、極端な身体能力の差なんて現れるわけがないし、偏差値高い人と低い人の差なんて、ちょっとした事務能率の差ぐらいしかないはずだ。しかし、そのちょっとした差が場合によってはとんでもなく大きいのだ。一分に三十枚しか印刷できない複写機と一分に三十五枚印刷できる複写機、値段が同じなら誰だって三十五枚印刷できるほうを買う。


  「とくに薬師寺エナはつきたまの発光現象を起こしている。実は、発光現象らしきものは、世界的に見ればわずかに報告されてはいるのだ。ただし、信しん憑ぴよう性せいが低いとして、まともに取り扱われてこなかった。国はとくにこれに着目している」


  「僕も最初に見た時は、何かの間違いだと思いました」


  　つきたまは透明だからな。奥に何か光るものがあれば透過するし。


  「そしたら、その二人とコンタクトをとれば、いいってことですか？」


  　どうやら命懸けの任務にはならなさそうだ。二人に危険が及ばない範囲でテキトーにやろう。


  「そうだ。情報収集のためなら、過度に親密な関係になってもかまわん」


  「なんだか、穏やかじゃない表現ですね……」


  「ちょっとした不祥事は、こちらでもみ消してやる」


  「ちょっと待ってください！　二人とも未成年ですよ！」


  「だから、もみ消すんだ。未成年でなかったら、もみ消す必要もないだろう。結婚でも何でも…………かっ……勝手にすればいい……」


  「かっ」のところで、無茶苦茶顔が赤くなった！　耳なんて真っ赤だ！


  　これは、まさかの展開だ……。なんだ、この女子中学生のような反応は……。いやいや、こんな照れ方、今時、中学生でもないぞ。


  「と、と、とにかく……誤ご魔ま化かせる範囲でどうにか誤魔化すから好きなように自由恋愛するがいい……。作戦のためなら、それぐらいのことはやむをえない……」


  「あいつと深い仲になる心配はないから大丈夫です。やりますよ」


  「むしろ、深い仲になってくれたほうが……その……いろいろと聞き出せそうだから助かるのだが。たとえば……………せ…………………………………」


  　いったい、「せ」の先は何を考えていたのだろう。聞きたいが聞けない。


  　なんか異様に照れていた。ここまで課長補佐、照れ屋さんだったのか。意外な一面を垣間かいま見みてしまったぞ。いや、国のスパイという異常な一面を見ちゃったので、いまさら驚くことではないのかもしれないが……。


  　こほん、と課長補佐は小さく咳せきをした。


  「それで、働いてもらえるか？」


  　またいつもの冷たい目に戻った。仕切り直しか。


  「やるしかないんでしょう。やらせていただきますよ」


  　死んだ先に天国があることが証明されてない限り、この世の悪魔に魂たましいを売り渡すしかない。


  「ありがとう。君ならやってくれると思っていた」


  　笑いながら課長補佐はビールをついでくれた。ぶっちゃけ、その程度のねぎらいでは割りに合いません。


  「それで、報酬なのだが、君は何がほしい？」


  「はい？　報酬？」


  「特殊な任務だからな。こんなおごりなんかじゃなく、もっと、いいものを出そうと思えば出せる。金にしても…………お……………………」


  　だから「お」のあとは何だ？


  　少なくとも、耳が赤くなっているから、言いづらいことではあるんだろう。もしかして、「女」とか……？　まさかとは思うがこの反応だとそうなのかもしれない。


  「あの、無理して何か言おうとしなくてもけっこうですよ」


  「いや、そんなことはないぞ……。仕事の話をしているだけなのだからな……私も中学生の頃ころは純真だったのだが……」


  「今までなら信じませんと答えてましたが、意外とそうなのかもしれませんね……」


  「だから、ずっと言ってただろ！」


  　怒られてしまった。でも、国家の秘密にたずさわっている課長補佐にも責任はあると思う。


  　この人、純真というか、ウブだな……。


  　どうやら機密を話しているうちに、課長補佐の素すまで一緒に出てきてしまったらしい。


  「な、なんなら身近な女性でも……いいぞ？」


  　ちょっと上うわ目め遣づかいに課長補佐がこちらを見た。今の課長補佐、最高にかわいいです。


  　だけど、身近な女性って誰だれだ？　職場の女性というと……いるかんか！　あのキャラとうまくやる自信はない──じゃなくて、本人のいないところでこんな話をするのはダメだろ。
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  　でも、課長補佐ならこの場にいるよな……。


  　まさか!?


  　課長補佐をくださいと答えると、俺の人生にももしかして春が来るのでは……？　そうだ、このままでは割りに合わない仕事だけやらされるという「冬」だけなんだから、春が来たっていいだろ。等価交換、等価交換。


  　よし、マキャベリズム、マキャベリズム。


  　ここは狐きつね的に生きるのだ！


  　鶴つる見み満みつ流る、男を見せてやれ！


  「け……け……け……けっこうです」


  　そんな上う手まい話があるわけない。おそらく答えによっては無茶苦茶怒られる。ここは自重だ。


  　やはり、俺は所しよ詮せん平民だ、庶民だ、しょぼい善人だ。なので、地方公務員に甘んじているのだ……。「課長補佐といちゃいちゃしたいです」などと答えることはできない。


  「そうか。何かほしいものを思いついたら、また遠慮なく言えばいい」


  　課長補佐は微妙にほっとした顔をした。


  「は、はい……」


  　その日の帰り、返答次第では俺の人生はだいぶ変わっていたかもなと、ちょっと後悔した。


  　すみません、かなり後悔しました。
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  １たま　魔法少女とヴァンパイアの関係改善について


  



  



  　朝起きたら、胃が痛かった。


  　心当たりはある。確実にストレス性だ。


  　俺は昨日から「国家の犬」になってしまった。


  　あるいは、六ろく条じよう滝たき理りの犬になってしまった。なんか、えっちな意味のようだが、とくにそういうことはない。


  　犬として、薬やく師し寺じエナとマノさん、とくに薬師寺から重大な情報を手に入れねばならないのだが……考えるとさらに胃が痛くなってきた。


  　面倒＋罪悪感のダブルパンチだ。


  　そもそも、薬師寺がたいそうな情報なんて持ってるとは思えないんだよな。口軽そうだし、持ってたら、すでに言っちゃってる気がする。


  　仮にすごい秘密が見つかったとしても、報告する側がわとしては気が重くなるだけで、あまりうれしくもない。あいつが国にマークされるかもしれんし。


  「対象に危難が加えられることはない」と課長補佐から言われてはいるのだが。


  　課長補佐はウソはつかない。というか、自分が不利になることは言わないはずだ。あの人も公務員なんだから。言うメリットがないことなら黙っておくだろう。


  　でも、あいつが安全だからといって、騙だます形になるのは変わらないしな。


  　そんなことをずっと考えているせいで、胃が痛くなってきたのだ。


  　できれば、しばらくあいつとは会いたくない。


  　勤務時間中に来られたら対処不可能だが。


  



  　そんな微妙な気持ちを抱かかえたまま、通勤で使う笹ささ舟ぶね駅に着いた。つきたま事務所のある箕み原はらまで二駅六分である。この二駅のおかげで、安い家賃をさらに安くできるのだ。


  　それにあまりにも職場と家が近いのって嫌いやだ。大学時代、大学徒歩五分の部屋を借りたせいで、思いっきりたまり場にされてしまった。あいつら、ゴミすら持ち帰らないからな……。


  　何の連絡もなしに押しかけてくるので、おかげで彼女を部屋に連れこむことすらできん。いや、彼女いなかったけどね。そういう意味では被害なしか。


  　さて、自動改札機に定期をタッチしようと財布を出した時である。


  「あれ、鶴つる見みじゃない！」


  　ブレザーの女子高生、言うまでもなく薬師寺エナが立っていた。ほかに年長者である俺を呼び捨てにする女子高生は今のところいない。


  　あと、わざわざブレザーと強調したが、魔法少女の格好はしていない。魔法少女の格好で駅前に出没した場合は、見てみぬふりをしかねない。


  「どうして鶴つる見みがいるの？　どういうこと!?」


  「山でサルを見かけたように叫ぶな。そっか、お前もこの近所に住んでたんだよな。乗る駅も降りる駅も一緒なら、ニアミスもするわな……」


  「いつもは一本遅いんだけど、今日は水やりの日だから」


  「ほう、花への水やりか。今時の若者のくせに感心、感心」


  　草木を愛する心を持つのは大切である。草木を大切にするなら、きっと人間（たとえば俺）のことも、もうちょっと大切にしようとするだろう。


  「花にじゃないよ。つきたまに水をあげるの」


  「悪い。意味がさっぱりわからん」


  　いったい、どこの新興宗教でつきたまに水をかける儀式があるのか。


  「つきたまに水をかけても、すり抜けるだけだ。ツヤもうるおいも出ないと思うが」


  「たしかに、そうかもしれない。でもね、私は思うの。つきたまもきっとノドがかわいてるんじゃないかって。とくに高校に住んでる子はね。高校って、夜は乾燥してるし」


  「つきたま学的に、ノドってどこの部分が該当するんだ？」


  [image: ]


  　現在の科学の段階では、つきたまは生物ではないことになっている。生物でないことになっているものに、ノドなどあるわけがない。


  　見ようによっては、目のような部分はあるが、円に点を二つつければ、それだけで人間は顔と認識したりする。なので、見た目に騙だまされてはならない。


  「科学の問題じゃないの！　フィーリングの問題なの！」


  「お前は自分の感覚を信じすぎだ。……まあ、節水に非協力的な側面はあるが、俺は学校関係者ではないし、学校が認めるのなら、何も言うまい」


  「先生からは、校舎内のつきたまに水をかけるのは、廊下が濡ぬれるからやめてほしいって言われてるけど」


  「許可もあまり得てないっぽいな……」


  　なお、薬やく師し寺じは紅こう燕えん高校という、箕み原はら駅から十分ほどのところにある高校に通っている。学校のレベルは中の上だ。こいつを見ていると、もっと学力が低い高校のように感じるが、そんなことはない。


  「先生に隠れて、そうっと廊下にいる子に水をやってるの」


  「そのうち、生活指導室に呼び出されるぞ！　せめて、庭の奴やつにしとけよ！」


  　相変わらず、自分の正義しか考えない女だ……。


  　あれ、待てよ。ある意味、ちょうどいいエンカウント……いや、エンカウントだと敵っぽいな……ちょうどいいコンタクトに成功したのではないだろうか。職場で話をするよりは、ここのほうがやりやすい。


  「あのさ、ちょっとお前に頼みがあるんだが」


  「頼み？　いったい何？」


  　言ってから、後悔した。少し、後先を考えない発言だったかもしれない。


  　どのようにお願いすればいいのだろうか？


  　まさか、女子高生の身辺を調べさせてくださいとは言えまい。それは新しん聞ぶん沙ざ汰たレベルでヤバいことになりかねん。その前に薬師寺に殴なぐられて終わるだろうが。


  「ええとな、今からする話は、思ったより長くなるので、途中で口をはさむのはナシで頼む。途中までだと誤解を招くおそれがあるからな」


  「なんか、うさんくさいけど、いいわよ。聞かないことには判断のしようもないし」


  「端的に言うと、お前の日常生活をすべて知りたい」


  　ばしっ。


  　ふとももを足で蹴けられた！


  　くそ！　殴られるかと思って自然にガードを上げてたのに、そっちのほうだったか！


  「ちょっと！　何言ってるのよ！」


  「あのな、だから誤解しやすいから最後まで聞いてく──」


  「どうしてそんなプロポーズみたいな台詞せりふが出てくるのよ！　そ、そういうのは交際して一年は必要でしょ……。鶴つる見み、私を何だと思ってるのよ！」


  　薬やく師し寺じの顔が赤くなっていた。


  　なんで照れてるんだよ、こいつ……。しかもすごい曲解してるし……。


  「だから最後まで聞けと言っただろうが！　ワンランク上の誤解しやがって！」


  「でも、あんまりとんでもないことを言うもんだから……」


  　まだ、蹴けられたところが痛い。割りとマジで蹴りやがったな……。手加減するやさしさとかないのか。胃痛だけでなく、外傷まで来るとは……。なぜ、こんなに不幸が襲来してきているんだ。


  　そして、明らかに興きよう味み津しん々しんですという目が周囲から注がれている。そりゃ、埼玉県の隅っこの小さな駅でこんなプチ修しゆ羅ら場ばがあったら誰だれだって見学しようとするだろう。しかも見学料がタダときている。


  「繰り返すぞ、最後まで聞いてくれ……。どうして、日常生活が知りたいかというとな、お前が魔法使う時に起きる、つきたま発光現象が気になるんだよ……」


  「ああ、なるほどね。それなら早くそう言えばいいのに」


  「言うチャンスもなく蹴られたんだけど」


  　ガードするチャンスすら見事に躱かわしやがって。


  「でも、そんなどうでもいいこと調べて意味あるの？」


  「お前な、つきたまが光るだなんて確実に奇跡に分類される内容だぞ……」


  　やってる本人は普通のことだと思っているという典型的ケースだな……。


  「でも、なんでいきなり調査しようだなんて思ったの？　まさか、悪用して化学兵器でも作るつもりじゃないでしょうね？」


  　ぎくっ。


  　そんなところだけ鋭いんだよなあ……。


  「国家公務員はそれぐらいやりそうだからね。鶴見は信用できても、国は信用できない」


  　ぎくっ、ぎくっ。


  　どうして、国がバックにいることまで見抜いてるんだよ……。どうして、そこまで洞察できる……？　どうして、どうして……。


  　さすがに背筋が寒くなったが、真相に気づいた。


  「お前な、あらためて言うが、俺は国家公務員ではなく、地方公務員だ。埼玉県の職員だ……」


  「あ、そうだった！　忘れてた！」


  　基本、薬師寺はあほの子である。さらになぜか薬師寺は会った時から、俺のことを国家公務員と認知していた。というか、薬師寺の世界観だと、公務員＝国家公務員らしい。いくらなんでも偏かたよりすぎである。


  　さらに、薬やく師し寺じ的世界観では、国家＝陰謀＝悪＝魔法少女の敵なので、警戒したというわけだ。答えが出てみれば、単純なことだった。


  　だが、多少いい線いってるのが怖こわい……。腐っても魔法少女だからなのか。


  「県だったとしても、背後に何か悪の軍事企業がいるなんてことはないでしょうね？　魔法少女としてそういうのは許せないからね」


  「お前、陰謀論が許されるのは高校生までだからな。ちゃんとそっちも卒業しろよ。埼玉県のバックにそんなもんいるか」


  　ううむ、普通ならどう考えてもトンデモ発言なのだが、どことなく当たっている……。ここは誤ご魔ま化かしきらねば……。


  「もしかしたら……いやむしろ世界平和のためになるかもしれないだろ……。そうだ、世界平和だ！　世界平和のためだ！」


  　今、思いついた。世界平和押しでいこう。


  「世界平和の……ために……？」


  　連呼したら、さすがに注目してくれた。よかった、よかった。


  「そうだ。つきたまを発光させるだろ。すると、電力の節約になるだろ。すると、二酸化炭素排出量が減るだろ。すると、地球温暖化が食い止められるだろ。すると、絶滅する動植物の数も減るだろ。つまり、ワールドワイドでみんなハッピーだよな。人間以外もハッピーだよな」


  　非の打ち所のない論理展開だ。……非の打ち所があっても指摘しないでください。


  「そっか。たしかにそうなるわよね……」


  　信じちゃうのかよ。あほの子を騙だましたという新しい罪悪感が芽生えてきた。


  　こんな乱暴な筋立てで認めてもらえるのか……。何でも言ってみるものだな……。


  　将来、怪しい教団の勧誘にくれぐれも注意してくれ。


  「ところで、電力の節約で具体的にどれぐらいの人が幸せになるのかしら」


  　おっ。やっと違和感に気づいたか。そうだ、仮に電力の節約になったとして、量も単位も言ってないんだよな。どれぐらい有意義な結果になるのかわかるわけないのだ。


  「具体的に言うと、十四億人は恩恵を受ける」


  「そんなに!?　やっぱりすごい！」


  　すんなりと受け入れちゃったし、十四億の根拠はいっさい聞かれなかった。


  　もちろん十四億の根拠はいっさいない。


  　助かったといえば助かったが、日本はもっと教育に金をかけてくれ。


  「もちろん、それだけじゃない。薬師寺は魔法でゴミ山を吹き飛ばしたよな？」


  　内容が内容なので、さすがに小声にした。


  「うん、そうだけど。それが何か？」


  「つまり、つきたまはもっと大きなエネルギーを出しているかもしれないわけだ。そのエネルギーがあらゆる場所で使えるようになれば、もっと根本的なところでエネルギー問題を解決できるかもしれん」


  「でも、私のやっているのは、正義の魔法であって、悪の科学じゃないんだけど」


  　少し不満そうな顔をされた。なんで、こいつ、二元論的に善悪分けるんだろ……？


  「ノートパソコンを江戸時代に持っていってみろ。きっと魔法だと思われるぞ」


  　江戸時代じゃ、充電できないけど。


  「魔法にもルールがあるのなら、科学と一緒ということだ。ただ、今の時点では、お前みたいな限られた奴やつにしか使えない状態になっている、それだけのことだ」


  「そういうものなんだ……」


  「そういうものだ」


  　あまり責任をとらなくてもよさそうな場面では、断定口調も有効である。


  「だから、お前の周りでだけ起こっている発光現象を調べたいんだ。それには、お前の生活に、その……密着する必要がある」


  「み、み、密着って……」


  　薬やく師し寺じは反射的に胸のあたりに手を当てた。


  　やっぱり、かなり気恥ずかしいらしい。言った俺も少し抵抗があったぐらいだからな……。


  「体をひっつけるだなんて、い、いくらなんでもやりすぎだよ……」


  「待て」


  「背中のほうだったら……なんとか耐えられるかな……。前は…………あっ！　前はダメ！　絶対ダメ！　その……胸とか当たるし……」


  「違う！　密着っていうのは比ひ喩ゆ表現だ。本当に常に接触しているという意味じゃない」


  「あっ、な～んだ……そういうことか……」


  　ふぅと薬師寺はゆるいため息をついた。というか背中だったらＯＫなのか。


  「でも、お風呂やトイレに一緒に入ってきたりとか、そういう引っかけ問題もナシだからね……」


  　引っかけ問題ってなんだよ。そんなことするわけないだろうが。


  「いくらなんでもありえんだろ。地方公務員にも品格ってものがあるぞ」


  「そしたら、密着でもなんでもないじゃない」


  　薬師寺はまだ疑った目でこちらを睨んでいる。


  「お前オリジナルの密着ルールなど知らん」


  「それと、人体実験的なものは勘弁だからね……。歯医者さんみたいなのも嫌いやだからね……」


  「お前が歯医者を怖こわがってることはわかった。調べたいのは、お前がつきたまと、日常的にどう接しているかだけだ」


  　これは勘だが、薬師寺はつきたまとある種のコミュニケーションをとっている気がする。そこまでじゃないにしても、何かつきたまが活性化するようなことをやっているのではないだろうか。


  　非生物のはずのつきたまとコミュニケーションをとるというのも奇妙な話だが、薬やく師し寺じのほうがコミュニケーションをとっている「つもり」なのは、ほぼ間違いない。


  　そのなんらかの行為で、つきたまが活性化され、エネルギーを出しやすくなるとか、そういうことはありえるのではないだろうか。


  　あるいは本当に魔法と定義するしかないようなものが存在するのか。断定はできないがおそらく、それはないと思う。一見、魔法に見えても何か仕組みがあるんじゃないか。


  「だから、私が普段、どんな生活を送っているか知りたいってわけね。いわゆる、フィールドワークってやつ？」


  「そうそう。やっと、わかってもらえたか」


  　できれば蹴けられる前にわかってもらいたかったが、すんだことだ。誤解がそれ以上悪化しなかっただけ、よしとしよう。


  「でも、それだけじゃ、信じられない」


  「あれ……問題なくいけたと思ったのに拒否された……？」


  　まだ公務員というものを信用してないのか？　歩み寄りにはそんなに時間がかかるのか。


  「だって、鶴つる見みって、あの吸血女と仲がいいわけでしょ。吸血女の手先に、うかつに情報は渡せないわ」


  　吸血女？　……ああ、マノさんのことか。いつのまにやら、オリジナルな呼称を開発したらしい。


  　そして、無事に解決していたと思っていた案件を蒸し返された……。


  　まだ薬師寺はマノさんのことを認めてはいないらしい。


  「吸血女はすごく危険よ。歌手として活動しているのも、絶望の歌を世界に発信するつもりなのよ。鶴見はきっと騙だまされてる」


  　どちらかというと、マノ・フランクは生きる勇気などを発信していると思うぞ。


  「鶴見はああいう変な子がタイプなの？　気をつけたほうがいいよ」


  「お前がそれを言うか……。タイプも何も仕事で会っただけだよ。相手がどんなコスプレしてようと、つきたま事務所の職員として働かないといけない、それだけだ。というか、まだお前、納得してなかったのかよ……」


  　あれについては、ゴミ山で話をして、了解を得たつもりだったんだけど。


  　つい数日前、つきたまがほかのつきたまの集団と戦おうとするという事例があり、マノさんのつきたまの応援を頼まれた。それで、つきたまはすべて正義だと考えている薬師寺からは、マノさんもつきたまを戦わせる悪の手先に認定されたのだった。


  「ゴミ山で許したのは、あくまでも鶴見だけだから。鶴見が完全に吸血女の味方なんじゃなくて、仕事で仕方なく手伝っただけってことは聞いたから」


  　そういうことか……。俺が許されているだけまだマシだが……。


  「けど、吸血女は認めてないよ。だって、吸血鬼と魔法少女はわかりあえない存在だから。その吸血女に支配されてるようなら、鶴つる見みのお願いも聞けないかな……」


  　ちょっと、すねたように薬やく師し寺じは言う。


  「魔法少女にとって、吸血鬼は悪ってことか」


  「だって、あいつ、つきたまに悪の片棒を担がせるつもりでしょ。つきたまは人類の友達なのに。だからこそ、魔法を使うマナだって与えてくれるのに」


  　出たな、薬師寺の「つきたま友達論」。


  　これが薬師寺の基本的な発想である。もう少し具体化するとこうなる。


  ・つきたまはやさしい生物であり、人間とも友好関係を築ける。つきたまは愛や正義の心を持つ人間に魔法のためのマナという形でエネルギーを分け与えてくれる。


  　こいつの問題点は、魔法らしきものが使えるがゆえに、それを前提として思考停止しているところだな。あと、あほなところも問題だ。


  　だが、マノさんがヴァンパイアを自称する限り、たしかに薬師寺とは水と油みたいなものかもしれない。もっとも、マノさんは、公共道徳の遵じゆん守しゆ意識は絶対薬師寺より高いのだが。


  　しかし、本気で憎悪の対象にしているなんてことはないようだ。


  　薬師寺も、どことなく気まずそうな顔をしている。


  　魔法少女の面めん子つが了解を阻はばんでいる、そんな感じだった。


  　和解の場を設けるか……。でないと、俺もやりづらい。


  「そしたら、マノさんが悪じゃないってことがわかれば、俺のお願いも聞いてくれるかな？」


  「うん……それでいいよ……」


  「わかった……。今度、マノさんを呼んで話し合おう……」


  「会うぐらいならいいよ……」


  　どうにか、会談の機会は得られた（ただしマノさんのほうにはまったく未確認）。


  　ひとまずの決着がついたところに、ちょうど電車がやってきた。


  　さあ、俺たちを箕み原はらまで連れていってくれ。二駅だけど。


  　ちなみに、マノさんに連絡を取ったら、あっさりＯＫが出た。


  　薬師寺もマノさんぐらい話がわかれば早いのだが……。


  



  　金曜日の夕方、我われ々われ三人は箕原駅前──からちょっとだけ離れたおしゃれな喫茶店に集まっていた。


  　といっても、所しよ詮せん箕原の喫茶店だから、コーヒー一杯四百五十円だが。


  　それでも普段使うチェーン店より高いので、奮発しているほうだ。


  　薬やく師し寺じだって同じ高校の連中に見られたくないだろうし、マノさんが駅前にいると目立つし、俺もできるだけ内密にしたかった。


  　あと、ファミレスやファストフードにしなかったのも同級生とニアミスする率を下げるためである。そうでなければ、経費節減のためにもファミレスにしたいところた。


  　席は、薬師寺とマノさんが向かい合って座り、その間の直角のところに俺が座る、トライアングルな構図であった。


  　ただ、冒頭から空気は大変に悪かった。


  　ぎろり。


  　そんな音が聞こえてきそうな顔でマノさんが薬師寺をにらんだ。


  「魔法少女め……まさか、またまみえることになろうとは……。血に飢えた眷けん属ぞくのつきたまたちの餌えさにしてくれようぞ」


  （注意）つきたまは人間を捕食しません。


  「ふん！　やっぱりとんでもない悪魔だわ！　私の正義の魔法でリムーブオフしてあげるしかないようね！」


  「お前こそ、冥めい府ふへと送り届けてやろう……。血の饗きよう宴えんの世界へとな……。六百年前の復ふく讐しゆうは必ず果たしてやるぞ」


  　マノさんの中では六百年前に何かがあったらしい。記憶力がよすぎる。


  「こっちこそ、天界へ導いてやるわ！　早く悪の道からターンオフしなさい！」


  　最初、三角関係のもつれかと感じていた節ふしのあるウエイターが、「違う、もっとヤバい何かだ……」みたいな顔をして、水を持ってこようとして──諦あきらめて戻っていった。諦めるなよ。公務員が営業妨害とはシャレにならん。ちゃんとした客ですアピールをしなければ。


  　俺は内心で冷や汗をかき、実際にも冷や汗をかいていた。


  　マノさんのほうは冷静に薬師寺の怒りを受け流してくれると思っていたのだが、どうもヴァンパイアの立場からすると、魔法少女の存在は許せないままであるらしい。


  「おいおい……二人とも、今日はガチンコ勝負の場を設けたのではなくてだな……あくまでも話し合いの場というか、魔法少女とヴァンパイアの共存を……」


  「公務員は黙ってなさい」


  「鶴つる見み殿、申し訳ないが、こればかりは闇やみに生きる者として譲れないのだよ」


  　困った。むしろ、余計な化学反応を引き起こしてしまったっぽいぞ……。こんなことなら、一度も顔合わせせずにすませるべきだったか……。


  　もう一つ、化学反応みたいなことが起こっていた。


  　薬師寺の周囲につきたまが集まってきている。集まるというか密集してきていた。椅い子すの下はつきたまだらけになりつつある。


  　何がはじまるんだ。それとも、何もはじまらないのか。


  「そもそも、あなた、どうして吸血鬼なのに、公務員の協力を得てたのよ。闇やみの力だけに頼りなさいよ！　公権力に頼るとか、セコいと思わないの？」


  　意外とまっとうな意見を薬やく師し寺じが言った。


  「ヴァンパイアが人間の協力を得るというのは、たしかに道理が通らぬかもしれぬ。だが、我わが輩はいは日本国民の中の埼玉県民の中の箕み原はら市民、大おお土ど呂ろ真ま乃のでもある。ならば、県の機関の協力をあおいでもおかしくはあるまい。公共サービスを利用しただけだ」


  「あんた……そういうところはやけに堅実で、吸血鬼っぽくないのよ……」


  　それは俺も同意する。マノさんはこう見えて社会道徳は厳守していらっしゃる。電車に乗っていても、お年寄りに即座に席を譲ると思う。


  「無論、ヴァンパイアがどこにでもいる中世のヨーロッパならば、その者たちの力を借りていただろう。だが、この日本には、アンデッドなどがわずかにいるだけだ。孤立無援で戦うことが果たして正しいことであろうか？　そこで妥協案として、日本国民として振る舞ったのだ」


  　日本にはアンデッドがいるんですね……。知らなかった。


  「無論、こうして眷けん属ぞくであるつきたまたちの力も借りてはいるがな」


  　マノさんは近くのつきたま一体をテーブルに置いて、吸いはじめた。


  　マノさんはつきたまを吸うと気持ちがよくなったり、創作能力が上がったりするらしい。どう考えてもヤバいクスリのようだが、つきたまに中毒症状はないはずだから、問題ないのだろう。ないよね？


  　少なくとも人前ではやらないほうがいいと思うが……。


  「こら！　人類の友達であるつきたまを噛かむなんて、何考えてるのよ！」


  「なっ！　主人が眷属を利用して何が悪い！」


  　そうか、つきたまに対するスタンスがこの二人、全然違うんだよな。


  　外野からは、どっちもつきたまが大好きなだけに見えるんだけどな……。


  　そして今度はマノさんのターン。


  「そういうお前こそ、正義の魔法少女とか言いながら、具体的にどのようにその力を正義に使っているのだ。たんなる自己満足でしかないのではないか？」


  　だよな……。少なくとも、迷惑の度合いのほうが高い気はする……。


  「魔法が使えたってことは、正義を愛するつきたまが力を貸してくれたってこと。ということは私も正義ってことよ。自己満足じゃないわ」


  　なんか、独善的な解釈だな……。


  「それに、前だって、鶴つる見みを助けたわけだし……」


  　ちょっと言いづらそうに薬師寺は言った。


  　あ、そうだった……。


  　薬師寺の魔法のおかげで俺は助かったんだった……。立派すぎる人助けではないか……。それを失念するとは、俺も恩知らずだった。


  　でも、あれ、結果オーライというか、爆発の場所がずれてたら、爆殺されていたかもしれないんだよな……。人助けと人殺し、どっちに転んでもおかしくはなかった。


  　だけど、そんなこと言うのは大人おとな気げない。ここは礼を言うべきだろう。


  「ああ……お前のおかげで死なずにすんだ。ありがとな……」


  　俺、これ一生言わされるかもしれんな。そう考えると、きつい貸しかもしれん。二十四歳の俺の人生はまだまだ長いぞ……。


  「ふふん♪　こんなところであらためてお礼を言わなくていいのよ。恩着せたいわけじゃないんだから。あれは正義を愛する魔法少女なら当然のことをしたまでなんだから」


  　もちろん、したり顔で薬やく師し寺じは言った。


  　この時点で、恩に着せる気は確実らしい。人間、顔に出る。俺も気をつけよう。


  「そうか、少なくともお前は鶴つる見み殿には危害を加えぬ魔法少女ではあるのだな」


  　マノさんが話を整理する。でも、一般人に危害を加える魔法少女なんて、前提として終わってるよね。


  「そうよ。鶴見ですら助けたんだから、これを正義の番人と言わずになんというの」


  　なぜか俺の優先順位というか地位みたいなものがかなり下に設定されているらしいが、どうしてなのか。


  「だが、だからといって、鶴見殿が我わが輩はいに協力してくれたという事実はなくならぬぞ」


  「くっ！　そ、そうかもしれないけど……。でも、鶴見は私の味方をしてくれたこともあるから、お互い様よ」


  「つまり、つきたまに対する考え方は違えど、お前は我輩にとって味方の味方ということになるわけだな」


  　お、上う手まい！　マノさん、お見事です！　そのまま押し切ってください！


  「そうね……。そういうことになるわね……。認めたくないけど……」


  　二人が折れようとしている。そうそう、味方の味方は味方なんだよ。やっと気づいてくれたか！


  　よし、魔法少女とヴァンパイアの争いは回避できそうだ。


  　気のせいか、薬師寺の椅い子すの下にいたつきたまも、密集形態をゆるめている気がする。人間の怒りに反応でもするのだろうか。今のところ、無害なのでほうっておこう。そんなことより、人間側の問題を考えよう。


  　そうだ、俺たちはフレンドだ。つぶし合う敵ではない。そこを理解してもらえればいい。第一関門は突破した。というか、その程度の第一関門は突破してもらっていたつもりだったのだが……そこまで人生は甘くなかった。


  　ちょうど、そこにコーヒーや紅茶が運ばれてきた。ちなみに、薬師寺だけケーキセットである。こいつ、本当によく食うな。ダイエットする必要がある体型とは思わないが。もしかして、ケーキも含めて俺が全部出す形になるのかな……。一人だけ社会人だししょうがないか。でも、年収はマノさんのほうが確実に上なんじゃないのか。


  「さあ、和解のシェイクハンズといこうじゃないか。昨日の敵は今日の友。いや、友とまではいかなくてもいいけど、敵じゃない。箕み原はら市民同士、平和にやろう！」


  　二人の和解を演出する。


  　これでヴァンパイアが悪ではなくなるはずだ。


  「ま、魔法少女などと手を握るのか……。我わが輩はいの力が弱まらなければいいが……」


  「いいでしょ。こっちもしっかり妥協してるんだから」


  　お互い、含むところはあるようだが、それはそれでいい。対立し合っていた当事者同士が突然心の友になるほうが気持ち悪い。外交のように腹の探り合いで落としどころを見つけるぐらいでよい。


  「うむ。同盟者の鶴つる見み殿の言葉を反ほ故ごにしたくないからな」


  　やむなくマノさんが手を伸ばす。


  「鶴見が協力してるなら、あなたも極悪人ってわけじゃないんでしょ……。ここは一時休戦。悪事を犯すまでは見み逃のがしてあげるわ」


  　薬やく師し寺じも手を伸ばす。


  　握手が完成した。長かった……。いや、せいぜいコーヒーが運ばれてくる程度の時間だったが、体感時間としては長かった……。ああ、この握手をデジカメで撮りたい気分だ。


  　よし、もう帰ってもいいな。まだコーヒーを一口も飲んでないが、もはやコーヒーに価値などない。とくにノドも渇いてないし、水だけでＯＫな気分だ。いくらなんでもお店に失礼な気はするので、飲んで帰るけど。公務員は法に触れなくても、人の目には触れているからな。


  　お気楽公務員川柳①　気をつけろ 市民の目線 そこにある


  「そういえば、あなたって有名なバンドのヴォーカルやってるんだよね。高校生なのにすごいね」


  「これぐらい、ヴァンパイアにとっては朝飯前である」


  　そんなことはないだろうと思ったが、スルーした。


  　あとは、テキトーに女子高生トークでもなんでもしてなさい。俺の役目は終わった──と思っていたが、終わらなかった。


  「それで、鶴見に聞きたいんだけど……」


  　じいっと、薬師寺が俺の目を見てきた。「空はなぜ青いの？」みたいな無邪気な質問ではなくて、なんか腹に一いち物もつある質問なのは表情からわかった。


  「私と吸血女とどっちが大事な存在なの？」


  「おっしゃってる意味がよくわからんな……」


  　マジでよくわからなかった。というか、せっかく握手したのに、どんだけお前、トラブル体質なんだよ！


  「ほら、いくら大切なものだからって、序列ってものがあるでしょ？　ＡよりはＢ、ＢよりはＡ、そういうのってあるでしょ？　そこをはっきりさせたいのよ」


  　いや、だから、その発想が争いの元なんだって！　それぐらい気づけよ！　なんで、そんなに血の気多いんだ！


  「ええと、俺は公務員なので、そういう順番みたいなのはないんだよな～。お客さん一人一人が対等でイーブンで喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいっていうか、もう人類がみんな兄弟だったらいいのにね！」


  「そんな歯の浮いた台詞せりふはいらないの。私は本音が知りたいだけ。ぶっちゃけ、どちらか片方にしか協力できない時が来たらどうするつもりなの？」


  　この女はどうして平和を乱そうとするのだろう……。


  　魔法少女って平和を愛するものじゃないの？　それとも、平和になったら商売あがったりだから、乱れていてくれないといけないの？


  「そりゃ、俺はマノさんのファンだから、マノさんの手伝いができるのは楽しいけど……だからって公務をおろそかにするつもりもないし……少なくとも職務専念義務的にそういうことにしてないとまずいし……」


  「そっか、吸血女のほうが大事なんだ、そうなんだ」
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  　なんで、そんな汚い物を見るような目をするんだ。しかも、マノさんのほうが大事とは言ってないのに……。


  　また、つきたまがぎゅうぎゅう密集しだした。


  　さらに──発光をはじめている奴やつまでいる。


  　まだ薬やく師し寺じが魔法を使おうとしているケースならば、あいつが働きかけているのだから、わからなくはない。


  　でも、今回のは、薬師寺は直接何もしてないように見える。遠隔操作なんて器用なことはできないだろうし……。


  「これは魔法少女の眷けん属ぞくが自分の意思で光っているのか……？」


  　マノさんが深刻そうな顔で言った。


  　つきたまに意思はないはずだ……。


  　それと、これまで見てきた発光と、どこか違う。輝き方が違う。今回のほうがはるかに明るいぞ。


  　もっとも、人間のほうもそれどころではない。


  「鶴つる見みは、つきたまなんて利用してぽいっと捨てればいいと思ってるんだ！　吸血女の側がわなんだ！　公務員だから官僚的体質なんだ！」


  　知らないうちに信用が目減りしていた。あと俺は官僚じゃない。


  「それは、当たり前だろう。人間はな、誰だれしも心に闇やみを持っている。鶴見殿だって我わが輩はいのそばに立って、おおいなる破壊を目にしたいと思っているに決まっている。この破壊衝動から逃のがれることなどできぬのだ」


  　マノさんがどこかピントのはずれた意見を言った。


  「あなた自身はどこにでも落ちればいいけど、鶴見を悪の道に引きこまないで！」


  「我輩が引きこむのではない。自然と鶴見殿が落ちていくのだ」


  　なんかペテン師みたいな論理展開だな……。


  　ウエイターが水を差し換えにきたはずなのに、そのまま去っていった。


  「お前こそ、着々と箕み原はらを征服する算段でもしているのではないか？　最近、何か怪しいものが動いているぞ。我輩の闇の力に張り合おうとしている者がいる」


  「何よ！　私を悪の手先だとでも言うつもり!?」


  　マノさんの言葉に、むしろ俺が引っかかった。


  「あの、怪しいものが動いているってどういうことですか……？」


  「鶴見殿も感じるだろう？　邪悪なものの胎動を。ほら」


  「いえ、感じません」


  「詳しいことはわからないのであるが、ヴァンパイアに属するつもりのない勢力がひっそりと爪つめを研といでいる。神経を逆なでする気配をよく感じる」


  「気にしすぎじゃ──うっ！」


  　ぞくぞくぞくっ！


  　体に寒気が走った。


  　なんだ？　風邪のひきはじめのような症状がいきなりやってきたぞ……？


  　風邪じゃないな。誰だれかに見られているような気分だ……。殺し屋でもいるのか……？


  「なんか気持ち悪いものが近くにいる……」


  「鶴つる見み殿も気づいたようだな。どうも気味が悪いのだ」


  「ちょっと！　そんなの言いがかりよ！　二人して攻撃してこないでよ！　ずるいよ！」


  　薬やく師し寺じが納得できないという顔になる。


  　ただ、薬師寺よりも気になるものがあった。寒気だけじゃなかった。


  「鶴見殿、あの椅い子すの下、やけに明るくないか？」


  「そうですよね……」


  　薬師寺の足元のつきたまがかなり強く発光しているのだ。


  　それだけではなく、一つに合体する意思があるのだというぐらい、かたまっている。


  　しかも、だんだんとつきたまがふくれだしている。焼き網の上の餅もちみたいな感じだ。あんなことになったら破裂しそうだが、つきたまが破裂することってあるのか？　普通はつきたまを消す時は小さくして処分するが……。


  「とにかく！　鶴見はどっちなの？　魔法少女として協力できるかどうか、それが一番大事なの！」


  「どっちって何が……？　俺は国家公務員のほうじゃなくて地方公務員だぞ」


  「それはわかってる！　魔法少女か吸血鬼か、どっちが上なのか、はっきり決めて！」


  「だから、順位とか決めたらもめるだろ。どっちも正義なんだって」


  「吸血女が正義でもいいんだって……それはわかってるんだって……でも、それでも…………ああ、もう！　鶴見のバカ！　バカ！」


  



  　ぽんっ！


  



  　なんだか、間の抜けた割りには大きな音がした。


  　薬師寺が椅子ごと、ぶわっと三十センチぐらい浮きあがって──すぐに落下した。


  「何が起きたの……？　私、魔法使ってないよ……？」


  　薬師寺のほうも自覚がないらしい。


  「薬師寺、お前、もしやおならか……？」


  「あんなでかい音出るわけないでしょ！」


  　そういや、椅子ごと浮いたものな。おならだったら薬師寺しか浮かないよな。


  　ウエイターが何事だという顔で近づいてきていた。いかん、備品を壊したなどと思われてはまずい。


  「申し訳ない。大きな音をたててしまった。何もないのだ。椅い子すも何も壊れていない」


  　マノさんがフォローを入れてくれた。ありがたい。少なくとも、マノさんが俺の味方なのは間違いない。


  　けど、そしたらあの音は……。


  　見ると、椅子の下にいたつきたまが──減　っ　て　い　た　。


  　一種の爆発が起きたのか。そう考えたほうがよさそうだ。あのふくれていたつきたまが、さらにふくれて爆発した。


  　さっきの気配とは別の寒気がした。


  　これ、課長補佐が言っていたつきたまが爆弾になる事例なのでは……。


  「薬やく師し寺じ、今、お前の足元でつきたまが爆発した……」


  「そんなわけないでしょ。私は魔法も何も使ってないわよ。それに、つきたまを爆発させるだなんて残酷な魔法はないわ」


  「でも、おそらく爆発したぞ。そしたら、つきたまが自動的に爆発……？」


  「見間違いか気のせいよ。つきたまは人間の友達なの。消える時だってひっそりと消えるわ。爆発なんて、危険なことはしないって」


  　見間違いでも気のせいでもないとは思うが、魔法を使ってないという発言はウソではないようだ。


  　いや、考えるのはあとにしようか。音がでかいぐらいしか、被害ないし。妙な気配もいつのまにか消えてるし。


  　そろそろ決着をつけないと、店にもいづらくなってきたな……。むしろ、お店のためにも早く帰ってあげるべきな気がしてきた……。


  「こほん」


  　一度話を落ち着けるために、空から咳ぜきをした。年長者なんだし、ちょっとは偉そうにしてもいいだろう。


  　俺は、店内にいたつきたまを二体、テーブルに載せた。


  　紫色と黄色。黄色のほうがちょっとだけ大きい気がする。


  「何をはじめる気……？」


  「薬師寺、質問だ。このつきたま、どっちが大事だ？」


  　薬師寺はおもむろに、紫と黄を順番にぷにぷにもんだ。


  　こいつが、つきたまがあれば触さわりたがる性格なのは知っている。


  　ぷにぷに、ぷにぷに。ぷにぷに、ぷにぷに。


  　なおもじっくりと触っていた。そんなに長い時間、触ってなくていいぞ……。


  「はふぅ……はぁん……気持ちいい……」


  　いかん、目がとろんとしている。店内で怪しい声出すな！


  「薬やく師し寺じ、戻ってこい！　戻ってこないなら、俺たちは店を出るぞ！」


  「はっ！　今のなし、今のなし！」


  　ちゃんと戻ってきてくれた。よかった、よかった。


  「そんなの、決められるわけないでしょ。どっちのつきたまも大事よ。今日のラッキーカラーが黄色だとしても、どっちも大切な人間のパートナーよ！」


  「だったら、最初からもむなよ」


  「それはそれよ。念のため、もんでみないと」


  　どんだけ、もみたいんだよ。


  　だが、引っかかってくれた。


  「そういうことだ」


  「どういうことよ？」


  「お前がつきたまに順位をつけられないように、俺もどっちが大事かなんて決められん」


  　しまった、という顔に薬師寺がなった。


  　なんか、このやりとり、中国の故事のノリに似てるな。


  「というか、状況次第だろ。お前が本気で困っているなら助けに行くし、マノさんのほうが本気で困っているならマノさんを優先する、それだけのことだ」


  　こういう時、目を見て話す。窓口業務で覚えた技術だ。相手を信用していると思わせないと先に進めない。


  「そうね……。変なわがままを言っちゃってごめん……」


  　薬師寺が頭を下げた。よかった、これ以上、話を蒸し返されたら対処法が本当に思いつかなかった。どうにか乗り切った。


  「吸血女、立場は違えど、ほどほどに仲良くやりましょう。少なくとも、街で出会っても拳こぶしで殴なぐり合ったりしないようにしましょ」


  「そうであるな。公道での争いは一般人まで巻きこんでしまうしな。我わが輩はいは埼玉征服は考えているが、それは県民を不幸にすることを意味してはいない」


  　薬師寺よ、もし拳で彼女を殴ったらファンにマジで殺されるぞ。あと、マノさん、公共道徳ゆがみないな。


  「そしたら、お前の疑問のほうは、一応解決したってことでいいか……？」


  「うん、また今度、白黒つけましょ」


  　おい！　全然わかってないな！　まだ挑戦する気かよ！


  「しばらくは休戦ね」


  　よし、そのまま永久に休戦してしまえ。


  　作戦成功までにかかったコストは、コーヒー代など千五百円（薬やく師し寺じだけケーキセットのため、予定より高くついた）。


  「そしたら、調査は手伝ってあげることにするわ。世界平和のためにもなるようだし」


  「む？　魔法少女は何をする気なのだ？　世界平和？　調査？　この世界にどれだけのヴァンパイアがいるかどうかの国勢調査でもするつもりか？」


  　いかん、ここでの話は新たな火種を生みそうだ、なんとなく、そんな気がする……。


  　しかし、珍しいことに、俺より先に薬師寺が動いた。


  「ま～、その話はまた放課後にでも。吸血女には関係ないのに、同席してもらうのも悪いでしょ」


  　薬師寺が話をそらしてくれた。トラブル以外を提供してくれるとは珍しい。


  　そこから先は、とりとめのない話──主に俺がマノ・フランクの素晴らしさを薬師寺が飽きない程度に話した。どうでもいい話をする能力なら、かなり高い。話を長引かせる能力も、窓口職員は有しているのだ。


  　その能力、どこで使うのかと思われるかもしれないが、使うところはちゃんとある。今、この相談を終えると、たまっているお客さんを呼ばざるをえない、そうなると昼休みに食いこんだり、終業時間にずれこんでしまうかもしれない、そういう場合、意図的に相談を伸ばして、ほかの職員の手が空あくまで粘るのだ。勤務時間を過ぎれば、堂々と休憩に入れるからな。


  　もちろん、これは職員に悟さとられないようにやらなければならない。あまりにも特定の相手に時間を割さいていたら、こいつ、サボりたいだけだな……と認識される。コミュニケーションを破壊する行動は赤点である。


  　というわけで、どうにか、薬師寺とマノさんの間を取り持つことに成功したのだった。これ、勤務時間として換算してほしいわ。せめて、コーヒーとケーキセット代を経費にしてほしいわ。


  　しかし、つきたまの爆発？　は、何だったんだろう……。


  　課長補佐に言うべきな気もするが、言うのがすごく怖こわい……。


  



  　次の月曜の朝、また笹ささ舟ぶね駅で薬師寺と出会った。


  　しばらく前からいたのだろうか。数体のつきたまが近くに寄っていた。むしろ、つきたまのほうが目印になっていたようなものだ。


  「もしかして、わざわざ待っててくれたのか……？」


  「別にたいした手間じゃないからいいわよ。早く決めたほうがいいし」


  　やけに丸いぞ、今日の薬師寺は。朝方は低血圧で攻撃力が低いとか、そんな事実があるのだろうか？


  「それで、調査ってどうやってするの？」


  　開口一番、もっともな疑問を出された。


  　そう、それなんだよ……。


  　調査なんだから、一番確実なのは俺が薬やく師し寺じエナに一日べったりくっついて、その状態をチェックすることだ。でも、女子高生に男が一日べったりくっつけるわけあるまい。


  　まだ、俺が高校生なら、カップルですと誤ご魔ま化かすこともできるが、そんな甘い青春の日々は六年ほど前に終わってしまった。しかも残念なことに、とくに甘くもなかった。


  　嗚あ呼あ……俺も高校生なら、胸の高鳴りもあったかもしれんが、犯罪だと認識されないように注意を払うだけでいっぱいいっぱいだ……。どこか腑ふに落ちない。


  「俺がお前の家に入ってというのは論外にしても、女性職員を入れるのも無理だろうしなあ……。親御さんに余計な迷惑をかけすぎる……」


  　おおっぴらな調査ではないので、ほかの職員の手を煩わずらわせることもできない。


  「う～んと……。そうね…………どうしようかな……」


  　何か、薬師寺は迷っているようだった。


  　迷っている間、薬師寺はつきたまを抱かかえてぷにぷにしていた。考え事をする時に、シャーペンをくるくるまわす人がいるが、あれに近い。


  「あのね……実は…………両親が揃そろって里帰りする日があ──」


  「う～む、困ったな、いるかんに頼むか？　いや、さすがにそれはダメだ」


  　薬師寺が発言していたようだが、思いっきり、俺の声がかぶさってしまった。


  　ひょっとしたら何か危険な発言が含まれていた気もするが、よく聞こえなかったのでとくに問題もあるまい。ない、はずだ。


  「そうだなあ、お前、お泊まり会できるような親しい友達はいないか？」


  「いないわよ。ふん！」


  　なんか、すねたような言い方をされた。何かあったのだろうか。自信を持って言わせてもらうが、女心はよくわからん。一方で男心はよくわかる。極めて単純である。


  「そうだよな、親しい友達なんていなさそうだもんなあ」


  　ばしっ。


  　また足を蹴けられた。しかも弁べん慶けいの泣き所を狙ねらわれていた気がする。


  「お前な……デリカシーを持てとは言わんが、暴力的な要素は極力排除しろよ……」


  「あなたが失礼なこと言うからでしょ！　友達ぐらいいるわよ！　でも、魔法少女ってことを知ってる子まではいないの！」


  「あ、それもそうか……」


  　実は魔法少女ですなんて言った日には、友達株価が大暴落で友達大量失業となるに違いない。越えてはならない一線だ。


  「くそ……せめて、俺に大学の助手とかまともっぽい肩書きがあればな……」


  「う～ん。どうしよ……」


  　また、薬やく師し寺じは迷った顔になっている。一緒に悩んでくれるだけでもありがたい。


  「あのね……さっきは聞こえてなかったかもしれないし、もう一度言うね……実は、今度、両親が揃そろって里帰りする日があって──」


  「うああ！　ハードルが高い！　高すぎる！」


  　同級生ならさほど問題ないそのシチュエーションが、今の俺に置き換えただけで問題だらけになるから不思議だ。


  　女子高生というか未成年は、いろんなものに守られているのだと感じた。


  　向こうが鋼はがねの鎧よろいで武装している騎士だとしたら、こっちなんてイチジクの葉一枚のアダムみたいなものである。


  　とにかく、法には抵触しないようにやりたい。というか、それが第一条件である。それすらクリアできない案はすべて使用不可だ。


  　課長補佐の秘密裏の指令とはいえ、犯罪になることをやるのは絶対に嫌いやだ。おそらくこの特命においてで窮きゆう地ちに立っても課長補佐は守ってくれない。それどころか、積極的に俺を消そうとしてくるやもしれん。


  「そしたら、私が一日の生活をノートにでも書いておけばいいんじゃない？　ふん！」


  　ものすごく不機嫌に言われた。知らないうちに薬師寺をイライラさせてしまったらしい。


  「けど、それじゃいいデータがとれないんだよな」


  「なんでよ、私のことは私が一番わかってるわよ！」


  　出ました。自己認識の甘い人がする発言ナンバーワンが出ました。


  「あのな、自分で書くとだな、どうしたって主観が入るんだよ。とくにお前みたいに自分を偉いと思ってる奴やつは、ダメだろ……。もちろん、その逆のネガティブすぎる性格でもダメなんだが……」


  「そんなふうに思われてたんだ……。ちょっとショック……。心のまっすぐな人間だと思われてると信じてたのに……」


  「そういう根拠のない自信もよくない」


  　このやりとりだけでも、自分で記録してもらうというのは、いかにもダメそうではある。ずいぶん偏かたよったデータが出て、使い物にならないだろう。


  「あ、そうだ！」


  　ぽんと薬師寺が手を叩たたいた。


  　こいつ、普段からリアクションがちょっとおおげさだな。全般的に演劇的である。


  「それだったら、うちの妹に撮影してもらうわ。そしたら、多少は客観的になるでしょ」


  「ああ、それはグッドアイデア──って、お前、妹いたんだ……」


  　早朝から、なかなかのサプライズが来た。


  「何よ。私に妹がいたら悪いの？　いかにもわがままで一人っ子っぽいとでも思ってたの？」


  「お前、それは被害妄想だ。でも、言われてみればわがままで一人っ子っぽいかも……」


  「蹴けるわよ。靴くつの一番硬い部分で蹴るわよ」


  「多少は年長者を敬う精神をはぐくんでくれ。驚いたのは妹の部分じゃない」


  「そしたら、いったいどこよ？」


  「お前、妹に魔法少女のこと、知られてるってことだよな……？」


  　お姉ちゃんは魔法少女だと確信しているのか、姉が痛すぎてヤバいと思っているのか、どっちにしても、異様だ。


  　もっとも、妹に罪はない。姉が異様すぎるだけである。


  「うん、妹もつきたまが見えるし、そんなわけで発光してるのも見たことあるし、割りと接し方は普通かな」


  「そうか、余計なトラブルがなくて、なによりだ」


  　家族の中で、つきたまが見える者と見えない者に分かれていて、それがいさかいの元になるというのは珍しいことじゃない。というか、頻ひん出しゆつしていると言っていい。


  　いわば、特定の人間にだけ幽霊が見える状態である。


  　見える人間は過剰に反応する。呪のろわれなくたって、見えるだけで十分有害である。そんなのが家中徘はい徊かいしていたら、夜も寝られず今すぐ引っ越そうと言い出すだろう。


  　だが、見えない人間は、「何に怯おびえてるの？（笑）」という反応をする。見えないうえに、かつ、それが無害だったら、怖こわがる要素なんてどこにもない。


  　場合によっては「無害なんだから気にするなよ。意気地なしだな」などと見える人間に言っちゃうかもしれない。


  　そんなことになれば見える人間は傷つく。


  　心の病やまいとかなり近い構図である。繊細で責任感の強い人間のほうが、そういう症状になりやすい。だが、鈍感で無責任な人間は、そんな症状になったこともないので、ただの気持ちの問題だと思っている。そこに亀き裂れつが生じる。


  　つきたま事務所もそういうトラブルの軽減を目的の一つにしている。


  　なので、姉妹で見えるというのはありがたいことだ。姉妹喧げん嘩かの何割かが、それだけで減ったと思う。


  「でも、問題がなくもないのよね」


  　薬やく師し寺じの顔が曇る。最善の方法というものはなかなかないらしい。


  「どうした？　不安があるなら先に言ってくれ」


  「妹って、ちょっと個性的なところがあるのよね」


  「もし、世界に神がいるのなら、『お前が言うな』とツッコミを入れてるだろうな」


  　自分のことは完全に棚上げである。だが、妹がこいつと似ているとしたら、確実にエキセントリックには違いなさそうだ。


  「でも、常識の範囲内で収まるレベルだから問題ないわ。普通よ、普通」


  「そうか、なら大丈夫だ。お前よりは正常ってことだからな」


  　わかっていたけど、にらまれた。真実を知っているからといって、幸せにはなれない、それが世の中というものだ。たとえば、課長補佐の正体とか。


  「それでは、調査報告用のホームビデオを頼む。世界平和のためにな」


  「わかったわ、世界平和のためなら仕方ないから……」


  　世界平和って言葉、便利だな。今後も使おう。使いすぎて、うさんくさいと思われはじめるぐらいまでは使おう。


  「それで、その映像データを俺に渡してくれ。内容を確認してから、研究用にまわす」


  「わかったわ。でも、鶴つる見みに見られちゃうんだね……。ちょっと恥ずかしい……」


  　薬やく師し寺じが気まずい顔をする。


  　たしかに、女子高生の私生活をのぞき見することになっちゃうんだよな……。


  「よし、映像をチェックする時、お前もいてくれないか？　それなら、まだ心理的にマシだろ？　そんで、そのまま研究用にまわす」


  「うん、いいけど、どこでやるの？」


  「土曜開庁の日に、二階の視聴覚ルームを使う。土曜は一階の相談窓口しか開いてないから、何も問題ない。土曜勤務の職員には臨時の相談だと言っておけば大丈夫だし」


  　ただ、薬師寺の顔を見るかぎり、「オールライト」という感じでもなさそうだった。


  　何か悩んでいるようだ。ＯＫするか決めかねているのか。


  　やはり、恥ずかしいか？　恥ずかしくて当然かもしれんが。


  「わかった！　そしたら、それでやりましょ！」


  「恩に着る。もちろん、映像はつきたまが映る機材でやってくれよ」


  　まだ解明されてないが、つきたまがごく普通に映る製品と映らない製品がある。


  　普通はつきたまが映るとウザいので、映らないほうを買うのだが、つきたまが見えないと話にならない、うちの職場などは映る機材を使っている。


  「ああ、うちのは、見えるタイプだから問題ないから。つきたまが見えないと面白くないしね」


  　薬師寺がつきたまを愛してくれていて、助かった。


  　これで話はまとまったな。


  　あとは妹さんによる映像を待つだけだ。


  　話が終わったところで、箕み原はらに向かう電車がやってきた。いつもより、少しだけ高揚した気分で月曜日をはじめられそ──


  　何かとても邪悪な視線を感じる。


  　喫茶店の時と同じだ。見られているだけで、寒気がするような……。


  　なんだよ、これ。誰だれが見ているんだ？　何が起きているんだ？


  　まさか、連続殺人犯のターゲットにされただなんてことはないよな……。


  　思わず、後ろを振り向いた。


  「わっ！　いったい何よ！」


  　薬やく師し寺じがいた。


  「そうだよな。薬師寺だよな」


  「わけわかんないこと言わないでよ！　そうよ、生まれた時から薬師寺エナよ！　東とう大だい寺じや興こう福ふく寺じでないとダメとでも言う気？　寺なんて似たようなものでしょ」


  　いや、それは違うだろ。住所は近いかもしれんけど。やはり、こいつはおおざっぱだ。


  「なんか、誰だれかに見られているような気がしたんだ。それもなんか嫌いやなものに」


  「今日の鶴つる見み、とてつもなく失礼ね」


  　しまった、このシチュエーションだと思いっきり薬師寺をディスってる扱いになってしまう！


  　でも、薬師寺だったのか……？


  　薬師寺が魔法のコツを取り戻したがために、問題が起こるということはありえるからな……。


  「鶴見……」


  　困りきった顔で薬師寺が言う。


  「な、なんだ……？」


  「早く電車乗らないと邪魔よ」


  　あ、ほんとだ。


  　周囲から嫌な顔をされながら電車に飛び乗った。変な気配は消えていた。


  　今週は月曜から先が思いやられるな……。高揚した気分で月曜がはじめられるだなんて思ってた奴やつはどこの誰だ。


  　落ち着け、落ち着け。


  　最近、変な人間に囲まれて平凡な公務員生活から逸脱しているぞ。


  　世の中には、そんなに不思議なことなんてないものなんだ。


  　俺は車内で軽く深呼吸をした。


  



  


  ２たま　魔法少女の日常調査活動について


  



  



  「というわけで、今週末に薬やく師し寺じエナの映像記録を入手できることになりました」


  　そんな話を一般職員に話せるわけがない。よって目の前にいるのは自動的に六ろく条じよう課長補佐である。いるかんに「ここだけの話な」などとばらしたりしたら、次の日には全職員が知っていて、俺が社会的かつ肉体的に抹殺される。


  　時間は金曜日の夕方。


  　この時間は利用者も少ないので抜けても害が少ない。


  　むしろ、この一週間はやけにお客さんが少なかった。接客業は波があるものだが、見かけるつきたまの数がちょっと減っている気もするのだ。つきたまの実数にも波はあるのだろうか。


  「そうか。けっこう、けっこう。いったい何が映ってるのか非常に興味深いな」


  　場所は例の小会議室である。人によっては「密室」と呼んでいるほど狭くて、極秘の話をする際にもよく用いられる。もちろん、今も極秘の話である。ウザい客をどう追い返すかなんてレベルの話ではない。


  　なお、公的にも機密性の高い話（人事とか）は、所長室を使うのだろうが、今回の話は所長すら知らない案件なので、ここを使うしかない。


  　所長、温厚そうだもんな。こんな危なっかしい話聞いたら卒倒するだろう。俺だって参加したくてしているわけじゃない。ツンデレ的意味ではなくて、文字どおりの意味だ。


  「それで映像なんですが、明日、ここの視聴覚ルームを使っていいですか？　せっかくなんで対象者と一緒に見たほうが、説明もつくし、いいかなと」


  「よかろう。まさか、君の部屋で女子高生と見るわけにもいかんだろうしな」


  　そりゃ、俺の部屋に女子高生を入れられるわけがない。態度だけは対等なので勘違いしそうになるが、薬師寺はただの高校生である。


  　ひとまず、これで下準備はすべて整ったようだ。


  「かなり厄やつ介かいな話だったはずだが、順調だな。やはり、君に頼んで正解だった」


  　課長補佐がお褒ほめの言葉をかけてくれる。これで内容もおおっぴらにできることならうれしいのだが。


  「ただ、最後に一つだけ注意しておくぞ」


  「はい、何でしょうか……？」


  「視聴覚ルームを変な目的で使うな、以上」


  「へ、変な目的って……？」


  「とある県の事務所で、視聴覚ルームでいわゆる十八歳未満禁止のＤＶＤを流して閲覧していた者がいた。きっちり処分されたが、そんなことは絶対にないように」


  「やるわけないじゃないですか！」


  　そんな割りに合わない冒険なんてやって何の意味があるんだ。そいつはよほどワイドスクリーンで見たかったのだろうか……？　家にＤＶＤ再生する機材がなかったのだろうか……？　公共施設で見るという背徳感がよかったのだろうか……？　謎なぞだ。


  「あくまで念のためだ。君に処分が下ることのないように祈っている」


  「身を案じていただいて幸いです……」


  　巻きこまれて、公務員の地位も失うなんてことは神様が認めても俺が認めない。しがみつくぞ。いつかはお気楽な公務員生活に復帰してやるからな。


  「もちろん、視聴覚ルームをホテル代わりにもするなよ」


  　ん？　何の話だろう？


  　それなら心配ご無用だ。何が悲しくてつきたま事務所に宿泊しなければならないのか。最悪、電車が運休していても笹ささ舟ぶねまで一時間も歩いたら着く。


  「大丈夫ですよ。俺、家に帰らないと落ち着かないタチなんで、泊まったりしませんよ。それに、あの部屋、毛布も何もないでしょ。絶対寝たくないです」


  「いや……そ、そういう意味で言ったわけではないのだが……」


  　あれ、課長補佐が困った顔になっている。そんな変なこと言ったかな……？


  「でも、これだけでそういう意味にとることはできないか……。私の側がわに問題があるのかもしれないな……」


  「あの、課長補佐、何かありましたか？」


  「ホテルにするなというのは、そういう意味じゃなくて……その…………」


  　ようやく認識した。


  「するわけないじゃないですか！　何を言っているんですか！」


  「これも他県の話だが、閉庁日の庁舎で、恋人とそういうことをやらかして処分された者がいた。君が誰だれと付き合おうとかまわないが、計画の妨げになるようなことはやめてくれ……」


  　どうも、根本的なところで俺はちっとも信用されてない気がする。


  「課長補佐、僕の好きな言葉は保身です。処罰されることをするなんて、ありえません。僕の辞書の中に高校生と恋愛するなんて項目はありません」


  「そ、それを聞いて安心した。てっきり、土曜に視聴覚ルームを使おうとしたのは、そういう意味だと思っていたのだが、勘違いだったようだな……」


  「勘違いもはなはだしいですよ！」


  　平日にやるより目立たないから、それだけだ。課長補佐もかなり恥ずかしい思いをしていたようだが、これに関しては自業自得なので我慢してください。


  「では、活躍に期待しているぞ」


  　なんの活躍を期待しているのか一気に怪しくなってきた。


  「そうだ、一点お聞きしたいことがあるんですが」


  「うむ、どんな質問でも答えよう」


  　ならばスリーサイズを教えてくださいなどと言う奴やつは長生きできない。どんな質問でもいいといっても、もうちょっと真ま面じ目めな質問しかダメだろう。


  「まさかとは思うんですが、国以外につきたまの力を悪用しようとしている組織なんてないですよね？」


  　マノさんの発言がわずかに引っかかっていた。


  　──何か怪しいものが動いているぞ。我わが輩はいの闇やみの力に張り合おうとしている者がいる──


  　もし、エネルギーがつきたまから取り出せるとしたら、それを悪用する奴もいるかもしれない。マノさんはああいうキャラなので、ちょっとしたことをとてつもなくおおげさに言っている可能性も高いのだが。


  「ん？　そんな荒こう唐とう無む稽けいな内容のテレビでも放送していたのか？」


  　いかん、なんか不機嫌な顔になっている。顔と目が両方笑っていない。


  「いえいえいえ。僕なんかにこんな大きなプロジェクトが降ってきたのでまさかなと思っただけです。はっはっはっはっは」


  　どうにか誤ご魔ま化かした。


  　本日の教訓。何でも聞いていいと言われたからといって、陰謀論関係の話をすると嫌いやな顔をされる。


  



  　小会議室を出ると、ちょうど五時を知らせるチャイムが鳴った。


  　厳密には勤務時間は五時十五分まであるし、夜間も相談窓口はやってはいるのだが、当番に当たってない人間は帰る準備をしても文句は言われない。ただ、残っている利用者に堂々と帰りますって姿勢は見せられないので、そこはコソコソやる必要がある。


  　なお、勤務時間設定が五時までの初はつ瀬せ射いる鹿か、つまりいるかんはもう帰宅する気満々の格好で、お菓子を口に入れていた。


  「最近、すいてて楽でいいですね～。お疲れ様です～。あ、鶴つる見みさんもいります？　これ、新商品の『たけのこの雪国』ってお菓子なんですよ～。ミルクチョコレートでコーティングしてるんです」


  「いるかん、まだ勤務時間中なんで、十五分後にいただくよ。でも、その時にはいるかん、もう帰ってるよね」


  「はい、スーパーに寄って買い物してきます。今日はお菓子が特売ですから～」


  「そこで野菜や肉じゃなくて、お菓子に注目するのがいるかんらしいね」


  　初はつ瀬せ射いる鹿か教育係長の任務は解かれてはいない。超臨時職なのだが、あるいは一生解かれないままかもしれない。


  「それじゃ、さようなら～」


  　残ってるお客さんにもはっきり聞こえる大きな声で、いるかんは帰っていった。それでこそ、いるかんである。ただし、いるかんらしさが積極的にどこででも評価できるかは別である。


  　じきに十五分経たったので、俺も帰ることにした。外での出張業務を除けば残業時間がほとんどないのが窓口のいいところだ。今時、ここまで残業のない公務員も珍しいだろう。その点はつきたま事務所を愛している。いや、もっと職務内容を愛せよ。


  　だからといって、ノーリスクというわけではない。窓口業務は心を病やむ人の割合が一般事務職より高いらしい。


  　たとえば、生活保護の申請窓口なんて人生かかってる人と毎日しゃべるんだろうから、疲ひ弊へいしないほうがおかしい。


  　その点もつきたま事務所は、割合気楽にやれる。つきたまに人生を懸けている人間はあんまりいない。みんながみんな、薬やく師し寺じみたいのだと困るが、そういうこともない。


  　だが、その日は勝手が違った。


  「すみません。鶴つる見みさんでしょうか？」


  　声をかけられる事案が発生！


  　庁舎を出た直後のことだ。あれ、誰だれからも恨みを買うようなことをした覚えはないぞ……。まさか、課長補佐と一緒にまずい任務についていることがばれたか？　それは、とてつもなくピンチだ。敵に狙ねらわれるうえに、課長補佐にも狙われるおそれが……と思ったが、声の主を見て、それもないと悟さとった。


  　相手は小さい。中学生ぐらいの少女だ。


  　つんつんした髪が肩をこえるぐらいまで、いろんな方向に伸びている。なんか、アロエっぽい。スカートは流行なのかなんだかしらんが、短すぎるぞ。


  　海外には子供の殺し屋が実在するらしいが、日本にはたぶんいないだろう。いないと信じたい。


  　問題は、どうしてこの子が俺の名前まで知ってるのかということだ。名前のバッジ、付けっぱなしにしてたかな？　いや、ちゃんと取って帰っている。その日の来庁者を全員チェックしているわけではないし、どこかで名前を聞いたり見たりされてたのだろうか。


  「はい、鶴見だけど、君は誰かな……？」


  　心当たりは完かん膚ぷなきまでにない。


  「わたしの名前は薬師寺カヤです」


  　その苗みよう字じだけですぐに察しがついた。渡わた辺なべとか木き村むらとかどこにでもいる苗字ではないのだ。


  「君が妹さんか」


  「そういうことです。それで若そうな男の職員さんが出てくるのを待っていました。その人が鶴つる見みさんだろうと思って」


  　くすくすとカヤちゃんは笑う。誤解を招きそうな表現だが、子供っぽい元気な笑い方というよりは、妖よう艶えんな雰囲気の笑い方だった。姉よりははるかに大人っぽい。身長などいろいろ加味すれば、明らかに子供なのだが。


  「お姉ちゃんが話している人がどんな人なのか、一度見てみたかったんです」


  　気づくと彼女の周囲には無数のつきたまが集まっていた。彼女も見える体質というのは間違いないようだ。この集まり具合からして、しばらくここで待機していたらしい。


  　だが、普通のケースとは、少し雰囲気が違った。


  　つきたまは、近寄ろうとしているというより、むしろ吸い寄せられてしまうので、どうにか距離を置こうとしているような感じだった。


  　そのせいか、カヤちゃんとつきたまの間にはドーナツ状の空間が広がっている。


  　なんだ、これ。どういう力学なんだ……？　普通はつきたまが人に勝手に寄ってくるのに、このケースは人がつきたまを引っ張ってきている。


  　薬やく師し寺じ家はどうして一般的な事例で説明できないことばかり起こすんだ……。もう、指摘しないからな……。抱かかえこまないからな……。


  「思ったより、平和そうな顔の人で安心しました」


  [image: ]


  　なんとなく失礼な物言いではあったが、その言葉でこの子の目的がわかった。


  　どうやら姉の身を案じて確認に来たということらしい。


  　そりゃ、公務員を名のる若い男が姉に声をかけてきたら変だよな。怪しまれても文句も言えないか。事実として怪しいどころか、きなくさいことに加担させている部分もあるし……。


  「そうですね、あなたになら合格点をあげてもいいかもしれません」


  「合格点……？」


  　けなされるよりはマシだが、中学生に合格にされたり、不合格にされたりするのはあまり気分のいいものではない。年齢的には、こっちがテストの点数とかつける側がわだぞ。


  　ここは中学生にもはっきり言ってやったほうがいいな。


  「合格点をもらえて光栄です」


  　建前のほうで発言した。本音を隠してこそ、大人である。ケンカして処分されるだなんて逸話は必要ない。


  「はい、合格です」


  　よし、なんかよくわからんが、合格したぞ。よくわからんが、うれしいぞ！


  「なので、お姉ちゃんを差し上げます」


  「ごめん、意味がよくわからないんだけど……」


  　あいつは景品ではないぞ。まして妹に姉の処遇の決定権なんてないはずだが。


  「そのままの意味ですよ。ちょうど、もうすぐお祭りですし。わたしも気前がよくなっているんです」


  　お祭り？　ああ、そういえば、箕み原はら神社で例れい大たい祭さいがあるんだな。そろそろ商店街にも提ちよう灯ちんがつきはじめている。


  　箕原駅前にはその名のとおり、箕原神社という箕原以外にあったら詐さ欺ぎっぽい名前の神社がある。


  　元は天てん王のう社と呼ばれていたものが、明治になって神仏分離の影響を受けて箕原神社に改称されたとか、そのへんの事情はあるらしいが、まあ、一般人にはどうでもいいことである。祭りに参加する人間の九割七分がそんなことは気にしていない。


  　背後に低い神しん体たい山さんがひかえていて、そこから周辺の山でやっている大だい中ちゆう小しよう文もん字じ焼やきがよく見える。名前からしてパチモンくさいが、まあ、パチモンです。


  　でも、それとこれと何の関係があるのかはよく見えてこない。


  「君の姉は、祭りの生いけ贄にえか何かなのか？　妹として苦労させられているのかもしれんが、差し出したらダメだぞ。姉妹は仲良くしなさい」


  「そうですね。いきなり出てきても、わけがわかりませんよね」


  　口に手を当てて、くすすとカヤちゃんは笑った。そんな所しよ作さ、どこで習ったんだ。お嬢様学校でも通ってるのか？　姉妹でいろいろ似てなさすぎるぞ。


  「でも、お姉ちゃんを受け入れないと、とてもよくないことが起こりますよ」


  　ぞくっ。


  　悪お寒かんがした。抽象的だが縁起でもない言葉だった。


  「君、何者だ？」


  「ただの人間ですよ。なんだったら戸籍も確認してみますか、公務員さん？」


  　まずい。遭遇してはいけない何かと遭遇している気がする。


  　待て待て、これは中二病というやつだろう。フィクションの中でしかないような発言をしたくなっているだけだ。そんな怪奇現象ばかり起きていてたまるか。科学の発展はすべてに説明をつけるのだ。


  「君の年とし頃ごろって、そういう思わせぶりな発言したくなるんだよな」


  「そう思ってくれていてもよろしいですよ」


  　あっさりはぐらかされた。


  「でも、ご心配なく。わたしはあなたの味方もさせていただきますよ。これでも、お姉ちゃんの幸せを願ってはいますから」


  　なんだ？　一応は友好的なのか？　あんまり友達になりたくない発言を繰り返しているけど。まあ、中学生と大人は永久にわかり合えないものだからな……。


  「それでは、またお会いすることもあるでしょう。明日のお仕事、頑張ってくださいね。さようなら」


  　不思議を通り越して不気味な空気をかもしだして、カヤちゃんは立ち去っていく。


  　追いかける気にはなれなかった。どうせ、同じようなこと言うだけだろうしな。


  　中二病って流行してるっぽいな。


  　でも、本当にただの中二病なのだろうか……？


  



  　当然といえば当然だが、すぐに翌日の土曜日になった。


  　俺は八時半に事務所に来ると、薬やく師し寺じが来るまで自分の机で事務作業をしていた。


  　対外的には、土曜日の業務は午前十時からとなっている。土曜の早朝から来ても仕方ないだろうということなのだろうか、あるいは土曜に開けてやるのはサービスだからフルタイムではやらんということなのだろうか、とにかく開庁時間がいつもの八時半ではなく、十時なのである。


  　だが、さっき対外的と言ったが、職員のほうは八時半には来ないといけない。勤務日は勤務日なので、ほかの平日と同じ時間のうちに庁舎内にいないと勤務と認められないのだ。


  　なお、代休はもらえるので、平日のどこかに休みを入れることが可能だ。よくあるのは機械的に次の月曜日に休みを入れて、二連休にするやり方だ。月曜日は平日の中では一番利用者が多いので、その点を考えても休むほうがいい。ただし、人数の少ない部署では顰ひん蹙しゆくを買うこともある。


  　あとは次の金曜などに入れて、金・土・日と三連休を作るという方法もある。金曜日は比較的すいているので、これは休みをとりやすい。


  　いや、代休の消化方法なんてどうでもいいな。せめて、土曜日のことに目を向けよう。


  　土曜日に出勤してきた職員は、いい顔をしている。


  　具体的に言うと、死地におもむく軍人の顔をしている。


  　というのも激戦になるのが目に見えているからだ。土曜日は一番混こむ。普段、会社勤めでつきたま事務所に来られない人がいっせいにこの数時間に集中するため、間違いなく混む。授業がない日には、中学生や高校生も来たりする。


  　しかも原則休日なので、この日、出勤している職員は四人だけである。さばききれないのが普通なので、混むしかない。


  　なので、十時までの一時間半は、城を敵に包囲されて、切腹前日に宴うたげを催もよおしている城主のような気分で庁舎が開くのを待っている。最後の息抜きである。


  　しかし、現実にはやたらとパソコンを動かしている連中が数名いる。


  　このお客さんがいない時間を生かして、土曜に出勤しなくていい職員も顔を出しているせいだ。家が近い職員は、たまっている仕事を終わらせによく出没する。別の仕事を命じられることもないし、相談業務が混むこともないのでこれはなかなか正しい方法だ。今の俺の状態もそれと同じだ。


  　窓口職員は、自分の相談スペースしか席を持ってない。なので、平日の業務中はパソコンを必要とする案件は極めてこなしづらい。手が空あいていれば、待っているお客さんから早く呼べという目で見られるからだ。なので、土曜のお客さんのいない時間に片付けてしまおうというわけだ。


  　もちろん職員が勝手に働いてるだけであって、全面的にサービス残業である。こういう熱心な職員の姿勢によって、つきたま事務所は維持されているのだ。そのへんのところ、もうちょっと報道してもらってもいいのではないかと思う。もっとも、俺はわざわざ土曜に来て仕事をしようとは思わない。というか、十時ぐらいまで寝ている。


  「鶴つる見みさん、精が出るね～」


  　今日が出勤日の田た神がみさんに笑われてしまった。


  「いえ、ちょっと仕事がありましてね。それまで手持ち無ぶ沙さ汰たなもので……」


  「いやらしい話だけど、そういう態度でやってる人はほんとに出世するよ。人事は見てるもんだよ」


  　とくに出世したいわけではないんだがな……。給料と業務量が割りに合わん……。まあ、すでに業務にすら正式にはカウントされない業務を強いられている俺が言っても空むなしいだけなのだが……。


  「逆にね、出世しない奴やつっていうのもいてね、飲み会全然来ない奴ね。これはまずいよね。毎月やるようなところは回数自体が多すぎるんでアレだけど、二～三か月に一回は出てあげないとねえ、幹事は幹事で日程調整に追われてるわけだしさ。酒飲めなくてもいいんだからさあ。そういうところで、『俺は知りません』って態度でいる奴はダメだねえ」


  「なるほど、なるほど……」


  　むしろ、うちの部署は課長補佐が飲み会というものを開く習慣を持ってないので、あまりにもそういう集まりがなく、そっちのほうが問題だったりする。楽は楽なのだが。


  　仲のいい連中同士で飲みに行けってことなんだろうけど、サシならともかく、数人以上になると、「俺は呼ばれてない」とか「事前に教えてもらえてなかった」とかすねる人が確実に出てくるので、それはそれでややこしいのである。


  　かといって、やっぱり「こいつとは飲みたくねえ！」というのもあるので、際限なく人を誘うというのもまずい。なので、部署ごとの飲み会はそれなりに有用なのだ。


  　以上、飲み会の意義についての解説でした。俺はたまにスーパーで買った缶ビールを家で飲むぐらいだ。理由は単純で、店で飲むと高くてテンションがそれだけで下がっていくからだ。


  　そんなことをだらだらと考える程度には暇ひまだった。便利な定型文を辞書登録するような、しょうもないことしかしてない。


  　たとえば鶴つる見みパソコンは「ｈａｔｕｔｕ」とローマ字入力すると、「初めての来庁兼相談。」というふうに文章が自動的に変換されるようになっている。


  　ほかにも「ｋｉｎｎａ」で「緊急性はないと思われる。」と一発変換されるようになっている。混こんできた時はとりあえず、「はつつきんな」と打てば、すぐに次の相談に移れる。


  　こういう小手先の智ち恵えが迅速な業務を可能にしているわけで、誰だれか褒ほめてほしい。とくに誰にも言ってないので、褒められようもないけど。


  　そんなことをだらだらとやっているうちに十時になった。


  　自動ドアが開くようになり、二～三人のお客さんが入ってくる。


  　その中の一人が薬やく師し寺じだった。


  　しかし、休日のせいか、制服じゃなくて、ちゃんとした格好してるな。服装に関する知識がないので詳しいことはわからんが、東京に出ていく際の服って感じがする。埼玉の奥地に住んでいる箕み原はら市民は東京に出る時、少なからぬ緊張を覚えるのだ。


  「お待ちしておりました。それでは、こちらへどうぞ」


  　相手が薬師寺でも丁てい寧ねいに一礼して応対する。


  　公務員は見られている。とくに見ていてほしくないところから見られている。余計なところで弱点をさらけ出すメリットなど、どこにもない。守りに徹しすぎているぐらいでちょうどいい。攻めはいらない。


  「なんで、そんなに他人行儀なのよ。逆にキモいわ」


  　だが、高校生には社会人の処世術の意義は伝わらなかった。


  「お前な……大人はほかの人の目があるところではちゃんとするんだよ……」


  　小声で文句を言う。文句ぐらい言える関係ではある。


  「それでは、二階に調査用の部屋を用意してありますので、こちらへ」


  　たしかに言ってる自分も若干キモいと思った。でも、女子高生と友達感覚でいると思われるのもよくないのだ。


  　土曜日は二階を使用してないので電気もついてない。そのせいか、そこはかとなくバックヤード感がただよっていた。


  　視聴覚ルームの前の認証スイッチに、職員カードキーをかざす。


  「ピッ」という音のあとに開錠の「ガチャ」という音が続く。世の中、便利になったものだ。最近は防犯上の観点からか、カードキーシステムの扉かつオートロックが大半だ。


  　部屋に入ると、前には、すでにプロジェクター用の幕らしきものがかかっている。


  　その後ろ、つまり客席に当たるところにはパイプ椅い子すが並んでいる。面倒くさいので片付けてないんだろう。たしかに、毎度イチから並べていたら面倒だわな。


  「へえ、こんな部屋になってるんだ」


  　学校で初めて入る部屋のように、薬やく師し寺じは興きよう味み津しん々しんで見ている。


  「あんまり使わない部屋だから、ほこりっぽいかもな」


  「安っぽい椅子だね」


  「ほっといてくれ！　今どきの官公庁は経費節減でどこも厳しいんだよ！　昔みたいに何も考えずに物買ったりできないんだ！」


  　まだ県はマシなほうだ。なにせ残業代が出る。国家公務員は予算が足りないのでサービス残業上等なところが多いらしい。国家公務員にならなくてよかった──と言いつつ、国家の暗部の手伝いをしている俺はある意味、一番割りを食っている……。


  　どうして、こんなことに……。ああ、課長補佐の下もとで働くことになったからか……。だけど、つきたまの異常に気づいたのは、薬師寺に会ったからか……。つまり、誰だれのせいでもなくて、運のせいだな。俺、運はないほうだからな……。


  「ええと、ＤＶＤ流す機材はこれか……」


  　使い慣れてない機械を引っ張り出す。職員研修ぐらいでしか使わないやつだ。


  　公務員というのは年に数回、「公務員倫理を守りましょう」とか「安全運転に気をつけましょう」とか「コンプライアンスについて」とか、そういった研修ＤＶＤを見せられる。


  　コンプライアンスってよく聞くけど、具体的に何ですかと言われるとよくわからないので質問はしないでほしい。


  　こういう使用頻ひん度どの低い機材は、担当者でも次に使う頃ころには使用法を微妙に忘れかけていて、必ず戸惑う。それの繰り返しである。


  　トナー交換とかもそうで、毎月取り替えるようなものなら忘れないのだが、年に一回程度の割合で消費するものは、前回の取り替えが記憶のかなたにいってしまっているので「あれ、閉まらないぞ」「うわ、粉で手が真っ黒に！」などといったトラブルが必ず起こる。どこの会社でも一番下っ端ぱの宿命だと思う。


  　まして、俺は研修の担当者でもないので、ＤＶＤの機材など使ったことがない。まあ、今時、適当に操作してもどうにかなるだろう。


  「はい、これがデータ入ってるＤＶＤね。なんか、迫真性を出すためとかいって、大半のシーン、妹が私に内緒で撮ったものなんだけど」


  「ああ、あの妹……」


  「あの妹って、会ったことないでしょ、鶴つる見み」


  「あ！　ああ、そうだな！　いや、気にしないでくれ！」


  　昨日、その中二病妹と遭遇したという件は黙っておいたほうがよかろう。


  「そこまでしないでいいって言ったんだけどね、うちの妹ってやりだすと凝る癖くせがあってさ、やけに編集とか気にするのよ」


  「ああ、わかる気がする……」


  　わざわざ前日に俺のチェックに来るぐらいだからな。


  「どうして、鶴見がわかるのよ？」


  　俺、黙ったほうがいいかもしれんな……。そのうち、ボロが出そうだ……。


  「それは……プロの勘だ。毎日、十数人と話をしてるんだから、人間のタイプとか、そういうのはわかるんだ……」


  　非常に便利な「プロの勘」という表現で誤ご魔ま化かそう。関連商品に「女の勘」「職人の勘」「刑事の勘」などがあります。


  「へえ、たかだか数年社会人やってるだけなのに、なかなか言うじゃない」


  　一日も社会人やってない奴やつに言われたくねえよ。


  「そうだな、姉のお前が元気なタイプだから、妹はきっと陰があって、少し落ち着いたタイプじゃないかな。敬語もしっかり使えるはずだ」


  「すごい！　なんか名探偵みたい！　ワトソンって呼んでいい？」


  「なんで、ホームズのほうじゃないんだよ。お前、根本的な知識、ちょくちょく間違えてるよな。試験に出ることだけが人生に必要な知識じゃないぞ」


  「そこは足で稼ぐからいい」


  　努力でカバーしますって発言、どっちかというと信用を失うだけだぞ。努力は言うまでもないことで、まずは能力を見られるからな、どんな世界でも。


  「ほんと、妹のこと、よく当たってる。妹っておとなしいけど、何を考えているかわからないところがあるの。なんか、ああいうタイプっていきなり大きな犯罪やるんじゃないかって、姉として少し心配なの」


  「大丈夫だ。いかにもトラブルメーカーだなと思ってた人間が、ゴミ山を吹き飛ばしたのを俺は知っている」


  　話はこれぐらいにしておこう。そのうち、致命傷になることを言いそうだ……。


  　ＤＶＤをセットする。


  　再生開始。


  



  　薬やく師し寺じエナの生態


  



  　ショッキングな文字が出てきた。


  「何よ、生態って！」


  「文句は帰宅後、妹に言ってくれ」


  



  　ＣＡＵＴＩＯＮ！　警告


  　この映像は薬師寺エナの深しん奥おうに分け入り、真実を抉えぐり出すために制作したものである。精神の弱い者は早々と退散することをお勧めする。この中には禁きん忌きとされているようなものがいくつも映されているからだ。場合によっては恐怖によって人格が変わってしまうことすらあるだろう。それでも進むというのならば、このまま門が開かれるのを待つがいい。


  



  「何よ、これ！　こんな警告文見たことないわ！」


  「そりゃ、オリジナルだろ。お前の名前入ってるし」


  　こんなふざけた内容でずっと続くのかよと思ったが、ようやく家庭内の映像に変わった。映っているのは廊下らしい。なんか、チープなＢＧＭまで流れている。いかにもホームビデオ的で、警告とのギャップがすごい。


  ──マズ、朝デス。薬師寺エナ、ブッチャケ朝ハ弱イデス。


  　なぜかナレーションの音声がいじられていた。これ、いわゆる「ゆっくりなんとか」という声ではなかろうか。


  ──ホラ、ダラシナク寝テマス。


  　ベッドでヘソを出しながら眠っている薬師寺が映っている。うわあ。本当にヘソ出してる奴やつ、初めて見たかも……。


  「なんで、こんな隠し撮りみたいなことしてるのよ！　聞いてないって！」


  　薬師寺が顔を赤くして抗議する。気持ちはわかる。でも、迫真性を出そうとしたら、こうなるのは見えてるだろ。


  ──寝言モヨク言イマス。


  『……ふわ……ジャムパン…………』


  　たしかに寝言でジャムパンと言った。


  「なあ、なんでジャムパンなんだ？」


  「知らない！　夢のことなんて覚えてないわよ！　あのね、いつもこういうだらしない感じじゃないからね。気をつけの姿勢ぐらい、きれいに寝てる時もあるんだからね！」


  「気をつけの姿勢で寝てたら怖こわいぞ。死後硬直っぽいだろうが」


  　なお、枕まくら元もとにはいくつかつきたまがいた。まるで背後霊のようなポジションだった。やはり、それなりに好かれているのだろう。


  「つきたまは枕にはしないんだな。たまに触さわれる人間で、そうする奴やつがいるんだけど」


  　微妙に弾力性があってちょうどいいのだとか。俺は一回やってみて、朝、頭の下じゃないところに移動してたので、やめた。


  「恋人に膝ひざ枕まくらしてもらうのとは違うのよ。友達を枕にするわけないでしょ」


  　つきたま＝トモダチというのは、薬やく師し寺じの中では確定らしい。


  　画面の中のほうの薬師寺が起きた。


  『あ、カヤ、おはよう。なんで、いるの？』


  『妹がお姉ちゃんの部屋にいるのに、理由なんていりますか？』


  　けっこうすごい理屈だったが、薬師寺は納得したらしい。


  　薬師寺はつきたまを何体か手で抱かかえて、部屋を出た。カメラもついていく。洗面所に出た。まず、顔を洗うのだろうと思っていたら、つきたまを洗面所に配置しはじめた。


  「これは何をしているところだ？」


  「つきたまにも、うるおいを与えてあげようと思って」


  　学校のつきたまに水をやろうとするぐらいだから、それぐらいやるよなと思ったが、それだけではなかった。


  　乳液や化粧水までつきたまに塗ろうとしていた。


  「お前、それはさすがに意味ないだろ！　実際、透過してるし」


  「それでも想いは伝わるわよ！　こういうのは、イメージ！　イメージが大事なの！」


  「洗いたいのかうるおいを与えたいのかどっちなんだよ？」


  「とにかく、愛情が大切なの！　愛情があれば大半のことはどうとでもなるの！　こうすることでつきたまもエネルギーを人間に貸してくれるの！」


  　いくらなんでもこんな茶番で、薬師寺が魔法少女になれたわけはないと思うが、言うとケンカになるので黙っておく。


  「お前がつきたまを大切に扱ってるのは、よくわかった……。飼い猫にすら、化粧水はあんまり使わんだろうしな……。ほんとに使ったら、猫、暴れるだろうけど」


  　そして、またシーンは変わる。今度は食事だろうか。


  　トイレだった。


  ──コレハ隠シ撮リデス。トイレニカメラヲ設置シマシタ。


  　ナレーションが親切にも説明してくれた。


  　むしろ、堂々とトイレに入っているさまを妹に撮影してもらう姉がいたら、そっちのほうが怖こわいわ。どんなプレイだよ──ってそういう問題ではなかった。


  「きゃーっ！」


  　一階に聞こえたら、ちょっと誤解を受けそうな悲鳴が発せられた。しかし、悲鳴をあげたくなるような非常事態なのもわかる……。


  「どうして、こんなところ、撮影してるのよ！　盗撮は犯罪よ、犯罪！」


  「だから、帰宅後、妹に言ってくれ……」


  ──薬やく師し寺じエナノ深しん奥おうニ分ケ入リ、真実ヲ抉えぐリ出スタメ、コウイウ禁きん忌きニ触レル映像モ収録シテイマス。笑ッテ許シテクダサイ。


  「なるほどね。笑って許すわ──って、許せないわよ！　笑えないわよ！」


  　だよな。俺もそう思う。


  「消して！　すぐ消して！」


  「ええと、停止ボタン、どれだっけ……。慣れてないからあんまりわからないんだよ……」


  　そうこうしている間にも映像のほうでは、薬師寺がパジャマをおろそうとしていた。これはやばい！　モザイクとか入ってないっぽいし。いや、だからそういう問題じゃない！


  「ああ！　リモコン貸しなさい！」


  　薬師寺が俺の手からリモコンをひったくっていった。よし、お前の恥はお前の手で消してくれ。


  「……ところで、どれで消すの？」


  「知るか！　わかってたら押してるわ！」


  　こいつ、勢いだけで生きてるな……。


  　映像は角度的になんとかセーフの状態になっていた。が、明らかにトイレの中のシーンだった。


  「鶴つる見み、早くボタン探して！　それまでスクリーンに張り付くから！」


  　やっぱり俺の仕事になるのか……。あと、張り付いてもスクリーンがけっこう大きいからあまり意味ないぞ。


  「あ、早送り、これか！」


  　どうにかトイレの場面は回避できた。三十秒先に飛ぶボタンを三回押したら、違うシーンに切り替わっていたのだ。


  　危ないところだった、主に薬師寺が。


  「はあはあ……カヤ、あいつ、何考えてるのよ……」


  「俺もそう思う……。いくらなんでも、ああいうのは困る……」


  「もしかして、あの子、調査する人が女性だと勘違いしてたのかな……？　いや、それはない」


  　昨日会った感触だと俺だと知っていたはずだしな。合格って言ってたし。


  　でも、合格もクソもないよな。映像そのものが確実に不合格だからな……。もしかして、心のきれいな人にしか見えない映像なのか？　いや、心のきれいな人が見てはいけない映像だし、俺は悪人とまでは言わないが、心は濁ってそうな気がする。


  　そんなことをやっているうちに朝食のシーンに移っていた。


  　パンにサラダ、目玉焼き、ごく一般的な食事風景だ。


  『はい、つきたまも食べてね』


  　映像の薬やく師し寺じはつきたまに料理を食べさせるふりをしていた。本当に食べるわけはないから、あくまでふりである。


  「なんだ、このおままごと臭」


  「さっきからひと言多いのよ！　これがつきたまに対する愛なのよ、ラブなのよ！」


  「ほんと、お前にとってはペットそのものだな」


  「だって、つきたま、かわいいからね」


  　今のところ、特異な現象は見られていない。


  　つきたまの好きな女子高生の日常が垣間かいま見みえているだけである。


  「こうやってつきたまを愛してあげることで、つきたまも魔法の力を貸してくれるの。つまり、魔法とは愛なの」


  　なんか偉そうな顔してるな。ちょっとイラっとくる。


  　だが、言っちゃ悪いが愛情ごときでつきたまが光を発したりするんだろうか。魔法の力を貸したりするんだろうか。つきたまに愛情を注いでいる人間なんて、世界レベルで見れば、はいて捨てるほどいるだろうし。


  　でも、薬師寺がつきたまで何か特殊なことができるのは事実なんだよな。


  　喫茶店でも、つきたまが爆発してたし。


  　関係あるのか不明だが、駅でも異様なものに見られている気がしたし。


  　薬師寺は俺が考えている以上に恐ろしい力を持っているのか……？


  　いや、あくまでも俺に必要なのは、データを集めることだ。判断は課長補佐に任せればいい。


  　もう一度、画面に意識を集中する。


  　映像の薬師寺は新聞に目を通し──はせずに、チラシだけ抜き取って熱心に一枚ずつ見ていた。


  『こんなところに大きなマンション作って売れるのかしら』


  『この店、いっつもセンスが古臭いのよね』


  『あ、裏が白い紙発見！　何かに使お！』


  　ごく普通の小市民の姿だった。


  「お前、せめて新聞読めよ。まず、チラシかよ」


  「いいでしょ、それぐらい！」


  　どうやらめぼしいものはなかったらしく、空あいてる椅い子すにチラシを置いた。横にはつきたまがいる。


  　そのつきたまが、チラシを一枚、ずももももっと吸いこんでいった。


  「あ、食べた、食べた──あれ……」


  　落ち着け、つきたまがチラシを吸引しただけだ。いやいやいや……落ち着いたらダメだろ！


  「おいおいおい！　何だ、今の衝撃的瞬間！」


  　あわてて巻き戻して確認する。つきたまが紙を吸ったぞ！　どこで吸ったのかわからないが、チラシ一枚がつきたまの中に入っていった。時間にして三秒程度か。


  　つきたまには口などないから、つきたまの全身に吸いこまれていく感じだ。ただ、入っただけなら、半透明なつきたまの中に紙があるのが見えるかもしれないが、つきたまの内側は空からっぽなままだ。「消化」したということか？


  「何をそんなに確認してるの？」


  「チラシ食べただろ、今！」


  　食べるという表現は、非生物には不適切だろうか。そんな細かいことは今はどうでもいい！


  「それぐらい、普通じゃないの？　ほら、大きなほこりとか薄いチラシ一枚ぐらいだったら、食べるじゃない」


  「食べねえよ！　つきたまが現実世界の物質を吸引するなんて初耳＆初視聴だ！」


  　再度巻き戻してみる。目の錯覚かもしれない。ちょっと、なんぼなんでもありえない光景を見たぞ……。


  　やはり、つきたまがどうも体に吸い寄せて、取りこんだように見える。気味が悪い……。


  　だが、実際に起こっているのだ。チラシはたしかに一枚消えている。誰だれが買うのか謎なぞの箕み原はら駅前のタワーマンションのチラシがなくなっている。もっと都心部に作れよ。箕原で高い家に住むという発想が中途半端この上ない。ああ、タワーマンションで現実逃避していた。


  「奇跡のような映像だ……」


  「おおげさだよ。これぐらい、よくあるよ」


  「なら、もっと早く教えろよ……」


  　薬やく師し寺じがつきたまについて無知であることを忘れていた。


  　こんな特殊な状況を前にしておきながら、ほったらかしにしていたのだ。どんな神経してるんだよ。テレビ局に送ったら、採用されて三万円ぐらいはもらえたと思う。テレビ局の取材を受けると、さらにややこしいことになりそうだけど。


  　そのあとも、薬師寺がつきたまラブなことを強く主張する映像が流れていたが、そんなのはもはやどうでもよかった。つきたまによる「食事？」を超えるものはなかった。


  　学校の時間は撮影者が中学生の妹のせいか、全然映ってなかった。駅に着いたところを最後に、夕方帰宅するシーンに飛んだ。


  　薬やく師し寺じも高校の中では多少の猫をかぶるだろうし、たいしたものはなかったと考えよう。


  　もう、十二分に衝撃映像を見たし、あとは流していくかな。


  「というか、魔法少女にコスプレしている場面はないんだな」


  　がしっ。


  　パイプ椅い子すの脚をちょっと蹴けられた。


  「コスプレじゃない。魔法少女そのもの！　本物なの！」


  「でも、あの衣装って着替えてるんだろ。なんか、魔法少女って変身シーンと共に衣装をチェンジするもんなんじゃ……」


  「そんな魔法みたいなこと、できるわけないでしょ！」


  「そのツッコミ、理不尽だぞ……」


  　次に夕飯の時間の映像が流れたが、同じように餌え付づけを繰り返しているだけだった。チラシがあったら吸いこむかもしれないが、夜なのでもう片付けられている。


  　さて、もうすぐ就寝まで映像が進んで、終わりかな。


  　大変有意義だった。課長補佐もガチで驚くのではないだろうか。一度あの人が度肝を抜かれているところを見てみたいものだ。


  　だが、食事シーンが終わると、突然ＢＧＭが変化した。


  　なんというか、日常のＢＧＭからやけにロマンティックなものに変化したと言えばいいのか……。


  　映像がなぜか、脱衣シーンに変わっていた。


  　奥が風呂場のようだから、入浴のために薬師寺が脱ごうとしているのだろう。服のボタンをはずしはじめている。


  　そんな冷静に観察している場合じゃない。


  「きゃあああああ！」


  　お化け屋敷に入ったような悲鳴を薬師寺があげた。


  　これはやむをえないよな……。大声出してしかるべきだよな……。


  　その時の俺の精神状態は千ち々ぢに乱れていた。


  　うわ、これは薬師寺といっても見てみたいかも……というオスの本能と、こんな場面に一階の職員が来たら面倒だ……という公務員の理性と、これは薬師寺、かわいそうだなという人間としての慈悲心が交ざり合っていた。


  （※比率は、正直に言おう、８：１：１の割合でした。）


  「どうしてこんなところ撮影してるのよ！　バカァッ！」


  　この怒声は俺に向けられたものではないと考えたい。だって、俺に何の責任もないもん。俺、一視聴者だもん……。


  ──コレハ隠シ撮リデス。


  　また、親切にもナレーションが教えてくれた。でも、その情報なくても絶対にわかる。


  ──隠シ撮リハ人倫ニ悖もとル恥ズベキ行為デスガ、本当ノ姿ヲ見テモラウニハ、コウスルベキダト考エ、独断ト偏見デ行イマシタ。


  　妹さん、その研究姿勢は正しいが、研究というのは倫理とも向き合わないといけないんだぞ。でも、あの性格だと倫理とか無視しそうだけど。


  ──オット、思ッタヨリモ子供ッポイブラジャーデスネ。


  　ナレーションのとおり、もう薬やく師し寺じは服を脱いで下着姿になっていた。


  「あれ……ブラってあんな形状だったっけ……？」


  「何よ！　子供っぽいブラにしたらいけないなんて校則はないからいいじゃん！　あと、淡々と感想を漏もらすな！」


  　しかも、すでにブラのホックらしきところに手がかかっている。


  　ダメだ、本当にこれより先はまずい。法に触れる！


  「見るな！」


  　薬師寺が俺の目を後ろから両手で隠した。


  　たしかにこれなら、何も見えないな。グッジョブだ、薬師寺。根本的解決になってない気もするが。


  「えっ……どうして映してるのよ！　全部見えちゃってるよ！　カヤのバカ！」


  　薬師寺が半泣きになっているので、どうも本気でヤバい映像らしい……。


  「止めて！　止めて！　今すぐ止めて！」


  「お前が目をふさいでたら、止められないだろ！」


  「止めてくれないと、鶴つる見みの息の根を止めるから！」


  「横暴だ！　国家機密じゃないんだから、もうちょっと穏便に済ませてくれ！」


  　いや、この映像が国家機密になるかもしれないのか……。


  　だけど、これを課長補佐（二十七歳・女性・独身）に渡すのか？


  　…………。


  　外に漏らさなくても、俺の息の根が止まるぞ。


  「絶対に画面見ずに、リモコンだけ見て操作して。お願い。お願いだから」


  「わかった……。公務員生命を懸けて誓おう」


  　リモコンに目を落として、対処する。


  ──心配ゴ無用。危ナイトコロハ、モザイク処理デス。


  　そんな声がＤＶＤのほうからした。薬師寺カヤよ、お前はいろいろとおかしい。


  「モザイクにしたらいいってことにはならないでしょ！　しかも、モザイクにしてるの、顔のほうじゃない！　見えてるじゃない！」


  　なんかギャグですまない事態になってるようだぞ……。


  　お願いですから、一階から誰だれも来ないでください。仕事に忙殺されていてください……。


  「ええと、途中で止めるのはどのボタンだったっけ……？」


  　さっきから停止のボタンを把握してないのだ。なんで、停止なんて一番必要そうなボタンがわからないのだ。デザイン重視でボタンが凝りすぎなんだよ。


  「これか？」


  　目をつぶって、機械のほうに向けてリモコンを押す。


  　一瞬、薄目を開けて確認すると、──ばっちり映っていた。湯船に浸かる薬やく師し寺じが……。


  「お風呂の冒頭に戻っただけじゃない！　どうして二度目を見ようとするのよ！　ふざけないでよ！」


  　わかってはいたが失敗したらしい。戻る系統のボタンだったか。


  「イージーミスだから許してくれ！　あと見えてないから安心しろ。ああ、このボタンか。停止と……」


  　やっと悲劇（主に薬師寺にとっての）が終わった。しかし、これ、どうしたらいいんだ？


  「あの、一応、まだ続きあるみたいだから、俺、向こう見てるから、早送りで内容確認してくれんか……？」
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  「ええ……そうね……。あとは寝るぐらいだし、そんなにまずいシーンなんてないと思うけど……」


  　数分後、前方から「きゃー！　見えてるじゃない！　隠せてないじゃない！　カヤのバカ！　何がボーナス特典映像よ！」などという声が聞こえてきた。


  　まだ、悲劇は終わっていなかったらしい……。安心したと思ったら、もっと弩ど級きゆうのが来るというのはホラーの基本だが、そんなところで基本に忠実になられても……。


  「終わったわ……」


  　疲れた声で薬やく師し寺じが言った。


  「なんか、その『終わった』に複数の意味が含まれているような気がするんだが……」


  「あの、これ、このままじゃまずいから、妹に再編集させるわ……」


  「そうだな、カヤちゃんにお願いしてくれ……。そのままの形だと、俺のクビすらかかってくる……」


  　お気楽公務員川柳②　自制して。チラ見一秒、処分一生


  「そういえば、どうして妹の名前を知ってるの？」


  　……余計なことを言ってしまったかもしれない。


  　相変わらず鋭いな、こいつ……。


  「お前、さっき、自分でカヤって叫んでただろ」


  「へえ、鶴つる見みって記憶力いいんだね」


  「教えておいてやる。大学受験も公務員試験も、暗記がしっかりできれば通る。というか、ある程度の知識があってからでないと、思考力など活用できんのだ」


  「そっか、知識がないなら、足で稼ぐしかないのね」


  「お前、我田引水に解釈するの、やめろ。むしろ、お前は行動の前に知識をたくわえろ。話はそれからだ」


  　ここで「ついでに胸をたくわえろ」と言えたら、立派なセクハラだが、俺は紳士なので、そういう言葉は腹の底にしまっておく。


  　残念ながら、先ほどの記録映像によって貧乳説がまた裏付けられてしまった。


  「そしたら、このＤＶＤは持って帰るわね……」


  「ああ……。チラシを食べたように見えた、あのシーンだけあればいい」


  「わかったわ……。何かすごく疲れたわ……」


  　その気持ちはよくわかる。


  　なぜかというと、俺もかなり疲れたからだ……。クレーマー二人をまとめて処理したぐらいの疲労感がある。


  　どうしてこういう疲労感って、スポーツのあとの心地よい疲労感と全然違うのかね？


  「ねえ、鶴つる見み、つきたまって何も食べないものなの？」


  　何をいまさらと思う。


  「普通はそうだよ。もしかすると、世界初の映像かもしれん」


  「そしたら、つきたまは私が魔法を使えるように、こうやってマナを生み出してくれるんだね」


  　薬やく師し寺じはちょっと感動しているらしかった。


  　その解釈はさすがにスルーできない。


  　つきたまは「食事」で、エネルギーを生み出すのだろうか……？


  



  「というわけで、これが薬師寺エナからもらった情報です」


  　無事にＤＶＤ（修正版。もし誤って無修正版を渡してしまったら危険極まりないので、自分でも確認した。正直に話すと、もし、まだまずいシーンが残っていたら、それはそれで役得かなと思っていました）を課長補佐に渡した。


  　渡す場所はまたもや小会議室である。俗に密室と呼ばれている。


  　だんだんと戻れないところに来ている気がするが、気のせいだ。俺はあくまでもつまらない地方公務員である。国の悪事の片棒なんてかついではいない。気のせい、気のせい。


  「ご苦労。やはり、君は有能だ。言われたことを確実にこなす」


  「そう言ってもらえて光栄です」


  　微妙に皮肉を言われているような気もするが、蒸し返しても面倒なので、そのまま受け流した。


  　お気楽公務員川柳③　売られても ケンカは買うな 高くつく


  　課長補佐はすぐにパソコンにＤＶＤを入れて、内容を確認した。


  「なんだ、これは」


  　そして絶句した。


  　トイレのシーンとか入浴シーンを見たからではない。


  　例の食事風景である。


  「よくわからないんですが、薬師寺エナの家では、つきたまがゴミだとかほこりだとかを食べることがあるらしく……。それに近い現象かと思われます。食べたものがどうなっているのかは謎なぞですけど……」


  「吸収したということは、なにがしかのエネルギーになっている可能性がある。発光とも関わりがあるかもしれないな」


  「そういうことになりますね」


  「ふむ、大変興味深い。ぜひ、しかるべき研究機関に追跡調査を依頼しよう。これまでの常識を三回転半ぐらいひっくり返せるかもしれん」


  　心なしか、課長補佐のテンションが上がっているように感じた。


  　やはり、衝撃映像だったのだ。そんな衝撃に慣れ親しんでいた薬やく師し寺じも、ある意味すごい。


  「それと、薬師寺の話では、質量的にはそのチラシ一枚でマックスぐらいの分量だそうです。それより大きなものや重いものを『食べた』ことはないと」


  「だろうな。つきたまの大きさから考えても妥当なのではないか？　すべてのつきたまが、なんでもかんでも吸引するようなら、事件として報告されていただろう」


  「そうですね、それこそ人間が吸いこまれたなんてことになったら、世界中がパニックになりますね」


  　でも、そんなことはなく、世界は平常運転で動いている。つきたまの研究もお世辞にも進んでいるとはいいがたい。


  　なんにしろ、俺の任務は終わった。あとは課長補佐のほうでよろしくやってしまってください。俺は普通の公務員に戻ります。


  「よし、では、次は大おお土ど呂ろ真ま乃ののほうをお願いする」


  　なんか「その書類、とってくれないか」ぐらいのノリで言われた。


  「え？　もう、僕の用はすんだのでは……？」


  「まだ何も解決していないぞ。さらなるデータと調査が必要だ。というわけで、よろしく頼む」


  「すみません、あくまでもこれはたんなる質問なんですが」


  「うむ。なんなりと聞いてくれ」


  「拒否権はありますか？」


  「利と根ね川がわ・多た摩ま川がわの選択権なら」


  　まだまだ汗をかく必要がありそうだった。


  　公務員というのはこんな感じで、けっこう大変なんです。


  



  


  ３たま　ヴァンパイアの日常調査活動について


  



  



  【質問】　もし、有名人やアイドルのファンが本人に「調査のために君の部屋に行きたい」と言ったら、普通はどう思われるでしょうか？


  



  【答え】　ストーカーの類たぐいだと判断されます。最悪、通報されると思います。


  



  　だよなあ……。


  　考え事をするために、俺は電車に乗らず、つきたま事務所からぶらぶらと家に向かって歩くことにした。


  　はっきり言ってぽつぽつとチェーン店があるくらいの、つまらない道だ。車の通行量もまあまああるので、空気もとくにクリーンではない。


  　だが、そのつまらないところがちょうどよくて、考え事に全神経を集中させることができるのだ。逆に言えば、それぐらい真剣に考えないと名案も出てきそうになかった。


  　はっきり言って、マノさんの場合は薬やく師し寺じの時より格段に難しい。


  　薬師寺の場合はツッコミで蹴けりが入ってくるような仲（冷静に考えたらただの暴力ではないか？）だったので、あっさり調査を手伝ってくれと言えた。


  　いわば、すぐに言いたいことを言われるので、そこまで遠慮しなくてもすんだわけだ。


  　でも、マノさんの場合はそうもいかない。マノさんはいきなり蹴ってくるような乱暴者ではなく、淑女のヴァンパイアでありロッカーなのである。


  　淑女のヴァンパイアも淑女のロッカーもいまいち表現としてしっくりこないのだが、脇わきに置いておく。


  　姉妹に撮っておいてもらうという手も使えない。雑誌のインタビューで一人っ子だと書いてあったしな……。


  　なにせ、人気バンド、マノ・フランクのヴォーカルの私生活を見せてくれと言ってるわけである。うかつなことすると、事務所が出てきそうだ。


  　だいたい予想はついていたが、何も思いつかない……。


  　視線を上のほうにずらすと、道の端に提ちよう灯ちんがかかっているのが見えた。そうか、もうすぐ箕み原はら神社の祭りなのか。おなかへったな。じゃがバター食べたい。三百円でじゃがバターを食べたい。最後、溶けてどろどろになっているのを行儀悪くバターごと飲みたい。


  　いかんな、完全に雑念にとらわれている。じゃがいもかバターのせいだ。


  



  　どうすべきかわからないので、とりあえず本人に聞いてみることにした。


  　幸いというか、なんというか、前回の依頼の時に携帯連絡先は聞き出しているのである。喫茶店に呼び出した時も使わせてもらった。公的な相談者なので、相談データにも入っている。個人情報保護の観点は守っている。問題はない。


  　ということで職場から下記のようなメールを送った。


  



  　つきたま調査に関して


  



  　お世話になっております。つきたま事務所の鶴つる見みです。


  　さて、いきなりの話で大変恐縮なのですが、大おお土ど呂ろ様が普段どのようにつきたまと接しているのか、調査させていただくことはできませんでしょうか？


  　具体的に申しますと、大土呂様の日常生活における、つきたまに関するデータをとりたいのです。大土呂様の事例は、つきたま事務所としましても、ほぼ類例がないものでございまして、ぜひとも追跡調査が必要であるなと思っている次第です。もちろん、いただいた情報は厳正に保管し、個人情報の取り扱いには万全を期します。


  　こちらとしましては、なんらかの形で大土呂様の一日に密着し、普段、つきたまとどのように接しているかを観察したいのですが、男である私が張り付いているわけにもいかず、なかなか難しいですね……。それなら、女性職員ならいいのかというと、それでも業務規定上、ハードルが高いのです。


  　そこでお手数なのですが、日常生活、とくにつきたまに関することをできるだけ具体的に教えていただくことはできないでしょうか？　もちろんご学業と音楽活動の両立のなか、そのようなお時間を捻ねん出しゆつしていただくだけでも大変難しいのは重々承知ではございますが、どうかよろしくお願いできませんでしょうか……？


  　それと、話は変わりますが、先日発売されたニューシングル「白はつ空くう」、激ヤバです！　あのサビの連続による盛り上げ方！　シングル曲であんな構成の曲をやっちゃうところにマノ・フランクのただならなさを感じました！　カップリングの「純情パラノイア」も、リフがかっこよすぎますし、六分近い大作「さよならゲーム」も、まったく時間の長さを感じさせない濃密な楽曲で、ライブで聴かせていただくのが今から楽しみです！　今回のライブスケジュールは大おお宮みやも含まれているようなので、是非とも伺わせていただきます！


  　本当に毎回進化し続けるマノ・フランクから目が離せません！　これからも応援させ続けてください！


  



  
    埼玉県　箕み原はらつきたま公共対策事務所　市民相談課　鶴見満みつ流る　

  


  



  　後半が明らかにたんなるファンの痛い発言なのだが、そこは目をつぶろう。つぶらせてくれ。だって、仕方ないじゃん。ファンなんだから、仕方ないじゃん。


  　だが、送信先だけは確認せねば……。これを全然関係ない人間に送信したらえらいことになる。


  　公務員の世界でも、不祥事で人が処分されるというケースはある。さほど頻ひん度どは高くないので、俺の職場でそんなケースはないが。


  　官かん用よう車しやを壁でこすってしまった人が始末書を書いたことはあるが、まあ、出世にも何も関係ないレベルだろう。


  　その他、それは明らかに犯罪だろというような問題は起きていない。


  　しかし、イージーミスでもかなり怒られる事案もあるのだ。


  　その中でも多いのが、メールの誤送信だ。個人情報を含むメールを他人に送ってしまうケースである。


  　これをやると、最悪の場合、送ってしまった側がわにも、個人情報をさらされてしまった側にも謝罪に出向く必要が出たりして、大変なことになる。地元紙レベルだと新聞に載ることすらある。偉い人が集まって、再発防止会議みたいなのまで開かないといけなくなる。公務員生命も大ピンチである。出世にも響く。


  　もっとも、つきたま事務所は重大な個人情報なんて、そうそう扱わないのでリスクは低いが。


  　よし、送信先を確認。


  



  　the_third_ritual@bloody_heaven.ne.jp


  



  　直訳すると、「第三の儀式＠血塗られた天国えぬいーどっとじぇいぴー」か。少なくとも、ほかのお客さんがこのメールアドレスを使っている可能性は極めて低いだろう。職員も使ってないと思う。いるかんがこんなメアドだったら引く。


  　噂うわさをすればなんとやらの変形バージョンで、いるかんのことを考えたせいか、こんな声が聞こえてきた。


  「初はつ瀬せさん、仕事中に携帯でメールをしないでほしい。お客様の目もある」


  　険けんのある課長補佐の声だ。また、いるかん、やらかしているな……。


  「今日もつきたまが少なくて暇ひまだったもので～」


  「暇でもメールはしないでくれ。せめてトイレに行ってやってくれ」


  「メールじゃないですよ。明日のお天気の確認です」


  「用途がメールじゃないならいいというわけではない」


  「あっ、群馬県は雨だから、ちょっと天気危ないかもしれないですね～」


  「そうか、初はつ瀬せさんの契約更新のほうが危ないかもしれないが」


  　課長補佐、クビにする気満々か。法的には、任期満了でもめることなくお互い笑顔でさようならということになるんだろうけど。


  「またまた～。滝たき理りちゃん、ジョークが多いな～」


  　いるかん、課長補佐を滝理ちゃんと呼ぶのが俺にとっては最大のジョークだ……。


  　でも、気をとられている場合じゃない。アドレスを確認しなければ。第三の儀式＠血塗られた天国、第三の儀式＠血塗られた天国……。第二までの儀式がいったい何なのか気になるけど、深くは考えないことにしよう。


  　よし、目視で五回ぐらい確認したので、送信！


  　あとは野となれ、山となれ！


  



  　その日の夜、十時過ぎ、そろそろ風呂にでも入るかと思っていた時だった。


  　携帯電話が鳴った。


  　いったい誰だれだろう。大学同期の遠えん藤どうかな。あいつ、酔っ払うと突然電話かけてくる癖くせがあるんだよな。「今、新宿で飲んでるんだけど、来ない？」とか言うし。行けるわけねえだろ！　箕み原はらから新宿まで鈍行だと一時間半は軽くかかるわ！　というか、そんな時間から飲みはじめたら、終電すぐに終わるわ！


  　あるいは、吉よし村むらかな。あいつも、「女に振られたんだよ～」とかいきなり泣き言みたいな電話してくるからな。ふざけんな、こっちは彼女自体いねえんだよ！　振られるってことは付き合ってたってことなんだから、ありがたく思え！


  　だが、その誰でもなかった。


  　課長補佐のダメ出しでもなかった。


  　薬やく師し寺じからでもなかった。


  　大おお土ど呂ろ真ま乃の、マノさんからだった。


  　即座に電話をとった。


  　実は入浴前で、トランクス一丁だったが、そんなことは気にしない。電話だからな。


  「はい、鶴つる見みです！」


  『うむ、二十一世紀最初のヴァンパイア、大土呂である』


  　悪質なイタ電みたいな自己紹介だが、むしろ、これで本人と特定できる。


  『メール拝読いたした』


  「ありがとうございます！　すみません、変なメールを送ってしまって！」


  『いやいや、まったくかまわん。むしろ、直接電話をかけてくれればいいのに』


  「そんな畏おそれ多いことできませんよ。ところで、メアドの第三の儀式って何なんですか？」


  『最初の携帯のメールアドレスがファーストリチュアル、迷惑メール対策で替えたその次のアドレスがセカンドリチュアル、今がサードリチュアルなのだ』


  　ああ、迷惑メール対策だったんだ……。割りとつまらないオチだな……。


  『それで早速だが、調査とやらなら、やってもらってかまわないが。ほら、善は急げと言うし』


  　ものすごく話のわかるいい人だった。これでヴァンパイアだとか言い出さなかったら完かん璧ぺき超人である。天は二物を与えるとマイナス一物ぐらいするらしい。


  「では、メールを送っていただけるのでしょうか!?」


  『メール？　それではどうしても我わが輩はいのバイアスがかかってしまうだろう。あまり適切な方法とは言えんな』


  　おっしゃるとおりである。本当に話が早い。


  『だから、鶴つる見み殿がうちに泊まりに来て、調査なりをすればよいのではないか？』


  「は？」


  　あまりにもありがたい内容、もとい、あまりにもありえない内容で思考が停止した。


  『何十人も泊まりに来るのは無理だろうが、鶴見殿一人ぐらい宿泊可能だ。それで、我輩の日常を観察して記録すればいい。こちらもヴァンパイアの記録は困るのだが、眷けん属ぞくに関してはとくに守秘義務も感じておらんしな』


  「いえ、でも、マノさん、思いっきり現役女子高生じゃないですか」


  　そんなの、親の承諾得られるわけない。得られたら怖こわい。高校生の有名バンドのヴォーカルなど、なかばアイドルのようなものである。変な虫がつかないかと目を光らせているはずだ。


  『ああ、親なら納得してくれるだろうと思う』


  　そいつ、本当に親なのか？　むしろ俺が説教してやりたいぐらいだ。娘をなめるな。マノさんの純潔を守れなかったらどうするんだ。


  『無論、調査に訪れた二十代の公務員という立場は困る。親もいい顔はしないであろう』


  「ですよね……」


  『だが、我が家には、よく仲間が泊まりに来るのでな。それにまぎれてもらえれば、親も怪しいとは思わぬはずだ』


  「なかま？」


  　よくわからないタームが登場した。バンド仲間が来るということだろうか。それならわかるが、俺はただのファンで、エアギターすら満足にできない。いくらなんでもファン代表というのも無理があるだろう。


  『ほら、現代日本に残っているヴァンパイアは我輩だけではあるが、魔物の類たぐいはいくらでもいるだろう。ライカンスロープだと名のる者もいれば、アンデッドであると名のる者もいる。そういった連中と我輩はそれなりに仲良くやっておるのでな』


  「そ、そういえば前にアンデッドがいるとか……」


  『うむ。ヴァンパイアだと僭せん称しようしている者もいるぐらいだ。我輩以外のヴァンパイアなどありえないのでそういう連中は無視しているが。自分を偉く見せても意味などないのにな。愚かな奴やつよ』


  　そこは自分が本家であり、元祖であることは譲らないらしい。


  　まさか二十一世紀に、怪物たちの集つどいが催もよおされていたとは……。世の中、まだまだ俺の知らないことだらけだ。


  「そういう、怪物さんたちとは具体的にどこでどのように交流されているのでしょうか……？」


  『最近はソーシャルネットワークも多いから何の問題もないぞ。あとは、親密な者同士でならオフ会があるな』


  　うわあ、のぞいてみたいな、そのオフ会……。でも参加者としてはあまり行きたくない……。


  『先日も、オーガの族長を名のる少年が泊まりに来たぐらいだし、鶴つる見み殿もそういった感じで何かの生まれ変わりを主張していただければ、親も許してくれるだろう』


  「生まれ変わりを主張……ですか……？」


  　斬ざん新しんすぎる参加条件だった。


  『学校のある日だと不都合であるし、次の土曜日などはどうだ？　とにかく早いほうがいいのだ。祭りがはじまる前のほうがいい』


  　どうして、そんなに急いでいるのか謎なぞだが、こっちとしては願ったりかなったりなので、異論はない。あんまり間まが空あくと課長補佐もイライラしてくるかもしれないしな。


  　問題は参加条件のハードルの高さである。


  　カップルでキスすると三割引きになるとか、変な趣向の飲食店がたまにある。だいたい、店長のノリが妙で入店しづらいのだが、それに通じるものがあるな。


  「あの……どんな服装をすればよいのでしょうか……？　コスプレは必要ですか？」


  『服装は普通でもよい。我わが輩はいも中世ヨーロッパの衣服など着ていないだろう？』


  「そうですよね。そんなの着てたらヴィジュアル系になっちゃいますよね」


  『いや、そんな格好のヴィジュアル系はかなり昔の世代だと思うが。ヨーロッパのメタルで一部残っているが』


  　プロからツッコミを入れられてしまった。


  『ただ、役作りだけ本気でやってもらえればよい。なにせ、いつも来るのは本物の化け物たちばかりだからな。露骨な偽にせ物ものでは両親も気づいてしまうかもしれぬ。一番大事なのはハートだな』


  「はあ……努力します……」


  　ここまで来たらやるしかない。一人のマノ・フランクファンとして、これ以上ないほどの幸運に恵まれている気もする。仕事そっちのけでしっかりやろう。


  「ところで、鶴見殿はあの魔法少女とあれから会ったか？」


  　あれからというと、喫茶店で三人で会ってからということだよな。


  「はい、会いましたけど」


  　どうしてそんなこと聞かれたのだろう。まさか、マノさんが俺に好意を……ないない。あまり調子に乗るな、鶴つる見み満みつ流る。ダメだった時のダメージが大きいぞ。


  『そうか。邪悪な力の胎動を感じなかったか？』


  「いえ、邪悪というよりはただのバカって感じですよ」


  　妹の作った映像がエロくて混乱しただけのあほでバカな一日だった。チラシ捕食事件は口外はしないほうがいいだろう。顧客の個人情報に関する部分だし。


  『ならば、よい。念のため、魔法少女には油断しないように。正義を標ひよう榜ぼうしているのは力を蓄えるための口実かもしれん』


  　まだ吸血鬼と魔法少女の戦いは終結してないんだな。思想の違いというものは本当に厄やつ介かいだ。


  『では、おおいなる存在として、我が屋敷を訪ねてくるのを楽しみにしておるぞ』


  



  　翌日の帰り、俺は駅前の書店に立ち寄った。


  『世界の怪物がよくわかる』


  『日本の妖よう怪かい』


  『ファンタジーキャラクター事典』


  　とりあえずこの三冊ぐらいがあればいいのではないだろうか。


  　なんか、ラインナップ的にライトノベル作家あたりを目指している人が購入しそうな雰囲気があるが、俺に文才はない。一族にもとくに文才のある人間はいない。


  　その日は夕食を食べたあと、むさぼるように本を読んだ。夢中になったというより、時間がなかったので、真剣に読んでいくしかなかったのだ。あと、夢中になるぐらいでないとまずい。役になりきるのだから。


  　どうしようかな、オーガの族長が許されたのなら、ゴブリンだとか言い張ってみればいいのかな。でも、いくらなんでも小物すぎるよな。ヴァンパイアのマノさんにこき使われそうな気がする。それはそれで本望な気もするが、趣旨が違う。


  　というか、これって中二病の亜種みたいなものなんだから、多少はかっこよくて強い奴やつにしないとおかしいだろう。俺の前世はミミズだぞ、すごいだろと言う奴はおかしい。


  　だが、ドラゴンだと言うのは、ちょっと安直というか、いかにも短時間で思いつきましたって感じだしなあ……。そしたら火を吐いてみろなどと言われたら、ごめんなさいと言うしかないし。


  　いや、西洋系に限る必要はないぞ。ここは日本なんだし、和風でもいいよな……。でも、日本の妖怪って、どんなのがあるんだ……？　天てん狗ぐとか芸がないというか、設定が多すぎて覚えるの大変そうだし……。


  　なんか、いいのないかな。ああ、タヌキも一応は妖怪だかお化けだかに分類されるんだ。へ～。タヌキってどうだろ。でも、ヴァンパイアとタヌキが両立する世界観が想像しづらいな。そしたらキツネにするか？　だから、安直なんだって。もうちょっと凝ったほうがいい。ぬらりひょん……？　いやいや、これ、絶対難易度高いわ。


  　いっそ、隠し芸大会でもやるつもりで考えたほうがいいかもしれない。完成度というより、インパクト重視というか……。


  



  　そして土曜日、当日。


  「よろしくお願いいたしまする。土つち蜘ぐ蛛もの後こう裔えいでござりまする。必ずや、頼より光みつの一族を血祭りにしてやりまするぞ……。頼より朝ともの鎌倉幕府が源氏三代で絶えたのは我が祖の呪のろいによるものでござりまする……」


  「おお、土蜘蛛か。鶴つる見み殿、渋いところを突いてきたな。なかなか、キャラ的にも合っているのではないか？」


  　マノさんに評価されたが、土蜘蛛がキャラに合ってる男ってなんだか悲しい。


  「では、我が邸宅に案内しよう」


  　大おお土ど呂ろ家は、ちょっと大きめの庭付き一戸建てという様子で、少なくともヴァンパイアのいそうな洋館ではなかった。もっとも、そんなものが箕み原はらにあったら、もっと有名になっていただろうが。


  　玄関で靴くつを脱ぐと、すぐにお母様らしき方が出てこられた。ここでファーストインプレッションが最悪だったら終わりだ。ただでさえ、こちとら二十代のオスなのだから。


  「ええと、あなたが今日お泊まりになられるオフ会の友達の──」


  「土蜘蛛一族の鶴見と申しまする。いつもマノさんにはお世話になっておりまする。前にチャットでお互いに箕原に住んでるとお聞きしまして、これも何かの運命と思い、本日参上つかまつった次第でござりまする」


  　うかつに偽名を使ってあとでばれるとよろしくない気がしたので、本名を使うことにした。それと、口調が厳密にはいろいろ間違ってるかもしれないが、考証の余裕はないのだ。許してたもれ。


  「まあ、土蜘蛛ね。聞いたことあるわ」


  「源氏の祖先たちを苦しめていたのですが、ついに都みやこの外に追いやられてしまいまして……。ですが、元々人に化ける力があったため、そのまま田舎いなかに住み着いたというわけでござりまする。これでも昔は坂ばん東どう八はつ箇か国こくを荒らしまわったのでござりまする」


  「そうなの。今は鶴見さんはどんなご職業を？」


  「一応、つきたま事務所というところで公務員をしておりまする。無論、職場では土蜘蛛であることは隠しとおしておりまするが……」


  「公務員って若いうちは給料も安くて大変なんですよね。今は寮暮らしなんですか？」


  「職場の人間と私生活まで顔を合わせたくないので、安いマンションを借りているのでござりまする。いえいえ、本当は土つち蜘ぐ蛛もということをばれにくくするためではござりまするが。あと、一般のマンションを借りても住居手当が半分出るので、箕み原はらのマンション一室ごときであれば、さほど寮と値段の違いはないのでござりまする」


  　公務員情報を詳しく話して信用してもらおうという作戦である。土蜘蛛を強調するよりはよいと判断した。


  「そうなんですか、土蜘蛛さんも大変なのね。今日はゆっくりしていってくださいね」


  「ありがとうござりまする」


  　何かがいろいろと間違っている気がするが、土蜘蛛なら大丈夫と思われたようだ。常識に縛られてはいけないのだな。


  「あの、お母様、これはお聞きしてもいいのかわからないので、ござりまするが……」


  「はい、何でしょうか？」


  「娘さんがこういう趣味でも、それは許容できるのでござりまするか……？」


  　普通の家庭なら、こんな謎なぞの自称土蜘蛛男が現れる時点で論外である。


  「ええ。だって、真ま乃のが連れてくる怪物さんって、みんないい人なんですもの。善人ポイント高いですから」


  　にっこりと微笑ほほえんでお母様はおっしゃった。


  　たしかに、自分から化け物だと言ってる人間が本当に大事件を起こすことは稀まれというか、むしろ化け物だとか名のることで、ガス抜きができているのかもしれない。相撲すもう好きの某悪魔の閣下も礼儀とかすごくしっかり守ってそうだ。


  「それでは、だらだらと闇やみの活動報告でもしようではないか。我わが輩はいの眷けん属ぞくも待ちくたびれておるぞ」


  　なんと、早速マノさんの部屋にご案内いただけることに。


  　女子高生の部屋にドキドキしている自分が三％。


  　ファンとしてワクワクしている自分が九十七％。


  　どんな部屋なんだろう……？　海外アーティストのポスターとか貼はってあるのかな？　意外と普通の女の子の部屋って感じなのかな？


  　宮殿のような巨大な屋敷ではないので、すぐにマノさんの部屋についた。


  　この先がサンクチュアリーなのか……。俺はこれから先、禁断の花園に踏みこむのだ。もう死んでもいい。いや、やっぱり死にたくはない。


  　嫌われないように、キモがられないように、あらゆる言動を紳士的にするんだぞ。無害な感じを演出するんだぞ。指差し確認、右よし、左よし、ズボンのチャックも開いてない、よし！


  「やけに堅くなっておるな。土つち蜘ぐ蛛もに慣れていないからか？」


  「土蜘蛛は関係ござりませぬが……緊張はいたしまする」


  　この土つち蜘ぐ蛛も用の語尾、面倒くさいな。ゴザルはやりすぎだろうと思って採用したのだが、いまいちな気がする。というかマノさんの前なら使わなくていいのか。


  　そして、ついにご開帳。


  　と、同時にあふれんばかりのつきたまが部屋の外に出てきた。


  「うわ、やたら出てきたな……」


  　だが、そんなのは序の口もいいところだ。なぜなら、こいつらは部屋から出てきたのだから。なので肝心の部屋の中はというと……。


  　つきたま一色だった。


  　いや、この表現はなにかと問題があるな。つきたまは一色ではないからだ。赤も青も黄色も緑も紫もいるし二色混ざってるのもいればマーブル模様っぽいのもいる。だが、とにかく室内はつきたまで占領されていると言ってよかった。


  　いわば、ゴミ屋敷のゴミをすべてつきたまにコンバートしたような部屋なのである。


  「さあ、遠慮せずに入ってくれたまえ」


  「入るって、どのように入るんですか、これ……？」


  　文字どおり、足の踏み場がない。俺のように、つきたまに触れられる人間が入ったら、バルーンの上を歩くような形になって、こけると思うぞ。こけた先でもつきたまがクッションになるからケガをすることはないのだろうが。


  「普通に足を踏み出せばよい。ほら、このようにな」


  　マノさんが自室に入る。すると、足が下りてくるあたりにいたつきたまがさっと離れた。二歩目も同じ。あとはずっとその要領で、マノさんは奥に入っていく。


  　ずっと部屋の外にいても仕方ないので、俺も中に踏みこむ。同じようにとくに問題もなく入れた。


  　フェイントをかけて、右と見せかけて左とかをやると、踏んじゃうのかな？　でも、心がないならフェイントも通用しないのか？　そもそも、どうやって避けているんだ、こいつら。


  「ああ、そのクッションに座ってくれ」


  　つきたまに埋もれるようにして、猫の肉球をあしらった座布団があった。意外とファンシーだな。少なくとも、ヴァンパイアっぽいグッズはあまりない。


  　腰を下ろそうとすると、また、つきたまが離れた。無事に座れた。周囲がつきたまで埋まっているので落ち着かないことこの上ないが……。


  「ところで、調査というと、これから具体的に何をするのだ？　我わが輩はいはここでのんびりくつろいでおけばよいのか？」


  「基本はそうですね。俺がいないように普段どおり振る舞ってくれたほうがいいぐらいです。それで変わったことがあれば、こちらでチェックしますので」


  　と言っても、すでに変わりまくっていた。


  　なんだ、このつきたま密度の過剰に高い部屋は……。いくらつきたまに好かれる性質とはいえ、多すぎる……。


  「あの……いつから、こんな部屋になったんですか……？」


  「我わが輩はいがヴァンパイアだということを自覚してから、つきたまが集まってきた。ああ、こやつらを使役すればよいのだな、こやつらが眷けん属ぞくなのだなとすぐにわかった」


  　ごく自然体でマノさんはおっしゃった。これが彼女にとっての日常なのだろう。


  　とりあえず、調査用のノートパソコンを広げて、「つきたまの数が異常に多い。埋め尽くされている」と書いておいた。リアルタイムで書かなくてもこんなこと、忘れるわけないが。


  「普段の土日はどんなことをされているんですか？」


  　聞き取りも同時に行おう。


  「レコーディングやライブがあれば、そちらに行くが、今日は何もない日なのでな、眷属たちとこのように気ままに過ごしておる。ひとまず、曲の歌詞でも考えておこうかと思っておる」


  「あ、そういえば、歌詞はマノさんが担当なんですよね」


  　あの等身大より、ちょっと背伸びした感じの歌詞がいいのだ。


  　真っ正面から愛だの友情だの歌われても冷めるし、かといって過度に文学的なものにされても、なんだかなあ、サブカル自慢みたいだしなあとなってしまう。


  　その点、マノ・フランクの歌詞は絶妙のバランスを突いているのだ。


  　とくに好きなのが、「終末ブリッジ」という曲の歌詞だ。


  



  　呪のろえるものがあれば呪ってた　自分以外のすべてが敵に見えた


  　滅んだほうがいい弱い自分と　それより弱い君が出会った


  　消えるならキレイな場所がいいよねと　日なたの強い川の無人駅で降りた


  （中略）


  　橋の上　見計らって落ちていく最後だけは手をつないで


  　生まれるために飛びこむのさ　今！


  



  　自殺をにおわせる歌詞なのだが、最後の最後で手をつないだ二人はもう一度やりなおす決心をする。弱い自分たちでもう一度弱いなりに生きていこうとするのだ。そこに夕焼けがかかってくる。なんとも叙情的ではないか。


  「もっとも、メンバーの手直しが入るので、実質は別物になってしまうがな。オリジナルが採用されたことなど、ほぼない」


  「まあ、音に乗りにくいとかいろいろとありそうですもんね」


  「プロトタイプは引き出しにしまってあるのだが、たとえば、『終末ブリッジ』の元の歌詞はこれだ」


  　まさか、こんなところでメイキングの裏話に触れられるとは！　最高です！


  



  　呪のろえるものがあれば呪ってやろう　自分以外のすべてが敵なのだからな……


  　そして或ある時のこと　あまりに脆ぜい弱じやくなお前という存在に出会った


  　お前を消してやりたい　お前を殺してやりたい


  　その衝動はとどまることを知らず我われは無人駅へとお前を誘い出したのだ


  （中略）


  　橋の上　見計らって落ちていく　だが死ぬのはお前だけだ


  　なぜならば我は不死なのだから　最期に見せたその希望すら踏みにじってくれよう


  　フハハハハハハハハハハ


  



  　別物すぎた。


  「独創的な歌詞ですね……デスメタル？」


  「ギターの杉すぎ田たさんに見せたら、ファンが怖こわがるようなことをしたらいけない、あくまでサプライズはファンが喜ぶことを考えてやらないといけないと諭さとされ、現在のものに変更させられた。あれも最初は自殺して終わりだったのだが、生きなおす内容に変更されてしまった。なかなか自分の想いをストレートに表現することは難しいのだな」


  　ギターの杉田さん、お疲れ様です。


  「ですよね～。自己表現って大変ですよね～」


  　どうも、作り手のほうが間違っている可能性が高い時、それを指摘するのが信者として正しいのか、阿あ諛ゆ追つい従しようするのが信者として正しいのか、俺にはわからない。


  　だがありえない元の歌詞があるおかげで完成形の歌詞があるのかもしれず、それを否定するのは大変危険だ。だけど、このまま使えないのも間違いない。


  　すごく独特の感性を持った人が、「もっと多くの人に受け入れられるものを！」などと考え、新作を発表するとものすごく凡ぼん庸ようで既存ファンまで離れてしまうということが間々ある。


  　そういえば、案外、ダークな歌詞、多いんだよな。「セカイ系」って曲だと「目を覚ます順に殺される」とか歌ってるし。


  　ずっと世間話をして、マノさんの仕事の邪魔をするわけにもいかないので、できるだけ静かにしていた。というか、むしろマノさんを観察できるだけで本望だった。それが業務内容だからいいんだけどね、全然。


  　今のところ、つきたまに奇妙な動きはない。押し合いへし合いしているが、あまり消滅している感じもない。ごく普通にぷにぷにしているだけだ。


  　しかし、じっと見ていると、変化があった。


  　つきたまがマノさんのベッドの上から、移動をはじめる。


  　ほとんどの連中が床に降りるので密度はさらにひどいことになる。場所によってはつきたまだけで五層ぐらいになっているのではないだろうか。つきたまミルフィーユ状態。


  　だが、ベッドの上に何もいないかというと、そうではない。まだベッドでぷにぷにとした姿を保っているのもいる。


  　もしや、つきたま内部にも序列があって、ベッドの連中は偉い奴やつなのだろうか？　まさか。生物かすらわからないモノにそんなことがありうるわけない。


  　けれど、変化はそれで終わりではなかった。


  　ぷにぷに。ぷにん。ぷにっ！


  　つきたまがある種の隊列を作り出していく。まるでマスゲームのように。


  　しばらくすると、つきたまが「米」の形に配置された。十字が交差している形と言ってもいい。


  　これから、何か闇やみの眷けん属ぞくの儀式のようなものがはじまるのか……？　本当にヴァンパイアのしもべとしての力を発揮するのか……？


  　何も起こらなかった。


  　数分待っても何もない。ただ、数体が「米」の字を維持しているだけである。あと、サイズ的に左側に位置している奴はベッドからちょっと落ちかけている。まだ、どうにか場所を保っているようだが。


  　落ちないようにふんばるゲームなのだろうか？　でも、そしたらベッドの隅の奴が圧倒的に不利である。攻守の交代でもあるのだろうか？　そんな概念、つきたまにあるようには思えないが……。


  　あと、右隅に余ったつきたまが固まっている。予備？　なので正確には「米」ではなくて、「米。」とでもしたほうがよい。


  「あの、マノさん、こいつらは何をしているんでしょうか……？」


  　眷属の主あるじに聞いてみることにした。きっと、この人より詳しい人間は存在しない。あるいはこのヴァンパイアより詳しい人間は存在しない。


  「呪のろいをかけているのだろう」


  「呪い？」


  　さっぱりわからん。もう少し説明がほしいな……。


  「誰だれに対しての呪いなんでしょうか……？」


  「その隊列はな、この二週間ぐらい前から、突然はじめるようになったのだ。十字を交差させることで、ヴァンパイアの敵であるキリスト教を呪っているのだろう」


  「このお米形態でか……」


  「お米形態とは何だ？」


  「ああ、このクロスしている形状のことです。この形状で何か特別なことは起きたりしませんでしたか？」


  「いいや。眷けん属ぞくはいつもどおり生き真ま面じ目めに我わが輩はいに尽くしておる。ヴァンパイアが不死であるように、この者たちにも、そうそう変化など起きぬ」


  　生真面目なのかどうかは個人の感想だから置いておくとして、動きがないのは事実らしい。つきたま的には娯楽になっているのだろうか。


  「この状態で発光したりなんてこともないですよね？」


  「魔法少女のように光らせたりはせんぞ。むしろ、光はヴァンパイアにとって忌いむべきものであるからな」


  　この様子だと、エネルギーも発生してないらしいな……。


  　やがてベッドの上の連中──ひとまずほかと区別するため「選ばれし者」と呼ぶ。何に選ばれたのかは知らん──もベッドの外に降りたり、逆に下にいた奴やつがベッドの上に乗ったりした。謎なぞのマスゲームは完全に終了した。


  「お前ら、何をしてたんだ？」


  　選ばれし者一体を突いて、聞いてみた。それで回答が来ても怖こわいのだが、なんか暇ひまだったのだ。つきたま観察には、かなりの忍耐力が要求される。


  　これが猫好きなら、「猫のしぐさはいくら見ていても飽きないです」とか言うのだろうが、つきたまの場合、猫より動きもないし、それに猫ほど愛らしくもない。そもそも無表情である。


  　マノさんですら興味がないらしく、机に向かって歌詞を考える作業に入ってしまった。


  「よし、歌詞ができたぞ！　仮タイトルは『星界より訪れし醜悪なる者』だ！」


  　また、ギターの杉すぎ田たさんにタイトルごと内容を変えられるに違いない。


  　俺はアイドルのファンではないから、時々こういうタチの悪い妄想をしてしまうのだが、人気アイドルが「星界より訪れし醜悪なる者」なんて曲を突如歌い出したら、ファンの人たちはどうするんだろう？　俺たちを騙だましたなとばかりにぶちギレるのか。それとも、星界より訪れし醜悪なる者にすべてを捧げようとするのだろうか。


  　一回、そういう放送事故というか、公式が病気というか、そんな事態を見てみたくもあるのだが、自分がファンのバンドでは絶対にやってほしくないな……。ギターの杉田さん、なにとぞよろしく修正のほうをお願いします……。


  　それにしても、マノさん、楽しそうだな。


  　目が輝いているのがわかる。


  　ああ、青春してるんだなと思った。


  　そして、目を輝かせながら、破滅的な歌詞を書いてるんだろうな……。


  　俺ももっと、何かやっておけばよかったかな。これは世のサラリーマンの大半が陥おちいる感傷で、それで大半のサラリーマンは結局現実に打ち負かされて、そのままに生きる。


  　でも、俺、まだ二十も半ばだしな。留年繰り返してた奴なら大学生でも通る年齢だしな。何かやれたりしないかなあ……。


  「どうも、寂さびしそうな顔をしているな、鶴つる見み殿」


  　いつのまにやら、見られてしまっていた。


  「やはり、ヴァンパイアの我わが輩はいがインフェルノでこの世のすべてを焼き尽くすべきであろうか。そうすれば、寂しさも吹き飛ぶ」


  「いや、平和がダメというわけではないので、焼かないでください」


  　業火で苦しむ人間を見たいわけではないのだ。そこまでＳではない。というか、それはＭとかＳとかそういう次元ではない。


  「俺も何かを真ま面じ目めにやってたらよかったなって、マノさんを見て思っただけですよ。もちろんマノさんみたいなカリスマ性なんて持ち合わせていないですけど」


  「そんなことないと思うがな。運命の瞬間は突然訪れるものだ。我輩がヴァンパイアであると悟さとったのも、そうであった」


  「ああ、マノさんは啓示が訪れたんですよね」


  「そのとおりである。だが、我輩にしか啓示が訪れなかったかどうかはわからぬ。だから、啓示を受けて、よからぬことをたくらむ者がほかにいたとしても不思議ではない。今、目下の懸案はそれなのだ」


  　前も、マノさん、そんなこと言ってたな。キャラ作りの一環なのかな。
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  「その懸案に比べれば、音楽活動などとるにたらぬものだ」


  「その言葉は、ファンとして聞いててつらいものがあります！」


  　応援しているバンドからそんなことを言われるとは……。ロックが死んだと歌うロックバンドはたまにいるが、これは意味が違うしな……。


  　ぷに。


  　少し体を動かしたら、つきたまをつぶしかけた。ここまで多いと、どうしても踏んだりしてしまう。


  「眷けん属ぞくの数があまりに多いと思うだろう？」


  　マノさんに逆に聞かれてしまった。


  「はっきり言って常軌を逸した数ですよ」


  「我わが輩はいもそう思う。ここまで数が増えたのは、ここ最近のことだ」


  「えっ？　昔からこうじゃなかったんですか？」


  「うむ。半数は我輩のところに逃げてきたものであるな。まあ、まだ時間はある。鶴つる見み殿は鶴見殿の仕事をしてくれればいい」


  「あの、何か知ってるんですか……？」


  　エネルギーとは関係のないところで何か異常が起きている気はする。


  「夜にでも話そう。そのほうが鶴見殿も実感が湧わくであろう」


  　そう言われたからにはやむをえない。つきたまの調査を続けるか。その動きで何かわかるかもしれない。


  　しばらく見ていたが、何もわからなかった。


  　ぷにぷにしたものがたくさんあるということ以外の感想はないな……。


  「さて、そろそろ食事の時間だな。血はそうそう飲めぬが、せめて美う味まいものを食さねばな……くくく……」


  　ヴァンパイアっぽくマノさんが言った。


  　大おお土ど呂ろ家の食事っていったい、どんなものなのだろう……？


  



  　焼きそば＆ライス。


  　まさかの炭水化物コンビの昼食だった。


  「土つち蜘ぐ蛛もさんもどんどん食べてくださいね。どうせ、安いものなんだから遠慮はいらないわ」


  「あ、はい、焼きそばは好物ですので、もちろんいただきまする……」


  　野菜補給の手段なのか、昨夜の残り物と思われる肉じゃがも提供された。でも、こういう気楽な食事のほうが、妙な歓待を受けるよりはかえってよいかもしれない。土蜘蛛向けフルコースとか用意されても困るし。


  「この焼きそばの一本一本が我輩には臓物のように見えるぞ、くふふふ……」


  　焼きそばを前にしてもキャラを見失わないマノさんがすごい。


  「豚肉を引きちぎってやるわ。やはり、肉は美味よ。キャベツももやしも美う味まいがな」


  「そうですな、土つち蜘ぐ蛛もとしても、肉は最高のごちそうでござりまする！（やけくそ）」


  　もう、キャラがよくわからなくなってきたので、テキトーなことを言って食事をすることにした。土蜘蛛ロールプレイは難易度が高すぎた。やはり、もっとポピュラーなものからはじめればよかった。


  「それにしても、土蜘蛛の鶴つる見みさん、今日は来てくれてありがとうございます」


  　料理までお世話になっているのに、逆にお母様から礼を言われてしまった。


  「この子、ちょっといろいろとレベルが高すぎるでしょ。学校の友達とかは引いちゃう子も多いみたいでね……」


  　そりゃ、クラスにスターがいたら、普通に接することはできないだろう。自分たちがマックで世間話している間に武ぶ道どう館かんでライブやってたりしているわけだからな。バイトが時給いくらと言ってる時に、武道館が五分でソールドアウトとか言ってるわけだしな。平民と将軍ぐらいの身分差を感じてもやむをえないだろう。


  「あれ、でも、学校ではヴァンパイアのことは隠していらっしゃるんですよね……」


  「隠しはしているけど、だからといって、普通の高校生としても振る舞ってはいないからね。友達が多いわけではないの。この子も同類にしか心を許そうとしないところがあるし」


  「なるほど……」


  「だから、鶴見さんみたいな同類がいてくれて、すごく助かってるの」


  　土蜘蛛でも支えられる人がいるんだな。やはり、無価値な人間（土蜘蛛含む）などいないのだ。


  「お母様、怪物であろうとなんだろうと、大切なのは友愛の精神でござりまする。その精神を持っているヴァンパイアの方と仲良くさせていただくのは当然のことでござりまするよ」


  「ありがとうね、土蜘蛛さん」


  　マノさんはすごすぎるのだ。ヴァンパイアだと思いこむ程度の、世間から見ればマイナスの要素があってもいいではないか。それを含めてマノさんはすごいのだ。


  　本人からしたら、けっこう照れるような発言が繰り広げられているなか、マノさんはとくに気にした様子もなく、


  「ほら、眷けん属ぞくたちよ、食するがよい」


  　焼きそばの麺めんを小さく、三～四センチに切って、テーブルに並べていた。


  　ん？


  　テーブルのつきたまが、その上に乗る。


  　そいつが移動したあとには、焼きそばが一つ消えていた。


  　あれ……あいつ、吸収したのか？　炭水化物を摂取するのか……？


  　待て待て、まだ何切れも残っている。勘違いかもしれない……。


  　だが、またほかの奴やつがテーブルに乗って、ひと切れ消えたような……。


  　それが数回続き、明らかにテーブル上の焼きそばがなくなっていた。


  「マノさん、つきたまって焼きそば食べるんですか……？」


  「少量ではあるがな。こうやって数センチに切って、置いておくと、勝手にとっていくな。つきたまにもエネルギーがいるのであろう」


  　また、ありえない現象を目まの当たりにしてしまった……。


  　本当につきたまは食糧を吸引する（食べる？）のだ。


  　それがあまりにもどうでもいいものだったり、量が少なかったりして気づかなかっただけなのではないか？　つきたまも何らかの目的で捕食行為はやるのだ。


  　いや、素直に納得していいのか……？　いくら地味とはいえ、食事をするかどうかなんてことは、研究の初歩も初歩だぞ。どのつきたまでもやってるなら解明されているはずだ。


  　つまり、薬やく師し寺じとマノさんの周囲のつきたまだけが、おかしいのか？


  　そういう変わったつきたまが集まっているのか？


  　それとも、二人と接しているうちに変わったつきたまになってしまうのか？


  　これは、持ち帰って検討する余地があるな……。


  　やはり、つきたまはまだ謎なぞが多い……。


  　その現象を見せられてしまった手前、もう焼きそばの味を感じてなどいられなかった。お母様、すみません。


  



  　お昼過ぎ、マノさんはつきたまの「散歩」に出かけた。場所は近所の公園。全行程で三十分かからない小さな旅だ。


  　マノさんが歩くと後ろから、つきたまたちがぞろぞろついてくる。見える人にとったら、面食らう光景かもしれない。


  「相変わらず、ついてきますね」


  「眷けん属ぞくたちにも外の空気を吸わせるべきであろう？　それに最近眷属でないつきたまが出歩いてないので、散歩もさせやすい。争いになると面倒だからな」


  「やっぱり、つきたまの目撃数、減ってると感じますか」


  　つきたま事務所のお客さんも少ない。今歩いていても見かける数がひと月前と比べて三割減という印象だ。


  　だけど、マノさんの眷属は増えているんだよな……。単純につきたまが減少していると言っていいかは不明だ。


  　散歩も今のところ、発見はない。これだけの数がついてくるのは珍しいが、マノさんのオリジナリティとまでは言えない。


  　つきたまは自分が見える人間に寄っていく習性がある。家にいたつきたまが、数分歩いた先の信号のあたりまでのそのそやってきたというのは、俺ですら経験がある。


  　だが、唐突にあの感覚がきた。


  　──邪悪なものに見られているという、あのぞっとする気配だ……。


  　前は駅で感じたんだけど、これは何が原因なんだ？　ただのストレスか？


  　すぐにマノさんが俺のそばに来て、囁ささやいた。


  「何もしてくることはない。今はわからないふうを装よそおうがいい」


  　どういうことだろう。まさか、敵対勢力のヴァンパイアでも本当にいるのか？


  　マノさんはあの感覚をはっきり知っているらしい。だとしたら、ストレスじゃないよな……。


  「よし、もうちょっと先まで歩いて帰ることにしようか」


  　マノさんの声が普通のサイズに戻る。


  　本音を言えば、至急帰りたかった。猛獣が寝ている部屋でくつろげと言われているようなものだ。


  　しばらく歩いているうちに、邪悪な気配は消えた。


  「このことはあとで話す」


  　再び、小さな声でマノさんが言った。


  



  　そのあとは、つきたまの捕食以上の衝撃はないまま、夜になった。


  　ちゃっかり夕飯まで召し上がってしまった。ちなみにいくらなんでもお泊まりするつもりはなかった。同じ箕み原はら市民がどうして泊まらねばならない。


  　ただ、まだマノさんから大事な話を聞けてないので帰れなかった。あの異常な気配について教えてもらいたい。


  「では、風呂に入ってくる」


  　夜の歌詞制作作業が一段落したらしい。ちょっとチラ見させていただいたが、「臓ぞう腑ふを抉えぐりだし」というフレーズからはじまっていたので、杉すぎ田たさんチェックが入るのはほぼ確実だろう。というか、話の前に風呂入るんだ。いえ、こっちが押しかけてる手前、何も言う権利はないけど。


  「鶴つる見み殿は入っていかないのか？」


  　マノさんの入ったあとのお風呂という誘惑を感じはしたが、半端じゃなくヘンタイな気がしたので、そこは理性を押し通した。


  「いえ、帰宅してから入りますよ。帰る途中に汗をかいちゃうかもしれませんし」


  「そうだな。箕原祭りが終わるまでは、まだ暑いからな」


  　来週に行われる箕原祭りは、さしたる観光資源のない箕原市でおそらく最大級のものだ。


  　そのハイライトが、大だい中ちゆう小しよう文もん字じ焼やきというイベントである。


  　名前で想像がつくように、山に大・中・小の三文字を火で作るのだ。そんなもの見て何が面白いのかいまだによくわからないが、それが風物詩であるらしい。


  　もっとも、本家本元の京都の大だい文もん字じ焼やきも観光で見たけど、あんまり感動とかなかったので、箕み原はらが悪いわけではないと思う。


  　伝統の二文字で強引に補正しようとしても限界がある。


  「それでは、我わが輩はいは血を浴びてくることとしよう」


  　ショッキングな発言のようだが「入浴する」の言い換えだと思われる。


  「それまで俺は本日の観察結果をまとめておきます」


  　ノートパソコンをぱかっと開く。なお、職場のものではなく、個人所有のものだ。県のパソコンは持ち出しに許可がいるので、こんな裏事情のある企画では使いようがない。


  　といっても、エネルギー云うん々ぬんに関する論点は一個しかない。つきたまの捕食可能性について。決してばくばく食べるわけではないが、体に取りこんでいる節ふしがある。それをどう使っているのか知らないが、理由もなくやっているとも考えづらい。


  　そこにはかったように電話がかかってきた。


  　課長補佐からだった。


  『どうだ、大おお土ど呂ろさんの調査は上う手まく進んでいるか？』


  　なんか、監視されているのではないかという気がした。ありえない話でもないのが怖こわい。


  　まさか、あの邪悪な気配が課長補佐のものってことはないよな……。そんなラスボスは勘弁してほしい。


  　その点はスルーでいこう。


  「はい、だいたい終わりました。ちょうどまとめを作ろうとしていたところです」


  『何か気になる点はあったか？』


  「ぶっちゃけ、ありました」


  　捕食について話した。


  『ほう、焼きそばを……』


  「ラーメンやスパゲティならどうか知りませんが、焼きそばはＯＫです」


  『大発見かもしれないな』


  　課長補佐が息を飲んだのが電話ごしでもわかった。


  『我々はエネルギー問題の新たなるフィールドに立とうとしているのかもしれない。つきたまが捕食活動を行うということは何か力を出すということだ。さらに、こちらの世界との干渉方法も少し明らかになりつつある。つきたまは彼ひ岸がんのものではない。向こう岸とこちら側をいったりきたりしている』


  　課長補佐の興奮が電話ごしに伝わってくる。そうだ、俺たちは研究の最前線にいるのだ。


  『鶴つる見み君、将来、エネルギー研究施設への転属の可能性もあるぞ』


  「えねるぎヰけんきう？」


  『君はこんなくだらない県の組織ではなく、もっと上で働くべきだ』


  　この人、職場、くだらないって言っちゃったよ。いや、否定はしないが。


  『君は初はつ瀬せさんみたいな人材と一緒に働く必要はない』


  「課長補佐、相当私し怨えんがたまってますね……」


  　無意識のうちにそれだけ恨まれるいるかんもすごいな……。


  『これは話したことがあったかな、私は大学時代、つきたまの現象について研究していた。残念ながらたいした功績は出せず、院に進んでも苦労するだけだと教授に諭さとされた。つきたまでは飯は食えない。こんな人畜無害のものの研究など、何の役にも立たないとな。それで、公務員試験を受けて、今のポストに着くことになってしまったというわけだ』


  「そんな過去があったんですか……」


  　実は課長補佐は黒いようでいて、とても純粋なのかもしれない。


  　この人は、つきたまに秘密があると昔から確信を持っていて、ずっと諦あきらめていなかったのだ。まるで、ゾンビのような執着心……。


  『だから、本当にうれしい。まだ未解決のことだらけだが、調べていけば、何かの真理にいきつきそうだ』


  　ただ、そのうれしいという言葉すら、どこか低温に聞こえるのが課長補佐の特徴といえば特徴だ。


  　その時の俺の気分もけっこう複雑怪奇だった。危険な仕事の片棒をかつがされているという恐怖とともに、新しい歴史の一ページを見届けられるかもしれないという達成感のようなものもあるのだ。


  　でも、今更降りることもできないだろうし、薬やく師し寺じやマノさんに迷惑がかからないなら、それでいいかと考えている。かといって仕事人間になる気はないが。いずれ、ごく普通の地方公務員に復帰するぞ。今が特別なだけだ。


  『では、引き続き、頼むぞ。君と君の友人の安全は保証する。だから、隠し事のないようにお願いする。まるで私の目が君のところに移ったように、経過を報告してくれ』


  「わかってますよ……」


  　まだ、多少は疑われているな……。それもそうか……。


  『もし、研究成果が有用であれば、すぐに君たちに還元してやる。だから、粛しゆく々しゆくと任務に当たってくれ。高校時代の私のように従順にな』


  「課長補佐の高校時代は、従順どころか、どうせ暗黒面が──」


  　そこで電話が切れた。


  　危ない、危ない……。また、舌ぜつ禍かを起こすところだった……。


  　ノートパソコンにレポートを打ちこんでいく。


  　つきたま捕食および、それに関する仮説。いわば、家に住むつきたまは、一般的に不要と思われるもの、住民から差し出されたものを取りこむ場合がある。


  



  可能性①　食糧説


  　つきたまも動きはする以上、エネルギーが必要なので、何かを吸引する必要がある。ただし、それが我われ々われの考える一般的な食べ物である必然性はない。


  可能性②　ブラックホール説


  　微細なものがつきたま内部という謎なぞの空間に吸いこまれてしまう。


  可能性③　生態変化説


  　家に住んでいるうちにつきたまの生活スタイルが変化し、何かを吸引するようになった。たとえば、一般家屋において、住民はほこりやゴミが少ないほうが住みやすいと感じる。ならば、共存のために人間が不要と思うものを取り除き、快適な環境を作ろうとすることはありうる。ただし意思があるのではなく、そういう性質を持っている者がつきたまの中で優位に立ったのではないか。


  可能性④　野望説


  　実はつきたまは生き物であり、来きたるべき何かのためにエネルギーをためている。それが何かはつきたまにしかわからない。つきたまにすらわからないかもしれない。


  



  　今のところ、考えつくのはこんなものかなあ。あとはケースが少なすぎるので判断不可能だ。


  　野望説というのが少し怖こわいが、つきたまが人類を滅ぼすメリットって、あんまりなさそうだし、大丈夫ではないだろうか。そうだと思いたい。言うまでもなく、滅ぼされたくはない。


  　そんなことをやってたら、ドアががちゃりと開く音がした。


  　ああ、マノさんが戻ってきたのか。意外とお風呂は短いんだな。いや、女子だから長風呂というのは早計で、かなりマチマチだと何かの本で読んだことがあるぞ。


  「いやあ、やはり血を浴びると生き返った気になるな。眷けん属ぞくもなかなか楽しそうにしている」


  　マノさんはつきたまを生身の体にべたべた付着させた状態で入ってきた。


  　服もとくに着用していない。つきたまが服だといわんばかりに。


  



  　つまり、ほとんど全裸だった。


  



  　むしろ、半透明なつきたまのせいでかえっていやらしい感じになっていた。


  「な、な、な、何をやってるんですか、マノさん！」


  　声がひっくり返った。もっと大声をあげたほうがいいかもしれないが、でも、家の人が来て誤解を招いても困るし……ああ、どうすればいいのだ！


  　それと、悔くやしいが眼福だ！　いや悔しくもなんともない！　眼福だ！　すごく複雑な感情だ！


  「入浴後は、こうやって少し体が乾くまで待つのが我わが輩はいのスタンスなのだ。眷けん属ぞくをつけておくと、涼しげでよいだろう？」


  「いえ、そのスタンスは否定しませんけど、俺がいるんですよ、俺が！　男がいるんですよ！」


  「でも、日常生活を続けないと調査にならないのではないか？」


  「それはそうですけど、高校生として節度を持った行動をとってください！」


  「正直、あまり恥ずかしいとか感じたことはないなあ。我輩は女子校であるし。裸で歩くわけにはいかないが、知り合いが見るぐらいは、どうってことなかろう」


  　羞しゆう恥ち心しんとか超越する程度に自分の中の哲学を完成させてるんだな、マノさん……。


  「それに、鶴つる見み殿はつきたまが見えるから、裸のようには見えぬのではないか？」


  　なんだ、このリアル裸の王様状態は……。バカじゃない人にだけ見える服理論は……。だが、その服はそもそも透けているんですよ……。肌とか見えちゃってるんですよ……。


  　それにしても──つきたまってこんなに裸体に張りつくんだな。


  　当たり前だが、試したことなどなかったので、初めて知った。男が試すとか、なんかヤラしい用途しか想像できん。


  　あるいは裸体だからではなく、湿った体や濡ぬれた体にだから張りつくのか？　皮ひ膚ふならなんでも張りつくのなら、触さわって離れなくなったとか、そんな事案がもう少し起きそうなものだ。
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  　──などと、冷静に頭を働かせることで、眼の前の現象から距離を置こうと試みたが、ダメだった。もう、限界です。


  　俺は後ろを向いた。ついでに目も覆おおった。


  「早く服を着てください」


  　それと人並みの羞しゆう恥ち心しんを手に入れてください……。


  「そ、それでは、十分な観察もできたので、そろそろおいとまをしようかと」


  　しまった。このタイミングで言ったら、じっくりマノさんの裸を見ましたと言っているようなものではないか。至急、表現を変えろ。


  「本日はご協力いただきまして、誠にありがとうございました。もう、遅くなってきましたし、帰ろうかと……」


  「何を言っている。夜はこれからではないか」


  　どこか不敵なマノさんの声（姿は見てません）。


  「えっ……マノさん……？」


  「闇やみに生きるヴァンパイアにとってもってこいの時間がやってきつつあるぞ。大空に羽ばたくぞ。天国を略奪するぞ。我わが輩はいが世界中の血を吸うのだっ！」


  　なるほど、そっち系の発言か。


  「今から十一時半の睡眠までは我輩を止められる者など誰だれもおらぬ！　この世界を徘はい徊かいするナイトストーカー、ナイトメアとは我輩のことだ！」


  「夜の支配者のように言っている割りに早く寝るんですね」


  「ヴォーカリストとしての自分も両立せねばならんからな。ノドはいたわらねば」


  　そのへんは真ま面じ目めなんだ……。


  「よし、服も着たし、例の話をさせてもらうか」


  　マノさんは白いバスローブを着用していた。でも、バスローブだけだから、まだ抵抗はある。かといって、ずっと目をそらし続けるのも、話をする上で問題なので、凝視しない程度に眺めさせていただく。


  　それにバスローブどころではないのだ。


  「あっ、まだ話を伺ってませんでしたね……」


  　風呂あがり事件のせいですっかり忘れていた……。


  「鶴つる見み殿も散歩中に気づかれたであろう。あの漆しつ黒こくの感情とでもいうものに」


  　やっぱりあれだよな……。


  「あれ、本当に何なんですか……？」


  「現時点では闇の者であるということしかわからぬ。だが、あの感覚を味わったことは過去にも何度かある。なので、鶴見殿に接触を試みた。面と向かって話すべきことだと感じたのでな」


  　ずい。


  　やけにマノさんが顔を近づけてきた。


  　思わず、後ろに下がってしまった。自分のへたれ具合が情けない。


  「どうして、直接会う必要があるんですか……？　まさか盗聴されているとか……？」


  「我わが輩はいがふざけていないということを知ってもらうには、会って話すしかなかった」


  　まだ意味がわからない。


  「今日のと比べれば弱いものの、あの感覚をある場所で経験したことがある。その時には鶴つる見み殿もいた」


  　ん？　俺がここ最近、マノさんといたのって……。


  「鶴見殿だけではなく、薬やく師し寺じエナという魔法少女もいた」


  　この一年で最大級の悪お寒かんがした。悪寒というか、実際に体温が下がったんじゃないか。くちびるが青くなっている気がする。


  　あの正体は実は……。


  「これは予想ではあるが、魔法少女は実は恐ろしい悪魔ではないのか？　あの喫茶店での場面でも、その力を隠しきれなかったのだ。それならこれまでも魔法が使えていたという話ともつながってこよう」


  「まさか……気のせいで────そういや駅でも……」


  　笹ささ舟ぶね駅であの感覚に陥おちいった時、真後ろには至近距離で薬師寺がいた。


  　俺の場合、過去の二例はどちらも薬師寺がいるという共通点があった……。


  　たしかに魔法が使えるという時点で超特異体質なのだ。もっととんでもない力が使えたとしたら……。


  「それに、喫茶店でつきたまの爆発がなかったか？　あれは呪じゆ文もんの詠唱も何もなしに行っていなかったか？」


  「…………ぽんっという音がしましたね……」


  　だんだんと薬師寺がクロになってきた。


  「魔法少女周辺にとって、つきたまはいわば爆弾という兵器なのではないか？　我輩のつきたまが食事をするように、きっと向こうの連中も何か捕食しているのだろう。エネルギーが手に入らないと、爆発などできんしな」


  「実は、まさに薬師寺のつきたまも『食事』をしてまして……」


  　言っちゃったけど、いいよな、もう……。全員、知り合いだし……。


  「ちなみに、マノさんの眷けん属ぞくはどういう理由で『食事』をしているんですか……？」


  「我輩に仕えるためにエネルギーが必要であろう」


  　だいぶ抽象的な理由だが、少なくとも爆発だとか物騒なことは起きてはいないのだろう。


  「もちろん、我輩はあの魔法少女に問いただしたわけでもない。だが、爆発が起きた以上、このままではまずいことになるかもしれぬ。それも、さほどの間まを置かずにな」


  　マノさんの顔は曇っている。平生を装よそおってはいるものの、楽しい話ではないからな。


  「どうして、時間がないとわかるんですか……？」


  「今日、眷けん属ぞくたちが陣形を作っていたのは見ただろう？」


  「はい、『米』ですよね」


  「おそらく見落としていたと思うが、あの陣形の外側で眷属たちは残り日数を作っていたのだ」


  　ああ、「米。」の「。」に当たる部分だな。あれも何か意味があったのか。


  「最初はぐちゃぐちゃと集まっているだけと思っていたのだが、だんだんと数が減ってきてな。カウントダウンを意味するのだと気づいた」


  　本当にそうかという気もするが、毎日観察している人間の判断のほうが妥当だと解釈するべきだろう。


  「それ、最終日は満月の日だとか、何か特別な日なんですか……？」


  「箕み原はら祭りの本祭がある日曜日に当たるのだ」


  　いかにもなんかありそうな日だ……。


  「そこでだ、鶴つる見み殿！」


  　いきなり、両手をつかまれた！　かなりドキっとした。積極的すぎますよ、マノさん……。恋ができるような心理状態じゃないのに……。


  「祭りの日、魔法少女を監視してほしい。おそらく鶴見殿なら、あの娘も油断するはずだ。あるいは良心に従って自制するやもしれん」


  「なんで俺だと油断したり自制するんですか？」


  「それはその…………言いづらいな」


  　え、この期ごに及んで言いづらいことがあるのか……？


  「とにかく監視を頼む！　我わが輩はいもヴァンパイアとして戦う所存ではあるが、顔を見知った者と争うというのもあまり楽しくはないのでな。争いが未然に防げるならば、それはそれでよい」


  「は、はあ……」


  「その任に最も適しているのが、鶴見殿なのだ！　鶴見殿しかいない！」


  　マノさんにすごく熱っぽい目で言われている……。


  　はっきり言って、こんなの断れるわけないだろ。


  　裸でエベレスト登ってくれと言われても否いなとは言えないかもしれない。


  「わ、わかりました……」


  「ありがとう！　もはや鶴見殿は名誉ヴァンパイアだ！　最高の土つち蜘ぐ蛛もだ！」


  　そこは人間でいいです。


  



  　結局、その日は悶もん々もんとした気分のまま、帰路についた。


  　理由はマノさんに手を握られて、じっと見つめられたからである。


  　目的はどうあれ、興奮した。


  　マノさんは俺にとっての偶像なので、ああいうのは、ちょっと……ねえ……。いろいろと対応に苦慮します。でも、まんざらでもないです。


  　そんなことを思いながら、俺は箕み原はら駅へと続く商店街を歩いていた。


  　薄暗い道を、提ちよう灯ちんの明かりがほんのり照らしていた。


  　おかげで、ふっと我われに返った。


  　興奮している場合ではない。


  　俺の知り合いに爆弾魔がいるかもしれない！？


  　早めに薬やく師し寺じに連絡しておかないとな……。


  　どうか、お前が悪の手先ではありませんように……。
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  ４たま　容疑者の監視活動について


  



  



  　土つち蜘ぐ蛛もになりきった翌日の日曜日はいつもより三十分長く寝ていた。


  　それなりの任務を果たしたのだし、日曜ぐらい、ゆっくりさせてくれと思う。罰ばちは当たるまい。というか、その程度で罰が当たったら、神様、狭きよう量りようすぎる。


  　早くも次の課題ができてしまったのが問題なのだが……。また胃が痛くなりそうだ。


  　監視ってどうすればよいのだろう。万引きＧメンの友達とかいないから、わからんぞ。


  　一緒に過ごせばとりあえず監視になるんだよな。祭りに行こうと誘えばいいか。でも、いきなり携帯にかけるとか、なんか変だよな……。誰だれかがドタキャンしたみたいに見えるかもしれん。だが、ゆっくりしていると友達と行く予定を決められてしまうかもしれん。どうしようかな……。明日、駅で待つか……。いつもの電車より二本遅くても遅刻にはならんしな。


  　ぐう。


  　腹が鳴ったので、思考終了。その前に腹に何か入れろと体がおっしゃっている。


  　とうてい朝食には遅すぎる時間だったので、俺は素直にチェーン店のうどん屋のほうに足を延ばすことにした。


  　こういう時はラーメンではなく、うどんというのが俺のポリシーである。どうしてかというと、ラーメンよりは少し健康にいい気がするからだ。この気分の積み重ねがいつか病気回避のカギになるのではないかと俺はかすかに信じている。


  　それと、できるだけ野菜をとる。野菜がとれない時はスーパーで野菜ジュースを買って飲む。野菜食っておけば、とりあえずどうにかなる、それが俺の健康観である。


  　いつものように、道をふさぐつきたまを時折やりすごしながら、歩道を進む。意識して歩くと、たしかに数が少ない気がする。つきたま事務所も暇ひまなはずだ。


  「やけに楽しそうですね」


  　不意に声をかけられた。


  　どこからと思って、店舗の側がわを見る。


  　店と店の間の狭い路地にあの子が立っていた。


  　カヤ（もう、ちゃん付けするキャラじゃない）。


  　薬やく師し寺じの妹なのに、まったく雰囲気の違う妹。


  　ティアードスカートに、上はポンチョらしきものを羽織っている。なんか、どこかの部族のシャーマンのような雰囲気があった（民俗学的知識も文化人類学的知識も宗教学的知識もないのであくまでイメージです）。


  　姉が魔法少女なら、妹はシャーマンか。ある意味、家系的には正しいのだろうか。


  「ああ、君か。奇遇だね」


  「まさか、奇遇ごときでこんなところで出会うと思っているんですか？」


  「じゃあ、なんだ、必然か」


  「運命ですよ」


  　やはり、中二病マインドをインストールしている気がする。


  「今日は二点、文句を言いたいことがあります」


  「うん？　君に何かした覚えはないが……。しかも二点か……」


  　薬やく師し寺じ姉妹にはずいぶん不満を与えているようだ。


  「まず、一つめ。お姉ちゃんにＤＶＤの再編集を命じられました。Ｒ18およびＲ15に相当しそうなところをカットしろと」


  「むしろ、あんなの作ってきたことに文句があるわ！」


  　行政はそういうの、堅いんだ。ほら、行政のポスターに萌もえ絵が使われることはあっても、露出度が高いことはないだろ。ぱんつはいてなさそうとかアウトだろ。そこは譲れない一線なのだ。


  「それも不満の種ではありますが、最たる不満はお姉ちゃんと鶴つる見みさんとの仲のことです」


  「え……？」


  「わたしはお姉ちゃんを差し上げると言いました。妹が姉を差し出すなど、並大抵の話ではありません。それに手をつけないとは、どういうことでしょうか？　これはお姉ちゃんに対する侮辱でもあり、わたしに対する侮辱でもありますよ」


  　まず、最初に出てきた感想。


  　何を言っているんだ、この子……。


  　発言内容が、クレイジーすぎる。なんというか、前近代の領主みたいな感じだ。姉の生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握っていると本気で考えてるんだろうか。


  「あの日、庁舎内はがらんとしていたのでしょう？　誰だれもいないところに連れこむことなど他愛もないはずでした。むしろＤＶＤが見られるような部屋なら、ほかに誰もいなかったはずです」


  「おいおいおい！　君は俺にブタ箱に入れって言うのか？　俺は犯罪者になるつもりはない！　とにかく普通に生きたいんだ！　普通にうどん食ってたら満足なんだ！」


  「犯罪？　まさか。お姉ちゃんが誰にも言わなければいいだけのことですよ。言うわけないじゃないですか」


  　話が噛かみ合ってない。絶望的なほどに噛み合ってない……。


  「鶴見さんにお姉ちゃんを任せられると思ったから、つきたまのあの映像も提供したんですよ」


  　その言葉が、チラシ吸収のアレを指しているのは間違いなかった。


  「あの現象を調べていけば、いつか大きな秘密を解き明かしていくことになるでしょう。いわば、報酬として出したつもりなのに、がっかりです」


  「待ってくれ……君はどこまで知っているんだ……？」


  　この子、姉と違って脳天気なバカじゃないぞ。


  「さあ？　それはお国のほうで調べていただければよいのではないですか？　わたしみたいな中学生の発言より、よほど確実でしょう？」


  　すねたような顔にカヤはなった。


  「あなたはお姉ちゃんを手に入れる方法でも考えてください。そうしないと、とてもよくないことが起きますよ。悪魔が実在するんじゃないかってぐらい、ひどいことが」


  　頭には、あの邪悪な気配のことが浮かんだ。


  　あのことと、この子、何か関わりがあるのか？


  　でも、邪悪な感じはちっともしない。発言は変だが、存在自体がヤバいわけではなさそうだ。


  　だとしたら、あの気配はやはり薬やく師し寺じ……？


  「なあ、君の姉は魔法を使う時に悪魔と契約したりしてないよな……？」


  「わかりません。それに、あなたもそんなことどうでもいいじゃないですか。あなたの目的はつきたまの謎なぞを解明することじゃないんですか？」


  　鼻で笑われた。こっちのが年長者なのに。


  「まあ、まわり道はあるかもしれませんが、いずれは人類もつきたまの謎を解明する時が来るでしょう。その一いち番ばん槍やりの武ぶ勲くんを飾るのもいいんじゃないですか──一番槍は戦死のリスクも高いですけど」


  　そして、路地のほうへと薬師寺カヤは消えていった。


  　正直、足がすくんで追いかけられなかった。


  「な、何者だよ……あの子……」


  「人間だと思いますよ」


  　カヤが戻ってきた。


  「戻ってくるのかよ！　普通、あのまま、消えていくところだろ！」


  「言い忘れたことがありました」


  「なんだよ、いったい……」


  「明日の勤務時間中にお姉ちゃんにつきたま事務所に行くように言っておきますね。なんかお姉ちゃんのことが気になっているようでしたから」


  　一瞬、何のことかわからなかったが、気をつかってもらってるようだ。


  「あ、ありがと……。正直、助かるわ」


  「わたしはお姉ちゃんの味方ですから」


  　今度こそ、路地のほうにカヤは消えていった。


  　ただ者でないことだけがわかった。それ以上は何もわからない……。


  



  「鶴つる見み君、君は素晴らしい」


  　おそらく、本心からだと思われる「素晴らしい」が出た。


  　まさか、課長補佐に素晴らしいと褒ほめられる日が来るなんて……。


  　もちろん場所は密会にも便利な小会議室である。


  　いるのは俺たち二人だけだ。


  　ただし、どこにでも入りこんでくるつきたまを除く。青っぽいのが一つ床にある。


  「つきたまがエネルギーをためこもうとしているのは、ほぼ事実と考えてよいだろう。あとはためこむ理由と、その放出方法がわかればいい」


  　課長補佐は最近、小会議室でだけ、少し子供っぽい笑えみを見せるようになった。この人、本来、研究者志望だからな。だからといって取っつきやすくなったかというと、そんなことはなくて冷ややかな空気というかオーラはまとっていらっしゃる。


  「あの、ただ、この研究って、ちょっと危なくないですかね……？」


  　いろいろと不吉な兆候が続いているので、かなり気味が悪くなっていた。


  「ん？　どういうことだ？」


  「これ、つきたまなんてありふれたものから危険物が作れるってことだなあと……」


  　薬やく師し寺じ個人ですら、相当の威力で魔法を使えるのだ。もし何十倍もの力を発揮する兵器が作れるようになったら、えらいことになる。国が持っているならまだしも、うさんくさい組織に流出したら……。


  「まさか、変な組織や団体が接触してきたりしたのか？」


  　なんか邪悪なものの気配を感じたんです──とは言えないよな。ざっくりしすぎている。


  「いえ、そういうわけではないんですが……」


  　歯がゆい……。せめて薬師寺が「自分が悪だ」とか名のり出てくれれば対処法もあるというのに……。だけど、それで薬師寺が悪事を働いていることがわかると、ものすごく気まずいから、このままでいいや。


  「鶴見君、これは必要悪だ。それに現時点でつきたまを無害なものと考えているのは我が国だけではない。世界の共通見解だよ。危険だと公表するにしても、ウラもとれないのに言い立てれば混乱を助長するだけだ」


  　あっさりと冷たい顔で課長補佐は切り捨てた。


  「科学の発展は常に兵器への応用の可能性を秘める。逆に、兵器のために作ったものが我われ々われの生活の随所で使われている。よいことだけに使われる技術など存在はしない。それに、その判断をするのは我々ではなく、もっと上の人たちだ」


  　これは言っても聞いてもらえない流れだな……。そりゃ、部下の言葉をほいほい聞く上司も困るけどね。


  「あの、言い方を変えますね。このプロジェクトで課長補佐が危険に巻きこまれたら嫌いやだなと……」


  　もちろん自分も危険には巻きこまれたら嫌だが、わざわざ言うのは野や暮ぼだろう。


  　これで、「そ、そんな心配はしてくれなくてもいい……バカ……」などと照れてくれたりすれば、ほっとするし、滅多に見られない表情が見られておいしいし、一石二鳥なのだが。


  「ほう、私の心配までしてくれるのか。ありがとう、鶴つる見み君」


  　いつもの表情で応対された。


  「だが、自分の身ぐらいは自分で守れる。そんなこともできぬのに、こんな仕事をしたりはしないさ。ふふ……」


  　どうして、ここで不敵な笑いをされてるんですか、課長補佐……。


  「さて、すでに君には十分働いてもらった。継続調査はお願いしたいところだが、何かごほうびをあげたほうがいいか」


  　書類に目を落としたまま、なんでもないふうに課長補佐は言う。


  「何がほしい？　たいていのものはかなえてやれると思うが？」


  「あの、それ、文章読みながら、片手間で言う発言ではないと思うのですが」


  「時間が惜しい。残念ながら一日は二十四時間しかないのでな。睡眠時間も五時間以下にすると、健康リスクが高くなって安定的な仕事ができなくなるし。難しいところだ」


  　本当に仕事の鬼だな……。俺とは違う星の下もとに生まれたとしか思えん。


  「それで、何かほしいものはあるか？　何かつきたいポストはあるか？　今の時代はお金のほうがいいか？」


  「課長補佐、あなた、やっぱり、中学生の頃ころから何か暗躍してたでしょ」


  「バカなことを言うな。私は中学時代は純情を形にしたような乙女だったぞ。好きと言い出せなくて、バレンタインデーの日に、間違って違う席の机にチョコを入れてしまったのも、今ではいい思い出だ」


  「ウソだ！　そんな甘酸っぱい思い出なんてあるはずがない！」


  「その間違った席が女子でな、あれはなかなか後始末が大変だった」


  「えっ……？　マジ話なんですか？」


  「結局……なし崩し的に彼女とは一年半交際したな」


  「そんな衝撃的な話、僕に話していいんですか……？」


  　いわゆる一つの百ゆ合りではないか。


  「そこで、人間の心をいかにもてあそぶか、いろいろと学ぶことができた」


  「黒くなったきっかけはそこですか！　もう少し、純愛風味な話にしてくださいよ！」


  「純粋だったさ。相手はな」


  「つまり、あなたはもてあそんだんですね。そうですね」


  「高校時代になって、夢ができてしまったからな」


  　少し声の調子が変わった。


  「私はつきたまの研究者になりたかったんだ。曲がりなりにも、似たようなことをやれている。それで死ぬなら、やむをえないと思っている」


  　この人はこの人で、黒かろうとなんだろうと、真ま面じ目めなのには変わりないんだな。


  「そんなところに命懸けなくていいですよ。所しよ詮せん、つきたまですよ。こんなぷにぷにしたわけのわからない物体ですよ？」


  　小会議室にいた一体をぷにぷにいじってみた。


  　ほどよい弾力性はあるが、それだけだ。こんなものに関わって殺されてたまるか。


  「見た目はそうだな。だが、君の言っていた野望説というのが、少し気にかかりはする」


  「えっ？」


  　あんなギャグみたいな説に乗ってこられるとは思っていなかった。


  「まさかとは思うが……箕み原はらを吹き飛ばすために力をためているだなんてことはないだろうかと感じてな……」


  「そんな、縁起でもない……」


  「ただ、街のつきたまに少し変化があるのは事実だ」


  　課長補佐の目は笑ってない。顔も笑ってない。


  　これはマジで聞いたほうがいい情報だ。


  「つきたまが街に姿を見せなくなった。そのせいか事務所の処理件数も減少してきている。君も気づいているだろう？」


  　本当に祭りで何かよくないことが起きるんじゃないだろうな……。そんな大事件、つきたま事務所じゃ扱えないぞ……。


  「原因は何なんですかね……？」


  「わからない」


  　課長補佐は首を横に振った。この人がボディランゲージをとるの、珍しいな。


  「でも、何か意味はありそうだな。それがわかれば新たな発見になるのだが」


  　と、そこでコンコンとドアがノックされた。もう、話はおおかた終わったからいいだろう。


  「あの～、すみません、鶴つる見みさん宛てに指名来てます。いつもの薬やく師し寺じさんです」


  



  　むす～。


  　薬師寺エナの表情を一言で表現すると、そうなる。


  　誰だれがどう見ても不機嫌ですという顔をしていた。


  「おい、いったい、何があった？　何もないならスマイルを心がけたほうがいいぞ。そのほうが女はきれいに見えるらしいって何かの雑誌に書いてた」


  「別に～。とくに不満があるわけじゃないし～」


  　そんなのウソに決まってるだろ。顔を見ればわかる。


  「相談事がないならお引き取りいただいてもよろしいでしょうか？　事務作業がありますので」


  「土曜日、大おお土ど呂ろさんの家に一日いたって本当？」


  「お前、どうしてそれを知っている……？」


  「本当だったんだ」


  　薬やく師し寺じの不満顔がさらにふくらんだ。


  　というか、どうして知ってるんだよ？　言うまでもなく個人情報だから公表するわけがないし、マノさんから薬師寺へのホットラインの線もあんまりなさそうなんだが。メアド交換ぐらいはしてたのかもしれないけど。


  「妹、カヤが教えてくれたの」


  「そのラインか……」


  　でも、今度は新たな疑問が生じてしまう。


  　どうやって、あの妹はその情報を仕入れたんだ？


  　俺、会った時にひと言も言ってないぞ。


  　そもそも、あの子、マノさんとの面識は一度もないはずだ。


  　薬師寺カヤは何かおかしい。あのままほうっておくと、まずい。今度、菓子折りでも持って謝罪に行こうかな……。割りと冗談抜きでなんらかのケアをしておかないと、とんでもないことをしでかしそうである。


  「あのさ……いくら、調査のためだからって、あの子も女の子だよね？　家に一日いたとかおかしくない？」


  　やばい、その話が大きくなると進退問題になりかねない……。


  　しかも背後からいるかんが「えっ、鶴つる見みさん、女子高生の彼女さんがいるんですか？　すごいですね～。年の差カップルですね～」と悪意はないが、被害が甚大なコメントをしている。


  　いるかん、空気を読めとは言わない。せめて、何もしゃべらないでくれ！


  「どんな子なんですか？　どこの高校なんですか？　出会いってどこであったんですかね？　いるかん、気になります」


  　俺の願いはまったく届いてなかった。


  「いるかんも高校生の時に大学生の彼氏と付き合ってましたけど、社会人の人と付き合ったことはありませんでしたね～。鶴見さん、どうなんですか？」


  　ダメだ、無視しているうちに致命傷になってしまいそうだ。


  「いるかん、休憩時間に、このことはじっくり話そう。今は業務に集中しようよ。ね？」


  　空気を察してもらうのは無理なので、後ろを振り向いて嘆願した。


  　どうか、お聞き届けください！


  「は～い」


  　これで背後の敵は攻略した。だが、前のほうが残っていた。


  　机がバンと叩たたかれる。それやって、前に課長補佐に怒られただろ……。やめてくれ……。たぶん、よそ見したことで、またムカついたんだろうな……。


  「話を聞いて。話聞くのは、公務員の義務だよね、鶴つる見み？」


  「訴状をもらってないのでコメントは差し控えたい」


  「訴状なんて出すわけないでしょうが！　あのお客様の声みたいなカードに鶴見はダメな奴やつだって書きこむわよ！」


  「やめてくれ！　それはマジでやめてくれ！　あれ、幹部級会議の案件でも使われるんだよ！」


  　さすがに薬やく師し寺じの名前がついてれば排除してもらえるかもしれないが、原則匿とく名めいだからな、あれ……。


  「そしたら、話を戻すよ。ねえ、やっぱり泊まりこみとか、おかしくない？　親密すぎるっていうか、進みすぎてるっていうか……。もしかして、そういう関係なの？」


  　こういう時、公務員的には、「ほかのお客様のことは尋ねられてもお答えしかねます」と返すのが筋なんだろうが、さらなる誤解を招くのが確実なので、セオリーとは違う回答をせざるをえない。


  　相談業務に正答はない。マニュアルすらない。というか、配属された時、マジで何もなくて「現場で覚えろ」と言われて戦せん慄りつした。


  　最初の数日は素人まるだしで、弁当食う時、いつも半泣きになってた。だって、窓口に座らされはするものの、お客さんに紹介できる制度を何一つ知らないままなのだ。いきなり一対一で話をさせられて、しどろもどろになるしかないんだぞ。


  　自分の部署で処理しないといけない内容なのか、違う部署に誘導しないといけない内容なのか、それすらもわからず、誰だれかに答えを教えてもらおうにも全員面談中で人もふさがってるし、どないすればいいんだーっ！　って逆ギレしそうになったものである。


  　なお、ライオンが我が子を千せん尋じんの谷に突き落とす的なスパルタ教育のようだが、実際は人手不足で研修期間が足りなかっただけだ。おかげで鍛きたえられたというのは否定しないが。それと、ライオンは子供を谷に突き落としたりはしない。そんな習性持ってたら、一瞬で絶滅するぞ。


  　なので、本当に試行錯誤しながら、ケースバイケースで乗り切るしかないのだ。それが窓口なのだ。極論、「その発言、まずいだろ」と思うようなことを言っても、相手が納得してしまえば、正解ということになる。つきたま事務所は修しゆ羅らの世界である。


  　この場も例外ではない。ケースバイケースの一つだ。


  　やれ、お前ならできる。やれなかったら、奈な落らくの底だ。


  「変な関係なわけないだろ。俺がそんなにモテる男に見えるか？」


  「見えない」


  「予想どおりの即答ありがとうございます」


  　これはこれで傷つくけど、そのとおりだ。モテたことなどない。人生に三回モテ期が来るという俗説はウソだと思う。あるいは幼稚園の頃ころに三度立て続けに来てよくわからないまま終わってしまったのか。


  「向こうのご理解が得られたので、調査ができた、それだけのことだ。しかも、泊まってはいないぞ。その日のうちに帰ったぞ」


  「本当にそれだけ？」


  「本当にそれだけ」


  「えっちいこととかなかった……？」


  「絶対なかった。というか、えっちいことって何だよ……」


  　裸を見ちゃったのはなかったことにする。


  　微妙なラインだが、なかったと断定しておく。


  　はっきり言って世界の大半のことは特殊な例外が存在するので、絶対ないなどと言い切れるものはほとんどないのだが、こういうところは言い切ることが大切である。腐ってもこちらはプロなので、曖あい昧まいな返事をしてはならない。


  　だって、あれは見せられたようなものだし。俺のせいじゃないし。だから悪くないし。あと、卑ひ猥わいだと本人が思ってなかったからえっちいことではないはずだし。ある意味、芸術鑑賞。よし、心の中の言い訳タイム終了。あれはえっちいことじゃなかった！


  「そうか、それならいいや」


  　何がどういいのかよくわからんが、悪くはないんだから、いいに違いない。問題ない。


  　今のところ、邪悪な気配はしてこないな。このまま何もなければいいのだが……。


  　よし、そろそろこっちが話のイニシアティブを握る番だ。


  「なあ、薬やく師し寺じ、今度の日曜に箕み原はら祭りがあるだろ」


  「うん、あるけど」


  「お前、あれ、興味ある？」


  　まずはジャブだ。様子を見よう。これで、魔法少女として大きな儀式をするとか答えだしたら重点的にマークせねばならん。


  「とくにないけど。和風の祭りって魔法少女とはあまり関係ないし。漢字が多くて、なんか難しそうだし」


  　あれ、割りとあっさり否定したぞ。


  　でも、露骨に怪しいよりはいいか。


  　作戦を進めよう。


  「あのさ、俺、地元が千葉県の船ふな橋ばしでさ、この祭り、まともに行ったことがないんだ」


  　それじゃ、どうして埼玉県に就職してるんだよって話だが、公務員狙ねらいを考える人間に隣の県だからやめておくなんて発想はない。節操なく受けられるだけ受けるのがベストだ。


  「どうして、行かないの？」


  「悲しい現実だが、誰だれも行く相手がいないんだよ。一人で行く祭りほどつらいものはないぞ」


  「たしかに、鶴つる見みって友達いなさそうだよね」


  　すぐに理解するなよ。


  「それでな……もし、よかったら……祭り、案内してくれないか？」


  　ちょっと言いづらいし、小声になってしまった。


  　仕事中に休みの予定を、それもお客さんと決めているのだから、おおっぴらにできないに決まっている。


  「え……？」


  「もちろん、嫌いやなら遠慮するけど……」


  　本当は遠慮せずに密着取材しないといけない気もするが、そこまでがっついてたら不自然だよな。


  「行く！　案内するから！」


  　やけに気合の入った声で言われた。できれば小声でお願いしたかった。


  「けど、どうして私なの？　なんで……あの吸血女じゃないの……？　私でいいの？」


  　げっ。理由まで求められるとは思わなかった。そりゃ、マノさんを調査しても意味がないだろ。お前を調べるんだから。無論、そんなことは言えん。


  「お前、友達少なそうだから、予定が入ってないと思った」


  　ごすっ。


  　壁を蹴けられた。


  　お客様、困ります……。


  　暴力団との交渉かよ……。お前な、こういう窓口のカウンターセットとか、普通の家具の値段じゃないんだぞ。下へ手たすると、お前が大学出て働いた最初の三年間の収入ぐらいつぎこまないと一式買えんぞ。


  「そういうことは言わなくていいの。想像がつくからってぺらぺら口に出すと、頭から意識をテイクオフさせるわよ」


  「言えって言ったから言ったのに……」


  「そこはお世辞ってものがあるでしょ！　ほら……ど、どうせならかわいい女の子に案内されるほうがいいとか……」


  「その発言を俺が言ったら、壁じゃなくて俺の顔が蹴られるんじゃないか……。なかば口説くような台詞せりふ、高校生に言えるわけないだろ……」


  「そっか……そうだよね……。今の話題はセットオフして……」


  　英語が適当すぎて、文意がとりづらいな……。話題はなかったことにしてくれ程度の意味か。


  「それじゃ、お祭りの時に一回おごってもらうことで、今のことは許してあげよっかな」


  　笑顔で薬やく師し寺じは言った。


  　にんまりという表現を使っていいぐらい、満面の笑えみに近い。


  「俺、そこまで許しを乞こわないといけないようなことしたっけ……？」


  　理不尽なものを感じるが、大学時代、吉よし村むらが女に振られた時、「女は理不尽な生き物だ」と深夜に電話をかけてきたことがあるから、そうなのだろう。俺は「深夜に電話かけてくるお前のほうが理不尽だ。馬ば鹿か野や郎ろう」と切った覚えがある。


  「ところで、話は変わるんだけど」


  　ずっと、こんな話を公共の場所ではできん。いくら最近、つきたま事務所がすいているといっても、無人ではないのだ。


  「うん、何よ？」


  「お前の妹さんって、けっこう変わってるって言われない？　というか変わってるだろ」


  「そうかなあ？　普通の範囲内じゃないかな？」


  　こいつの普通の範囲が確実に広すぎる。本人が相当おかしいからな。


  「でも、やたらと偉そうなんだよね。私が姉なのに、そんなの知ったこっちゃないって態度で」


  「ああ、なるほどな……。なんとなく、わかった」


  　見た目、割りと賢そうだし、姉を姉と思ってない可能性はある。それなら、姉をあげるとか言いだしてきた理由もわかる。


  「どうして、そんなに妹に興味持つのよ？」


  　疑惑の目で見られた。まさか、中学生ぐらいの妹に変な関心があると思われているのだろうか。それは心外だ……。


  「あんなＤＶＤ、編集した妹がどんな奴やつなのかって興味を示すのはある意味、自然だろう」


  「それもそうか……。そんな変なことはないよ。よく、つきたまと戯たわむれてるし」


  　こういう時、観察という行為の難しさを感じる。こいつが普通と思っていても、全然信用がおけない。


  　姉から妹の情報を得るのは無理だな。その逆も無理だ。


  　ちょうど、その頃ころ、夕方五時を告げるチャイムが鳴った。表向きはこれでおしまいという合図だ。正式には夜間開庁がもう少し続くが、いくつかの窓口は閉鎖される。職員は五時十五分まで勤務時間なので、窓口の相談が終わっていてもまだ帰れない。


  　ちょうど後ろで「わ～い、五時だ～。さようなら～」といるかんが帰っていった。いるかん、お客さん、多少は残ってるので、そんなに楽しそうに帰らないでください。


  「ほら、もう五時だ。帰りなさい」


  「そうね。そしたら、またメールでね！」


  　やけに元気よく薬やく師し寺じは帰っていった。さすが高校生。


  　祭りであいつの機嫌がなおるのなら安いものだ。ん……？　何かがおかしいぞ。あいつの機嫌をなおすのが目的じゃない。監視だ、監視。


  　だが、あちらを立てればこちらが立たずということになった。


  「ああ、ちょっと、ちょっと」


  　課長補佐に呼ばれた。目が笑ってないので、これは叱しかられる可能性大だ。


  「君はデートの約束を職場で、しかも来庁者とするのか？　せめて、あとでメールでやれ。あれではこっちもフォローできんぞ」


  「いえ、あれはある意味、仕事みたいなもので……」


  「言い訳は聞きたくない」


  　ダメだ、言い訳しても傷口が広がるだけのパターンだ。


  「それと、あんな場面を見せつけるな……」


  　今度は課長補佐がむすっとした顔になった。


  　アフターファイブとはいえ、そんな表情は貴重だ。記録に残しておきたいレベル。


  「ったく、まだ君は若いな……」


  「課長補佐も若いと思いますけど」


  「こっちは二十七だからな……」


  　すいません、年齢言われるの重すぎます……。


  「同情はいらん。とにかく君は彼女と祭りを楽しんできたまえ！」


  　抜け駆けして独り身でなくなろうとしたと解釈されたのか？　課長補佐を怒らせてしまった……。適当にかっこいい男でも見つけて結婚してくれ……。たぶん、すぐできる。


  　その日は怒られたまま、退庁することになった。帰り際に怒られるとけっこう響くものである。なかなか、人生いいようにはいかないものだ……。


  　駅前にはいくつも提ちよう灯ちんがかかっていた。前より増えている気がする。


  　祭りが近いのに、ちっとも心が盛り上がらないぞ……。


  　当日、何もありませんように……。


  



  


  ５たま　例祭時の容疑者動向確認について


  



  



  　箕み原はらの駅に降りると、早くも太鼓の音がドンドンドカドカと聞こえてきた。駅前即会場という感じである。


  　そんな箕原の駅前に薬やく師し寺じエナが待っていた。


  　しかも、浴衣ゆかた姿で。ピンクの生き地じに何かの花をあしらったものだが、なかなかに似合っている。浴衣美人という言葉を使ってやってもいいぐらいに。


  「もう、遅いよ！　鶴つる見み！」


  「遅い？　そんなバカな。一本早い電車に乗ったんだから十五分前行動は確実のはずだぞ」


  　俺の時計に大幅な遅れがない限り、四時四十五分ちょっと前のはずである。待ち合わせの五時ははるか遠い。一キロ離れていてもなんとか間に合う程度には余裕を持っての行動である。


  「こっちはさらに十五分待ったんだから……」


  　周囲には、かなりの数のつきたま。だいたい三十に近いぐらいはいるだろうか。早くからいたことにウソはないようだ。


  「まさかの三十分前行動かよ……。お前、そんなに淑女だったんだな……。てっきり夏休みの宿題も前日に無理矢理終わらせるタイプだと思っていた」


  「夏休みの宿題は二学期に入ってから終わらせてる」


  「締め切り守る気すらなしか。お前に公務員は向かん。試験は受けんように」


  「そしたら、まずは神社にお参りに行こっか」


  「そうだな。神様へのごあいさつもなしに、祭りを楽しむのは、どこか後ろめたい」


  　薬師寺からはポコポコっと変な音がする。舞まい妓こさんぐらいしかはかなさそうな木製の靴くつをはいていた。


  「お前、そこまでの和風完全装備は魔法少女のアイデンティティとしてはどうなんだ？」


  「いいのよ、事件が起きてない時は、あくまで私は薬師寺エナ。魔法少女でいる必要はないの」


  「どちらかというと、お前の存在が箕原でのちょっとした事件な気もするが……まあ、そのへんは黙っておこう」


  「しっかり、全部口に出しちゃってるじゃない！」


  　むむ。


  　なんだ、このそこはかとないカップル感は……。


  　もちろん年齢差はあるのだが、周囲の雰囲気に巻きこまれて、さほどの違和感もない。いかん、いかん、女子高生を彼女だと思いそうになるだなんて、平穏な公務員生活の破滅第一歩だ。異常事態に流されてはダメだ。


  　小市民の視点から粛しゆく々しゆくと対応するのだ。それだけだ。小市民であることを意識しないと、畳の上で死ねなくなるぞ。英雄だなんて誤解するなよ。


  　今のところ、薬やく師し寺じ本人からは危険な兆候はないな。


  　問題は、絶対に大丈夫かどうかは証明のしようがないということだ。犯人のそばにいたからといって、犯人が罪をぺらぺらしゃべってくれるわけではない。犯人なら、ばれないようにする。


  　ただ、心なしか、つきたまが多めに薬師寺の近くに集まってきている気はした。これがたんなる偶然ならいいのだが。


  　それと、つきたまが多い。


  　街であまり見かけなくなっていたのに、神社には異様にいる。歩く時に注意しなければならない数だ。


  　さらに、神社の参道は両サイドがこれでもかというぐらい、出店によってガードされていた。そのせいで通路が細くなり、人のほうも混こむ。がらがらなのも寂さびしいので、混んでいるのも、それはそれでいいのか。


  　こんなところでつきたまが爆発したら危険だな……。


  「なあ、お前、自由自在につきたまを爆発させる能力とかないよな？　そんな魔法もないよな？　幼い頃ころも含めて一度もないよな？」
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  「前も言ったでしょ。そんな危ない能力はないって。喫茶店で何か爆発したとか言ってたけど、何かの勘違いじゃないの？」


  　まだつきたまは発光してもいないし、安全であると判断しよう。


  　お賽さい銭せんを入れるところまでは十分弱も待っていれば、たどりついた。まだ、早い時間だからな。夜店と言うのもはばかられる夕方の時間だ。


  　賽銭はセコく、一円玉。それでも御ご利り益やくありますようにとしっかりお願いする。


  　公務員として無事に勤め上げられますように。


  　何も事件とか起こりませんように。


  　一方、高校生のくせに薬やく師し寺じは二十円を投げ入れていた。このお大だい尽じんめ。しかもやたらと熱心に手を合わせている。


  「何をそんなに強く祈ってるんだ？」


  「当ててみなさいよ」


  「つきたまが社会に認められる世界になりますように、とか」


  「……あ、そういうこと、願えばよかった」


  　どうやら、もっと違うことを祈っていたらしい。


  「その…………自分のことで祈ってた……つきたまより、自分のことを優先しちゃった」


  　どうでもいいところで、薬師寺は罪の意識にとらわれていた。神社で自分の願い事をするのは当然なんだから、気に病む必要はないのに。こんなところだけ、無駄に真ま面じ目めなんだよな。


  　俺は五円玉を薬師寺に渡した。


  「地球のシェンロンじゃないんだし、願い事が一個とは決まってないだろ。そんなに名残なごり惜しいなら、つきたまのことも祈れ」


  「ありがと……。鶴つる見みって気前、いいんだね……」


  「気前いいって、五円玉だぞ。お前の物価感覚は昭和初期か」


  「さっき、鶴見、一円だったし。五倍だよ？」


  「見られていたか……。いいだろ、額よりも気持ちが一番大事なんだよ」


  　それでも、神社側からしたら、百円ぐらい入れてくれと思っているかもしれないが、安月給なのでお許しください。


  　無事に薬師寺も二つ目の願い事をして、最初の儀式は終了した。


  「さて、次は夜店ね」


  「でも、まだ早いし、社務所横の宝物館でも──」


  「そんなのどうでもいい」


  　神社の宝物が否定された……。魔法少女に日本の文化は理解してもらえないらしい。


  「でも、この時間から出店まわってると、大きな出費になるぞ」


  　高校生にとって、出店の値段は意外と高いはずだ。俺も小学生時代、たこ焼きを何度も断念した覚えがある。


  　そして一番おなかにたまりそうなじゃがバターにしたのだ。絶対バターじゃなくて、安物マーガリンだろうけど、それはそれでいいのだ。芋は腹がふくれるので祭りのチョイスとしてはけっこう正しい。じゃがバターはあとで絶対に食べよう。じゃがバターを愚ぐ弄ろうする者は俺が許さん。わざわざ愚弄する奴やつ、そうそういないだろうけど。


  　つきたまが出てきた当初は、つきたま飴あめという、飴に目らしきものを描かいただけのものを売る出店があったが、三年ほどで淘とう汰たされたのか、もう見なくなった。だって、飴なんて今時、子供も食べたいと思わないよな。


  　出店ごときでも意外と栄えい枯こ盛せい衰すいがあるらしい。トルコアイスの店とか、幼稚園の頃ころは見た覚えないしな。


  「出費！？　今日はお金の心配はしてないから大丈夫」


  「あれ、親から臨時収入でももらったのか。なかなか気前いいな」


  「今日は鶴つる見みにおごってもらうから」


  「そうかそうか…………一回だけって話だったよな？」


  　月曜の庁舎でよくわからないうちにおごらされる話になっていたが、形式的には案内役をお願いしているし、一回だけという話だったので否定もしなかった。


  「うん、一回だけだよ。今回の祭り一回限り」


  「待て待て待て。認識の相違がある。今日一日中おごらせるつもりかよ！」


  「そのつもりだけど？　今日の全財産、さっきのお賽さい銭せんだし」


  「マジかよ！　それじゃ、バッグいらないだろ……」


  　一応、薬やく師し寺じは女子らしくバッグは持ってきていた。何か入っているようだが、持ち物は不明だ。


  「今日はサイフオフで来たよ」


  「変な和製英語作るな！」


  　くっ！　いまさら無理だとか理由をつけるのは恥ずかしいし、ここはやむをえんか！


  「わかった、好きにしろ。その代わり、ほどほどを考えるのも大事だからな。遠慮の精神が人を育てるの──」


  「そしたら、たこ焼きから買ってもらおうかな」


  「お前、人の話を聞かないって、親に注意されなかったか？」


  　もう、いろいろと諦あきらめた。お祭りである。ハレの場である。財布の紐ひもも少しぐらいゆるめてもいいのではないだろうか。そう思ってしまおう……。


  「ところで、お前、以前もたこ焼き食べてたよな。そんなに好きなのか？」


  「つきたまにフォルムが似てるから」


  「球形だったら、なんでもいいのかよ」


  　形状が好みに関係するなんて初めて聞いたわ。


  「でも、お前、つきたまに似てるんだったら、むしろ食べたくなくなるんじゃないのか？　だって、好きな『生き物』を食べるみたいになるんだから」


  「わざわざ屁へ理り屈くつ言わないでよ。よ～し、あのたこ焼き屋さんにしよっかな」


  　八個入り五百円と書いてあった。なんで、こんな小麦粉とタコと卵ぐらいしか使用してない食品に五百円もとるんだ。大阪人は余計な食品を開発しおって……。


  　一舟のたこ焼きを手に入れた薬やく師し寺じは早速ぱくついていた。


  「うん、本場大阪の味がする」


  「ウソつけ。食べ歩いたわけでもないのに、そんなことわかるわけなかろう」


  「あ～、熱くておいしい。つきたまにも食べさせたいぐらい」


  「さすがに、それは不可能だろ」


  　言ってから、本当にそうだろうかと、ちょっと考えた。


  　食べるものがたいしたものじゃないとしても、つきたまに「捕食」とでも言うしかない行動が確認されている。たこ焼きだって食べる可能性ぐらいはある。


  　サイズ的にたこ焼き一個食べることはないだろうけど、もし、つきたまが当然のように、たこ焼きを食べるように「進化」したら怖こわいな……。


  　ウイルスだって変質するのだ。絶対ないと断言できるかと言われると、弱気になる。


  　そして、つきたまを愛している人間がその「進化」を後押ししたら……。


  　まさに、つきたまへの愛のためなら何をするかわかったものじゃない人間がここに……。


  　爆発という方法でつきたまが人類を滅ぼそうとしているだなんてことはないよな……。そんなこと、考えたこともないよな、こいつら。けど、ウイルスも人間を殺そうとかいちいち考えてない可能性、高そうだし……。知能が低くても結果的にそういう性質になることはあるのか……。


  「何か、怖そうな顔してるけど、どうかした？」


  　きょとんとした顔で薬師寺が首をかしげた。


  「いや、何でもない……」


  　杞き憂ゆうだ、杞憂。今は祭りを楽しめ。不吉な空想はしなくていい。


  　だんだんと境内もいい感じに暗くなってきて、縁日感が出てきた。ああ、この素朴な雰囲気がいいな。東京からほどよく離れた地方都市、箕み原はらだから出せるこの空気。


  　問題は人出が多いし、つきたまも多いことだ。だが、やけに動きが激しい。飛びまわっているなんてことはないのだが、ぷにぷにしたのが這はいながら、みんな同じような方向に進んでいる。


  「なんか、つきたま、元気だね。お祭りだもんね」


  　薬やく師し寺じは好意的に解釈していた。


  「だよな。いったいどこに行くんだ？　あいつらは神を信仰してるのか？　どっちかというと神を恐れる側だと思うけど」


  「つきたまはモンスターじゃないんだから、神様を恐れたりなんてしないわよ。むしろ、神様のフレンドもいいところよ！」


  「お前、どうして無根拠にそういう擁よう護ご発言ができるんだ……？　ちなみに言っておくとな、もともとここの祭神は、ある種の祟たたり神的な性格も持っていてな、その力を逆に使って疫病を退散させようとしたんだよ。単純な正義の味方なんかじゃ断じてないからな。明治になってからスサノオが祭神ってことに改められたけど。そのスサノオだって、神話の中で暴れん坊でもあって正義一辺倒の神様じゃないし」


  「鶴つる見み、詳しいね……さすが大人」


  「箕み原はらで働いてるとな、あんまり箕原を知りませんって顔がしづらくなるんだよ。それだけのことだ」


  　神社以外に目的地があるわけでもなく、境内をぶらつく。社殿のまん前までは来てないけど、少し離れると屋台だらけだ。こういう屋台の機材とかって、祭りのない時期はどこに保管してあるんだろう。二十年以上生きてきたが、いまだに謎なぞの一つだ。


  「なかなか楽ひいね」


  　薬師寺は巨大なえびせんを口にくわえている。やたらとマヨネーズが塗ってあって玉子焼きまで載っているので、カロリーはけっこう高そうだ。カロリーオフの発想はないらしい。


  「ほんとに、典型的な祭りって感じだな。これはこれで味がある」


  　全部おごりだからか、薬師寺は終始笑顔である。全部おごりで、つまらなさそうな顔をされてたら最悪なので、その点はまだマシである。


  　不穏な空気はまったくない。このまま今日の日程が終われば、かなりの部分を思い過ごしで片付けられる。このまま済んでくれ。


  「ずっと歩いて疲れてきたな。あそこにでも座るか」


  　社殿の横に無料休憩所があった。がらんとした建物の中に、ベンチが並んでいるだけだが、祭りの最中とあって、ほぼ埋まっている。ラッキーなことにちょうど二席分空あいていた。


  「チャンス！　はい、ここは私たちの席ね！」


  　すぐに薬師寺が二席確保した。足で稼ぐとよく言うだけあって、手際いいな。


  「ふ～。落ち着いた～」


  　薬師寺が座るなり、足をばたばたさせる。そういうところは、高校生的だと思う。俺の年だとちょっと抵抗がある。


  「今日はありがと。いろいろおごってもらっちゃった」


  「お前に感謝してもらえるなら、かまわんさ。ファミレス一回分ぐらいだからな」


  　当初の想定より高くついたが、これで心配が減るなら安いものだ。


  「あとは大だい中ちゆう小しよう文もん字じ焼やきだね。ここから見よっか」


  「そうだな。角度的に座ってもぎりぎり見れそうだ」


  「なんか、今日は地元民なのに鶴つる見みに教えてもらう形になっちゃった」


  「これでも大人だしな。あと、よそ者のほうが移り住んだ場所を調べたりするもんなんだよ」


  「これからも、鶴見にいろいろと教えてもらいたいな」


  「俺の知識なんてたかがしれてるが、お前が俺より詳しくなるまでの間はできそうだな」


  「それだったら大丈夫だと思う。私、バカだし……」


  「おいおい、そんなところで自じ虐ぎやくに走るなよ。お前はお前で、いろんなもの知ってるだろ。チラシ食べるつきたまとか」


  　ぽんぽんと頭を叩たたく。


  「あっ……」


  「おかげで、つきたま研究が一歩進むかもしれん。つきたまの発光現象や爆発もあれで説明がつくかもな。そしたら、お前は第一発見者だ。胸を張っていいぞ」


  　薬やく師し寺じが貴重な情報提供者であることは事実だ。そこは評価してやらねばならん。


  「そうかな？　でも、まだ私、つきたまのこと、何もわかってないし……」


  「そんなこと言ってたら人類自体がつきたまのこと、そんなにわかってないんだよ。これから学んでいかないといけないんだ。だからお前にも調査依頼したんだからさ」


  「そうかな……。フォローありがと……」


  　今日の薬師寺はおとなしい気がする。腹がふくれて眠くでもなっているのだろうか。


  「あのね、私、もちろん今も魔法の練習はしてるんだけど」


  「うん」


  「鶴見助けた時みたいな威力はないんだけど、たまに強風ぐらいだったら起こせるようになってきてるの。それでも三回に一回ぐらいだから確率はそんなに高くないけど」


  「いや、十分精度上がってるだろ、すごいよ」


  　すごいというか、冗談抜きで魔法使いじゃないか。俺はさりげなくとんでもない人間としゃべっているのかもしれない。ほぼ確実に日本で一人しかいないぞ。おごって高くついたとか、そんなショボいこと考えている場合じゃない。


  「これ、絶対に鶴見のおかげだよ。だから、ずっと言えなかったけど、鶴見にはすっごく感謝してる……」


  「おいおい、らしくないな。俺は教師でも何でもないんだ。魔法はお前の努力した結果だろ」


  「ううん、そんなことない。だから、はっきり言わせて。ほんとにありがと」


  　じっと見つめられると、むずむずするな……。これじゃ、デートじゃないか……。


  「あとね…………鶴見、これからもずっと私と──」


  「あっ、マノさん！」


  　参道をマノさんが歩いてくるのが目についた。


  　祭りにもかかわらず、黒を基調にしたコートで、祭りからはちょっと浮いていた。が、それ以上に業界人オーラが出ていた。


  「ごきげんよう。二人きりのところを邪魔してしまったのではないかな……」


  　マノさんは微妙に渋い顔をした。ああ、薬やく師し寺じの言葉をさえぎってしまったか。でも、待ってたら、もう聞こえないところに行っちゃってるしな。


  「見まわってみたが、怪しいものはないようだな。我わが輩はいの眷けん属ぞくにも影響はない」


  「こっちも大丈夫です。なんか、何事もなく終わりそうですね。つきたまの数が多い以外は何もなくて、大変けっこうです」


  「邪悪なる者は意外なところで待ち構えているので油断はできんがな。ただし、平和なのはよいことだ。我輩が惰だ眠みんをむさぼる者どもの目を開かせてやれる」


  　活躍はヴァンパイアではなく、ロックミュージシャンとしてお願いしたい。


  　近くの席から「あれ、マノ・フランクじゃないか？」という声がした。いかんな、知ってる人は顔を見たらわかるし、服装のせいもあって、周囲に溶けこまずに目立つのだ。


  　よし、ここは複数人で動いて目立たないようにするか。仲間内で動いていれば、声をかけてくる輩やからも減るだろう。


  「では、そっちは二人でまわっておくがよい。我輩は一人で眷属と共に──」


  「あの、せっかくだし、一緒にまわりませんか？」


  　気楽に提案した。というより、気楽に聞こえるように提案した。


  　マノさんが祭りの中を歩いてると、それだけでトラブルの種になりそうである。すでに気づかれはじめている。だが、マノさんは天然なので、サングラスして帽子つけて正体を誤ご魔ま化かそうなんて意識はないだろうし。


  「む……鶴つる見み殿、それは……」


  　マノさんが顔をしかめた。あれ……どこかで選択を誤ったか？　一人で散策するほうが好みなのだろうか……？


  「ちょっと、鶴見……。どうして吸血女を誘うのよ……」


  　薬師寺が不満そうな顔を見せた。お前な、そんな露骨に嫌いやそうな顔をするなよ。失礼だろうが。


  「いいだろ。前に和解したはずだし」


  「いや、それはそうなんだけど……」


  「大だい中ちゆう小しよう文もん字じ焼やきが見えるまで、まだ時間あるし、ちょうどいいって。三人寄れば話題が尽きて気まずくなることもないぞ」


  「やっぱり、そうなんだ……」


  　薬やく師し寺じの声がずいぶん小さくなった。


  「何が、『やっぱり』なんだ？」


  「鶴つる見みは吸血女のほうがいいんだ」


  「だから、俺は公務員だから、どっちがいいとかそんなことは──」


  「それは公務員の言葉でしょ。鶴見の本心は違うじゃない！」


  　薬師寺が声を荒らげる。


  　それがスイッチになったみたいに、近くのつきたまが薄く発光した。


  　まただ。また、あの現象が起きている！


  　もしかして、薬師寺が苛いら立だつとそれに合わせて、つきたまが発光するのか？


  　それがエスカレートすると、ついには爆発する!?


  　なんとしても、止めないとまずい。


  「薬師寺、俺には本心もクソもないぞ。何も偽いつわってなんかない」


  「ウソだ！　私としゃべってる時より、吸血女と話している時のほうが楽しそうだもん！　それぐらいわかるよ！」


  「わかるも何も、そんなことないんだって！」


  　発光が強くなっている。爆発した時みたいに、ふくれるようなことはないが、悪化しているのは間違いない。


  　仮説はあながちはずれてもなさそうだな……。全然うれしくないが。


  　しかも、喫茶店の時とは大きく違う点があった。


  　規模が違いすぎる。


  　薬師寺の周辺では百じゃきかないつきたまが光っている。参道にいる、ほとんど部外者だろって距離のやつまで光っている。


  　まずいぞ。もし、この数のつきたまが爆発することでもあれば……。


  「私はずっと鶴見とまわってたし、これから先は二人でまわってもらったらいいよ」


  　どうして、自分が抜けようとするんだ？　むしろ、こっちはお前に密着してないといけないのに……。


  「そんなすねたようなこと言うなよ。マノさんも気、悪くするだろ。一緒にまわればいいだろ」


  「すねてなんかない！　だいたいすねる理由なんてどこにもないでしょうが！」


  　しまった。大失敗だ。すねてる人間にすねるなと言って、わかってもらえるわけがない。


  「二人でまわって！　私はもういいから！　山上から大だい中ちゆう小しよう文もん字じ焼やき、見てくる！」


  　箕み原はら神社のすぐ奥は神しん体たい山さんで、その頂上からは大中小文字がよく見える。


  　遊歩道もあるから、そこまで行く人間もいるにはいるらしい。


  　だけど、それが思いつきなことぐらい、すぐに察しがついた。


  「お前な、せめて、スニーカーでないと厳しいぞ。今日の変な木の靴くつじゃ、途中でこけるぞ」


  　ここで座って見ようと言ってたし、トレッキングのつもりなんてなかったはずだ。絶対に靴くつずれを起こすぞ。


  「そういう問題じゃないの！　登ることに意味があるの！」


  「いつからアルピニストになったんだよ！　この裏山、標高二百メートル程度だろうけど、それでも夜だし、危ないって」


  「とにかく、行ってくる！　鶴つる見みは二人でラブラブでまわってなさいよ！」


  　そして、薬やく師し寺じは立ち上がると、颯さつ爽そうと──とはいかないまでも、参拝客の中に走って消えていった。


  　──それに続いていく発光したつきたまたち。


  　どこまで光ってるんだよ。後ろの山までライトアップされたみたいになってるぞ！


  　神社周辺のつきたますべてが光ってるのか……？


  　つきたまが一体となって、発光したまま、薬師寺をのんびりと追う。


  　まるで、あいつがつきたまの王だとでもいうように。


  　絶対に爆発させられない。


  　な、何だ……この三分前まで想像もできなかったような展開は……。情緒不安定だろ……。しかも、マノさんとラブラブになんてなれるわけないだろ。立場が違いすぎる上に、年齢も違いすぎる。共通点なんて箕み原はら市民という点だけだぞ。


  　あとには、言うまでもなく、俺とマノさんが残された。マノさんとしては街を歩いてたら、車に泥水をはねかけられたレベルの予期せぬ事故だと思う。過失割合ゼロもいいところだ。


  「すみません、マノさん。なんか、とばっちり食わせちゃって……」


  　マノさんは無表情でため息をついた。


  「むう、鶴見殿は在学時代、国語は苦手だったか？」


  「いえ、数学よりははるかに得意でしたよ。なんで、図形回転させるんだよ……。あんな変な形で回転させんじゃねえよ……って思ってました。イヤガラセかと……」


  「そうか、空間把握が弱点なのだな。それが、もしかすると、この場面にも響いているのかもしれぬな」


  　マノさんはいきなり現れた割りには淡々と状況を把握していた。探偵みたいだ。それは不吉だ。探偵がいると殺人事件が起こる。


  「このまま平穏に過ぎるようなら、人間どもの祝祭をじっくり観察してやろうとも思ったのだが、それどころではなくなってしまったな」


  「すみません、お見苦しい点をお見せしました……。全部、薬師寺が悪いのでマノさんは気にしないでください」


  「いや。今のは鶴見殿が悪いぞ」


  「あれ……？」


  　何か得体の知れない罪をかぶせられてしまった気がする。おかしいな、市民として節度を持って祭りを楽しんでいたはずなんだが……。


  「──本当に、どこまでもひどい人ですね」


  　その声にぞくりと寒気がした。


  　案の定、目の前に薬やく師し寺じカヤが立っていた。


  　またも民族衣装。東南アジアか南米かどこかわからないが、それっぽいひだの多いスカートにポンチョの格好。どうして、みんな「和」を意識しないのか。しかも、一番和風スタイルだった浴衣ゆかた姿の薬師寺が「和」を乱して去ってしまった。


  「せっかく、お姉ちゃんの機嫌がなおって一件落着かと思ったら、このありさま。草食系男子の甲か斐い性しようなしもここにきわまれりというところでしょうか。はあ、やれやれ。やれやれ。今のわたしは村上春樹の小説の人物のごとく、やれやれとしか言いようがないありさまです」


  「出会った途端、失望するのやめてくれんか。全人格を否定された気分になる」


  「全人格を否定したんですよ」


  　最近の中高生の教育はどうなっているんだ。出会うたびに大人の全人格を否定するような子供が増えたら、世界滅ぶぞ。


  「しかも、よりによって、箕み原はら神社の裏山ですか」


  　諦あきらめたように、カヤはため息をついた。ため息がやたらと似合う中学生だ。というか、態度のせいで年齢不詳な感じを受ける。本当に薬師寺の妹なのか。


  「何もなければいいですけどね。本当に何もなければ」


  「おい、そのいかにも何かありそうな言い方はどうなんだ……？」


  「危険なことになるかどうかは、鶴つる見みさんの態度次第ですよ。お姉ちゃんのほうでは制御できないかもしれません。お姉ちゃんはいわばマッチですから。あるいはライターですかね。湿ってる時は全然つかないのでマッチのほうがお似合いですね。火薬はもちろん、つきたまです」


  「おい、カヤ、それって…………」


  「お姉ちゃんはエネルギーのたまったつきたまを爆破させる触しよく媒ばいなんですよ。そういう体質なんです。感情がよほどたかぶらないと無理ですけどね」


  　薬師寺の秘密が、あっさりと語られる。


  　真偽のほどはわからないが、ウソをつく意味がないからおそらく正しいだろう。


  「お姉ちゃんは明るい『陽よう』の力の持ち主なんです。その代わり、妹のわたしは『陰いん』なんですが」


  　ありえない話じゃない。もともと、薬師寺は魔法を使う時、つきたまを発光させていた。その威力が強くなれば、つきたまそのものの爆発になっても不思議ではない。


  　でも──


  「カヤ、つきたまって爆発するような要素があるのか？」


  「もう、鈍いですね。エネルギーをためこんでいましたよね？　そのエネルギーを使うんですよ」


  「チラシと、焼きそば……？」


  　得体の知れない捕食行為は、やはりそのためか……。


  「鶴つる見み殿、この女は危険だ……。関わってはいけない……」


  　自称ヴァンパイアのマノさんがあとずさった。


  「危険だなんて失礼ですね。わたし自身は何もしてないじゃないですか。いつもわたしは傍観者ですよ。愚かな人間どもの行く末を見守る傍観者です」


  　近ちか頃ごろの中高生の語ご彙い力りよくは変な方向性に偏かたよってないだろうか。教育委員会に電話したほうがいいかもしれない。でも、どうせこんな夜にはつながらないだろうから、また明日だな。あいつら、五時になった途端、まったく電話つながらなくなるからな。今日は日曜だから、どっちみちつながらないけど。


  「それじゃ、頑張ってくださいね。あんまりつきたまが爆発すると、箕み原はらが吹き飛びますよ」


  　さらりととんでもないことを言われた。


  　だけど、絶対にありえないとも言えない。


  　薬やく師し寺じがこの場にいないのに、周囲のつきたまは光ったままなのだ。


  「さようなら。もし、またお会いできたらお会いしましょう」


  「待てよ！　もうちょっとヒントを教えてくれ！」


  　このままじゃ、お前も吹き飛ぶかもしれないんだぞ！


  「ヒント？　何のヒントですか？　まさか、この事件の解決法を教えろだなんて言いませんよね？」


  　心底楽しそうにカヤは笑う。


  「それは手を抜きすぎですよ。だいたい、傍観者から教えてもらおうだなんて虫が良すぎます。あなたは傍観者じゃないんですから」


  　薬師寺カヤは人ひと混ごみの中に紛れて消えていった。あいつ、姿を消すのも現れるのも自由自在すぎるぞ。どこの習い事で習得したんだ、その技術……。


  「まさか、あんな大物がこの箕原にいるとは思わなかった……」


  「マノさんもわかりますか」


  「あれは本物だ。残念ながら、今の我わが輩はいの力では太た刀ち打ちできぬだろう。あの魔法少女も無理であろうな」


  「いえ、魔法少女の妹なんですけどね……」


  「なら、あの家系は呪のろわれているのか、祝福されているのか……。とにかくとんでもないな……」


  　マノさんは深く深くうなずいていた。よほど感じ入るものがあったらしい。


  　マノ・フランクのヴォーカルが認めた女、薬やく師し寺じカヤ（ただし、音楽の世界ではない）。


  　けれど、感傷にふける時間的猶ゆう予よはなさそうだった。少なくとも、二人で祭りを楽しむ選択肢は存在しない。


  「くそ！　どうしてこんなことになったんだ！」


  「鶴つる見み殿には悪いが理由は明白だ。魔法少女の精神状態が、あることのせいで一気に不安定になった。そのせいで触しよく媒ばい機能が活性化した、そういうことだな」


  　まずはこの危機を乗り越える方法を考えよう。


  　だが、俺よりマノさんのほうがはるかに落ち着いていた。近くのつきたまをじっと見つめている。あんまりぷにぷにしてなくて水分が多いように見える。もちろん比ひ喩ゆで、本当の水分は入ってないけど。


  「鶴見殿、つきたまたちによく注目してみてほしい。明らかに流れがあるのがわかるはずだ」


  　マノさんに言われて付近のつきたまに目を向ける。


  　連中はたしかに特定の方向に進んでいる。カヤと話している間にそれはより顕著になった。


  　薬師寺が登った裏山のほうだ。


  「数もやけに多い。やはり、つきたまたちはこの祭礼の日を待ち望んでいたようであるな」


  　頭をよぎるのは自分で作った「野望説」。


  　つきたまは爆発のために、薬師寺を追っているんじゃないか……？


  　あいつ、せっかく正義の魔法使いになろうとしても、爆弾魔になったら無意味だぞ……。


  「危険です！　あいつを止めましょう！」


  「もとより、そのつもりだ。箕み原はらが滅んでしまったら、ヴァンパイアとしても、市民としても困るからな」


  　もう、マノさんは動き出している。


  　俺もあわてて、それに続く。


  　言うまでもなく、つきたまの見えない大多数の人間は、純粋に祭りを楽しんでいる。


  　人口の五パーセント──つきたまが見えて触さわれる人間だけが、光るつきたまを不思議そうに見ていた。


  「状況は最悪だが、よいこともあったぞ」


  「何です？　おみくじで大吉でも当たりましたか？」


  「ヴァンパイアにとっては、大凶が出たほうが縁起がよいのだ」


  　面倒な設定だな……。


  「さっきの不吉な女は、魔法少女を爆発の触媒と呼んだ。つまり魔法少女に爆破の意志は存在しないということだ。それなら、魔法少女にさほど罪はない。これだけ影響力が大きくなっても、邪悪な気配はいっこうに感じられないし、間違いなかろう」


  「あっ──」


  　本当だ。とても大事な指摘をマノさんはしてくれた。


  　薬やく師し寺じへの疑いがこれで晴れた。


  「おかげで、こちらもヴァンパイアの強敵が一人減った。今度は妹が登場してきたがな」


  「もしかして、マノさん、今回一貫して協力してくれたのは、それが理由ですか……？」


  「御意」


  　あくまでヴァンパイアの利益のために戦ってたのか、この人……。


  「薬師寺カヤか。くっくっく、箕み原はらを手に入れるのはこの我わが輩はいであるぞ。こんなつまらない方法で破壊させはせん……」


  　マノさんのテンションが変なところで上がっているけど、下がるよりはいい。


  「箕原征服には手を貸せませんが、薬師寺を止めるのはお互い利益があると思うので、共闘してください」


  「ああ、無論だ」


  　早く神しん体たい山さんへの登山道へ入ろう。


  　人間はつきたまと違って道なき道から山を登っていくことはできないのだ。光っているおかげで、斜面を登るつきたまが確認できる。


  「ああ、それと共闘と言ったが、上に着いたら鶴つる見み殿に活躍してもらうしかないかもしれんぞ」


  「え？　どういうことですか……？」


  　男で年長者だから、危険な仕事は引き受けるつもりではいるが……。


  「そこは鶴見殿でないと意味がないのだ」


  　マノさんはあきれたような顔になった。


  「闇やみに生きるヴァンパイアは魔法少女を助けられん」


  「あれ……手伝ってくれるんじゃ──」


  「だが日常に生きる公務員ならやれるかもしれん」


  　白刃の矢が立ってしまった。


  



  


  ６たま　祭礼のクライマックスの過ごし方について


  



  



  　わざわざ裏山まで登る好き者なんてたいしていないだろう──そうタカをくくっていた。そしたら、見事にその予想ははずれた。


  「渋滞とまでは言えんが、ちょっとこれは歩きにくいな……」


  　急げども、すぐに次の背中が見えてしまって、「すみません」と言いながら、横を通過していく。そんなことが何度繰り返されたことだろうか。


  　みんな、山上からの大だい中ちゆう小しよう文もん字じ焼やきにこだわりすぎだ。あんなの、感動しないだろ。


  「自分の思いどおりのペースで歩けないというのは、なかなかイライラとくるものだな。我わが輩はいの黒き血も沸ふつ騰とうしそうだ」


  　おそらく箕み原はら一番の大物もご機嫌ななめらしい。


  「ううむ……。ミシュランに紹介された東京の高たか尾お山さんじゃないんだから、そんなに混こみ合われてもな……」


  　なお、伝聞情報だが、自分のペースで歩けないせいか、紅葉時の高尾山は山上で倒れる老人が続出するらしい。


  　こっちの山は標高たかだか二百メートルなので、倒れることはないだろう。夜道は危ないかとも思ったが、つきたまが周囲にあふれかえっていて、かなり明るかった。


  　もっとも、この恩恵を受けられるのはほぼ俺たちだけらしい。つきたまが見えない人間には暗いままのようだ。


  「今気づいたが、我輩の眷けん属ぞくたちは発光しておらんな」


  　マノさんが後ろを振り返る。


  　たしかにマノさんについてきているつきたまは電球の役割を果たしていない。


  「だとしたら、つきたまもいくつかの陣営に分かれるってことですかね？　それともエネルギーを得た奴やつしか爆発も発光もしないのか」


  「だが、つきたまにとって爆発の必然性はあるのか？　自分たちもいなくなるぞ」


  　そこは難しい質問だった。人間を滅ぼすために爆発しようとしている！　──などと考えたいところだが、爆発させるには薬やく師し寺じという人間の他者が必要なのだ。仮につきたまに爆発の悪意があったとしても、中途半端すぎないか？


  「薬師寺自体に爆発させようという気持ちがないだけマシかな」


  　あいつが表面上だけでも正義を主張してくれていて助かった。


  　けど──


  「その代わり、自分がつきたまを爆発させるって自覚も皆無なんだよな……」


  　もし、そのことに気づいてくれれば、つきたまラブのあいつはなんらかの自制をしてくれるはずなのだが……。


  　やっぱり事態は一刻の猶ゆう予よもない。早くあいつのところに行かないと。法的には無関係だと言い張れるだろうけど、さすがに関係者だと言わざるをえないしな。


  　薬やく師し寺じ、もう少し耐えてくれよ……。その直ちよく情じよう径けい行こうな江戸っ子気質、今日だけは捨ててくれ。できれば、今後とも気の長い性格にチェンジしていってくれ。


  「それにしても、あの魔法少女は心のほうが成長しておらぬな。気持ちは強いようだが、その気持ちを御する心が育っておらん。我わが輩はいの敵となるには、まだまだもろい」


  「おっしゃるとおりです。もっとも、マノさんが老成しすぎているという気もしないでもないのですが……」


  　本当に高校生なのか、この人。やはり、社会に出て、金を稼ぐようになった人間は育つものだ。まして、普通の人間が経験しないスケールのものをいろいろと学んでいるからな。


  「ヴァンパイアであるからな。何百年もの想いを我輩は背負って生きているのだ」


  　ヴァンパイアは人ができている説浮上。


  「ああ、そうか。ふむふむ、そう考えれば自然と疑問も氷解するな」


  「マノさん、何か謎なぞが解けたようですが、何ですか？　できれば教えてもらえるとありがたいです」


  「つまりな、魔法少女が魔法を使えるのは、あの子供っぽさにあるのではないかと思ってな。子供っぽいということは純真であることと同義だ。魔法の発動には、そんな無む垢くなる気持ちが必要なのではないか」


  　それは慧けい眼がんかもしれない。あいつは高校生になってから魔法なんて使えなくなってきたと言ってきていた。それがまた使えるようになってきたというのは、あいつが高校生とは思えないほど純粋だからなのかもしれない。


  　もっとも、それがエスカレートすれば、自分の意志と関係なく、つきたまを爆発させるという歩く危険物になってしまう。


  　純粋であることは時として人を傷つけるのか。いや、そんなロマンティックなものじゃないけど。しかも、物理的に人が傷つくので、シャレにならん。


  　できるかぎり、人を抜いて進んでいるのだが、それに交じって違うものも山上へと向かっている。


  　つきたまである。


  　ぷにぷにした体でえっちらおっちら這はいあがるように進んでいく。けなげといえばけなげだが、そのペースでは大だい中ちゆう小しよう文もん字じ焼やきのライトアップには間に合わないかもしれんぞ。


  「しかし、このつきたまたちは何のために山を目指すのだろうな？　本当にサバトでも開くつもりなのであろうか」


  「そこに山があるからでしょうか」


  「鶴つる見み殿、冗談を言うような場面ではないぞ」


  　やんわりと、たしなめられてしまった。ごめんなさい。でも、ハリウッド映画のように、合間合間に多少のジョークを飛ばすゆとりがほしかったんです。


  「まともに答えると、薬やく師し寺じを目指して動いてるんじゃないでしょうか？　あいつの力で爆発するわけだし」


  　その薬師寺が山にいるので、それを目指している。ごく当たり前の仮説だ。


  「我わが輩はいもそうだと思っていた。だが、魔法少女が動く前から山に進むつきたまの流れがあったのを思い出した」


  　異論が提示された。


  「魔法少女が我われ々われのもとを離れた直後から山はつきたまによって、輝いていたではないか。魔法少女と関係なく、つきたまは山へ向かっていたということだ」


  「ううむ、だとしたら、なんでだ……？」


  　つきたまは人のいるところに集まる習性がある。山野にいるケースもあるが少数派だ。こんなに街のつきたまが山に動くというのは、おかしいと言っていいレベルだ。


  　──という一般論で、ここは片付けておいた。


  　余計なことを考えるのはよそう。それで結論が変わるわけじゃない。


  　たとえば、つきたまに、ある種の集団意思のようなものがあって、人間を滅ぼすために、爆発するために一か所に集まろうとしているだなんてことは…………。


  　そんなわけないだろうと否定したかった。


  　だがそうするには俺はつきたまの「そんなわけない」ものをあまりに見すぎてしまっていた……。そもそも一般の生物の常識がつきたまには通じないだろうに。


  「何か起こってもいいからせめて爆発以外にしてほしいな……」


  「我輩としては、異界より黙示録の獣けものを呼び出してくれたりすると、胸が高鳴る」


  「そんな反社会的なものを召喚されると大変迷惑です」


  　最低でも、自衛隊の必要がないレベルでお願いしたい。箕み原はらから現れた化け物のせいで世界滅亡とか嫌いやすぎる。


  「ああ、それとさっきも言ったが、最後は鶴見殿が決めてくれ」


  　マノさんは少し困ったような顔になる。


  「最後の最後は我輩はいないほうがいいというか、鶴見殿と魔法少女の二人で決着をつけてもらうほうがいいのではないかと思う」


  「それは魔法少女と戦って勝てということですか？」


  　決着をつけると言われると、そんな発想しか浮かばない。


  「ある意味、戦いかもしれないが。鶴つる見み殿の真心を彼女にぶつけてやれ、煮えたぎるタールのごとき真心をっ！」


  「それはちょっと有害っぽいというか、なんかストーカーの心象風景みたいですよ……」


  「魔法少女を止められるのは鶴見殿しかいない。おそらく、彼女ですら今の自分をセーブすることはできんだろうからな」


  　なんだ、その王蟲オームを止められるのはナ○シカだけみたいな状況……。


  「翻ひるがえって言えば、鶴見殿が応対を誤れば爆発する」


  「責任重大すぎる……」


  「我わが輩はいはあとで追いかける。魔法少女をよろしく頼むぞ」


  



  　今からでも引き返したい気持ちになったが、すでにゴールが見えていた。


  　マノさんより一足先に、頂上（といってもかなり低いけど）にたどりつくと、それなりの人ひと混ごみができていた。


  　一番いい場所で大だい中ちゆう小しよう文もん字じ焼やきを見てやるぞという意気ごみの人たちだ。こういう人たちって信仰心が厚いのか薄いのかよくわからんな。ある意味、日本人的というか。


  　だが、これは困った。てっきりすぐに薬やく師し寺じが見つかるかと思ったのだが、新宿のど真ん中でウォーリーを探す程度の難易度はあるぞ……。


  　──と思っていたのだが、幸いというか、不幸にもというか、すぐに見つかった。


  　やけに人だかりができていると思ったら、案の定、薬師寺エナだった。


  　そりゃ、目立つわ。魔法少女姿なんだもん。


  「お前、いつのまに着替えてきたんだよ……。しかも猫耳カチューシャもきっちりつけてるし」


  「それは物陰でこそこそ～っと…………別にいいでしょ、そんなこと！　それより、どうしてついてくるのよ!!」


  「というか、わざわざそのユニフォームを持参してきてたことにびっくりだ。バッグにはそれが入ってたんだな……」


  　そんな変なものは持ってきていたのに、お金は持ってきてないってどういうことだ。納得いかんぞ……。


  「いつ、有事があるかわからないからね。これぐらいの準備はしておくわよ」


  　いや、お前が有事だからというツッコミはここは大人として飲みこんでおくべきなのか。ごっくんせずに言っちゃうべきなのか。一応黙っておくことにする。


  　薬師寺の周囲は発光したつきたまだらけで、観光で行った中ちゆう尊そん寺じ金こん色じき堂どうをちょっと思い出した。


  　この発光はなんとしても止めなければまずい。


  「ところで、お前、けっこう人の目に触れてるけど、魔法少女的にそれってどうなの……？　まさか、ここの全員の記憶消すのか……？」


  「な、なんかね、いろいろ嫌いやなことがあって、むしゃくしゃしてたのと……こんなにつきたまが集まってる時点でそれどころじゃないなって……。それで焦って、こういうことに……。どうせ、ここならコスプレですみそうだし」


  　たしかに、十人中十人はコスプレと認識して終わりだろう。ある意味、あの猫耳が偽にせ物もの感を出してくれていて、ちょうどいい。


  「けど、ここまで来たのは、大だい中ちゆう小しよう文もん字じ焼やきのためだから……。別に、鶴つる見みから逃げてきたわけじゃないから……」


  　言い訳がましく、薬やく師し寺じが決まり悪そうに言う。


  「だから、鶴見は追いかけてこなくていいよ。追いかけてこないで！」


  　たたたたたたっ。


  　薬師寺は山上を駆けていく。今度は追いつけそうだ。なお、山上まで来てしまえば、平べったいので、ただの平地と大差ない。


  　追うなと言われてるけど、ここで追わない奴やつはバカだ。


  　人口密度が高いのは、大中小文字焼きを見るのにベストアングルの場所だけで、ちょっと下ったところにくれば、もう、人の姿は見事にない。集団心理というか、人間は同じところにかたまる。いや、この場合、見えなきゃ来た意味ないから、当たり前だけど。


  　でも、人間の代わりに、そこにはつきたまがうじゃうじゃといた。


  「なんだ、このつきたま群落は……」


  　気をつけないと転んでしまうぐらいに密集している。


  　これが異常事態なのは間違いない。少なくとも、絶対に正常じゃない。つきたまは山上になど集まらない。いないとまでは言わないが、人工物もない山上には集まる核になるものが存在しない。


  　けど、異常事態なだけならいい。


  　それが危険な事態に陥おちいるリスクがある。


  「私はここでつきたまと一緒に楽しむんだから！　鶴見は吸血女と過ごしたらいいじゃん！」


  　薬師寺は階段を十段ほど下りたところにある踊り場程度のスペースにいた。山の裏手に当たるところで、利用者もまったく見当たらない。


  　そこまで下りていこうかと思ったが、階段をつきたまが覆おおっていて、足を踏み外しそうだった。それにこのまま追っても逃げられるに決まっている。まずは話をつけなければ。


  「なんで、三人で見たらダメなんだよ。ほら、こういうのって楽しいことはみんなで見たほうがさらに楽しいとか、そういう不可思議な論理を小学校とかで習っただろ？」


  「もう！　こっちは善意でやってるんだからね！　鶴見のためにやったことなのに、こんな感じでぶち壊さないでよ！　しかも、こっちが悪いみたいになってるし！」


  「はあ？　どこが善意なんだよ」


  　いかん、売り言葉に買い言葉になってきている。


  「あの吸血女と二人きりで見るほうが鶴つる見みは絶対楽しいと思ったから、離脱したの。登りたくもない山にも登ってきたの。これが善意じゃないなら、何なのよ！」


  「そ、そういうことか……」


  　まさか、こいつがそんなに気をつかうタイプだとは思ってなかった……。俺がマノさんのファンであることを知ってて、そこまで考えてくれていたのか……。


  　だけど、そこで薬やく師し寺じをないがしろにするのが許されるとはとても思えないわけで。


  「その心づかいは素直に感謝する。でも、それじゃマノさんもかえって恐縮するし。みんなで見ようぜ。一人の祭りとか、マジでろくな思い出にならないぞ」


  　祭りとカラオケだけは一人じゃダメだ。仲のいい奴やつがいなかったクラスの同窓会に行くぐらいハードルが高い。ヤバい。もう、あんなつらい思いは二度としたくない。いや、俺の過去はどうでもいいな。


  「そうかもしれないけど……それでも、私は鶴見のこと、応援したいからここまで来たんだよ……もう、かまわないでよ。かえって迷惑だよ……。それに私には──」


  「──つきたまがいるって言うんだろ」


  　薬師寺の目が見開かれた。それぐらいはわかるさ。


  　魔法少女の格好に着替えたのもそれが理由だろう。魔法少女とそれを助けてくれるつきたま、そういう構図が薬師寺の中には確固としてあるのだ。


  　魔法少女になっている時には、つきたまも立派なパートナーになるわけだ。


  　でも、今はつきたまを信頼しちゃダメだ。


  「薬師寺、このつきたまはお前の感情次第で爆発するんだ！　だからまずは落ち着け！　こいつらはパートナーには向かん！」


  「爆発なんてするわけないよ！　何かの間違いだよ！」


  「爆発したんだよ！　喫茶店の椅い子すの下！　お前が見てないだけだよ！」


  　このわからず屋め……。爆発してからじゃ、遅いっていうのに……。


  「つきたまなんかと見るより、人間と見るほうが面白いだろ」


  「つきたまなんか、とか言うな！　つきたまは大切な友達なんだから！」


  　いかん、堂々巡りになってきている。それに、こいつが魔法少女の姿をしているというのがリスクをさらに高めている気がする。


  「むしろ、鶴見こそ、どうしてわざわざやってきたのよ！　イヤガラセなの？」


  　ほとんど泣きそうな声で薬師寺は言った。


  「お前が突然逃げたからに決まってるだろ！　普段運動してないんだから、この程度の山でも息上がったわ！」


  　一瞬だけ薬やく師し寺じは救われたような顔になって、またすぐに悲観的な顔になった。


  「ウソだ！　だって吸血女がいるじゃない！　あなたは吸血女のほうがいいんでしょ！　魔法少女なんて必要ないんでしょ！　口で何言ったってわかるよ！」


  　つきたまの発光度合いが強くなる。


  　どことなく、ふくれてきているようにも見える。


  　まずい。俺がかえってあいつの怒りを強めてしまっている……。


  　──でも、俺は反省しないからな。


  　この問答、何回やったんだよ。どんだけ物わかり、悪いんだよ。俺もさすがにキレるぞ。いくら公務員だからって、すみませんすみませんと頭下げ続けると思ったら大間違いだぞ。


  「お前な、善意とか言ってるくせに、すごくつらそうな顔してるだろ！　イライラしてるだろ！　俺のことも恨んでるだろ！　そんなにお前が損になるようなことしたか？　えこひいきしたか？　指摘できるようなことがあるなら言ってみろよ！　それが理にかなってたら、いくらでも謝ってやるよ！　俺の土下座ぐらいでいいなら、何回でもやってやるよ！　目の前にムカデがうごめいてようがしてやるよ！」


  　下げる必要のない頭は下げない。


  　公務員らしく理詰めでやらせてもらう。


  　どうせ、形式だけ頭下げても納得しないんだろ。これが公務員の、小市民の戦い方だ。相手が根負けして折れるまで続ける。馬ば鹿か正しよう直じきにやってやる。


  「ああ……もう……バカすぎる……バカバカバカ！」


  　いきなり地面の石を薬師寺はほうり投げてきた。


  「いてっ！　どうして投石攻撃なんだよ！　お前は五百年前の一いつ揆きか！」


  「そんなの、全然うれしくないよ！　余計な情けもここまで来たら、私もキレるよ！　今すぐここからリーブオフしちゃえ！　かえって、諦あきらめづらくなるじゃない！」


  「なんで、そこで攻撃されるんだよ！　こんなふざけた話があるか！　この件はお前が子供なのが悪いからな、全部お前が悪いからな！」


  「うん、もうそれでいいよ」


  　何か冷めたような顔に、薬師寺がなった。


  　さらにつきたまの発光が強まる。


  　ぷくうん。


  　一段と薬師寺のまわりにいるつきたまがふくれだした。


  　なんでだよ！　どうして理屈で解決しようとしても失敗するんだよ！


  「どうせ、私はバカだよ。それぐらいわかってるよ。こんなバカだから上う手まくいかないこともわかってるよ。鶴つる見みの言ってることが善意で、正しいことで、それに従うべきだってこともなんとなくわかるよ……。でも、ダメなんだって……。だから、私なんて、もう……爆発しちゃって消えちゃえばいいんだ……」


  「あほか！　お前の爆発だけでも絶対ダメだけど、このへん一帯吹き飛びかねないんだよ！　そんな過激なテロの加害者にさせてたまるか！」


  「え？　そこまでの魔法の威力、今の私にはないから……せいぜい私一人……」


  「いつものお前にはなくてもな、なぜかここには力持ってるつきたまが腐るほどいるんだよ！　ガソリン満タンのドラム缶に囲まれて火つけるようなもんだ！」


  「そんなわけないでしょ……。ハジケテウセヨ、トケテハゼヨ、チリテキエヨ……」


  「やめろ！　自爆用に魔法なんて使うな！」


  「そしたら、早く逃げなさいよ！　私一人で自爆するから！　そしたら、変なのが消えて楽でしょ！　吸血女が音楽で自己表現してるみたいに、私は魔法と自爆で青春を表現するの！」


  「勝手に青春こじらせるな！　お前の論理展開、無茶苦茶なんだよ！　もう少し国語を真ま面じ目めに勉強しろ！」


  「私だって……こんなことしたいわけじゃなくて……自分が何を考えているのか正確にはわからなくて…………どうしようもないんだって！」


  「どうしようもないのに自爆しようとするなよ！」


  　最悪の事態が近づいているようにしか見えない。


  　薬やく師し寺じは、魔法の力どころか、自分の心すら制御できてない。


  　──だから、とんでもない魔法が使える。


  　純真だから。ルールも何も無視できるぐらいに純真だから。


  　マノさんの説は、大当たりな気がする。でも、ここでは当たってもらうと困るんだ。


  　どうする？　理詰めでダメなら近づいて、顔でもはたくか？


  　高校生を叩たたいたことなんて人生で一度もないが、ここはそうするしかないかもしれない。そしたら少しは冷静にさせられるかもしれない。


  　だけど、それがスイッチになって爆発が起こらないとは限らない。


  　どうすれば安全に止められるかなんて、データも何もないし、まったくわからない。


  「──迷うことなどなかろう」


  　ふっと、背後から声が聞こえた。


  　次の瞬間には思いきり背中を押し出されていた。


  　突き倒すような力で。


  　こんなことをするのは、間違いなく──


  「なんで、こんなことするんですか、マノさん！」


  　危うく、薬師寺目がけて転落していきそうだった。十段は階段があるのに。


  「決まっているではないか。魔法少女のところに早く行け。そんな微妙な距離で対たい峙じしてどうする！　理屈だけで解決するとでも思っているのか？」


  「でも、俺にほかの解決策なんて……」


  「魔法少女には、魔法少女の解決策がある。十代には、十代の解決策がある」


  「つまり、どういう方法ですか……？」


  「もっと近づけばおのずとわかる！　行け、鶴つる見み殿！　当たれ！　砕けろ！」


  　さらに力いっぱい押された。


  　今度は踏みとどまれずに階段を下りる。


  　一段下りると、また一段。さらに加速がついて止まらなくなる。


  　そのまま階段を下りきったところの薬やく師し寺じまで突っこみそうだ。


  「うわああああっ！　来ないでよ！」


  「止まれないんだから、仕方ないだろ！」


  　しかも、つきたまを踏んづけて、さらにバランスを崩す。


  「薬師寺、行くぞ！」


  「こ、来ないでいいよ！　爆発させるよ！」


  　あ。


  　いきなり接近して、それで怒りが増幅したらマジで危ないかもしれない。


  　その場合、俺、爆死するのかな。それはちょっとつらいものがあるな。死ぬ前に全財産おろして、日本一周旅行とかしたかったな。世界一周旅行するほど金はなかったんだよな。せめて、超高級な寿す司しぐらい食べたかったな。サーモン、アジ、玉子……なんでだよ、もっと高いネタ想像しろよ。大トロとかまともに食べたことないから味が想像できん。もう一度じゃがバター……いや、じゃがバターはもういいよ。そんなわけのわからないことが頭を駆けめぐっている間に──


  　薬師寺に接触していた。


  「きゃっ！」


  　そのまま体が傾く。


  　押し倒してしまっていた。


  　悲鳴の直後に望まれないランデブーがあった。形式上は押し倒したことになるが、俺も被害者のうちの一人なので、無罪ということで、一つお願いしたい……。


  　これが距離が〇になった状態というものか……。まさか、薬師寺と経験するとは思わなかったが、このあと、どうすれば……。


  「これって、どうしたらいいの……？」


  　向こうも同じ疑問らしい。


  「俺にもわからんわ」


  　ここでエロいことをするべきではない、それだけはわかる。


  「後ろからマノさんに押されたんだよ……。それで倒れた……」


  「ひ、人のせいにするのはよくないと思うわ……」


  　これは俺の責任ではないと思うのだけど……そういう解釈はしてもらえないのか……。


  　でも、今のところ、爆発が起きてないので、選択肢としては間違ってないのかな。


  　心なしか、つきたまの発光も弱まっている気がする。ふくらんでいる奴やつも元に戻ってきている気がする。突発的な事態で、薬やく師し寺じから怒りの感情が飛んだのだろう。俺も考え事ができる状態じゃないので、よくわかる……。


  「鶴つる見み殿は今日は預けておく。好きなだけ楽しむがよい」


  　遠くから（おそらく階段の上のほうから）マノさんの声が響く。


  「た、た、楽しくなんてないわよ……。むしろ、大迷惑よ……」


  「そういうことにしておこう。魔法少女よ、お前が我わが輩はいの敵としてふさわしいほどの潜在能力を持っていることは今回の件ではっきりした。だが、その力をコントロールできないようであれば、話にならん。せいぜい鍛きたえてくるのだな」


  「ふん！　悪としてあなたが立ちふさがってきたら、すぐにメイク……ゲット……ヴァンパイアオフしてあげるわ！」


  「お前、いくらなんでも造語が意味不明すぎるぞ！」


  「次は、こんなふうに手を貸すことはせんからな。では、さらばだ」


  　えっ！　マノさん、ここで帰っちゃうの？　それはあんまりじゃないですか？


  　マノさんが退場して、あらためて現状に気づいた。


  　顔の先に薬師寺の顔がある。


  　正直、ここまで近いときれいとかかわいいとかよくわからないけど、なんか……いとおしい……。薬師寺でもちゃんといとおしい……。ああ、女の子なんだなって思ってしまう……。


  　いや、そんな感想を抱いだいている場合でもないのか。


  「悪いな、ちょっとどくわ……」


  「もう少し……このままでいい……」


  　まさかの延長申請が来た。


  「本当にいいのか？　俺だぞ。アイドルとかじゃないぞ。クラスのイケメンとかでもないぞ」


  「別にいいじゃん、そんなの……」


  「そしたら、無礼講ってことで」


  　俺ももう少しだけ、女の子のにおいというウソか本当かわからない修辞表現のなかに埋もれていたかった。


  　ぐらっときたというか、なんというか、恋に近い感覚になりかけていた。恋にまで発展すると大問題だし、そうはならない自信はあったのだが、今だけはこのままでいいかな～…………なんて。


  「あとで訴えるとかはナシな」


  「そんなことしないわよ……」


  「それで、さっきの怒りの件は……いいのか……？」


  「ちょっと機嫌がなおったから、いいかな……。なんだろ、言葉じゃないところで満足したっていうか……」


  　よくわからないけど、解決したことにしておこう。


  　さすがに五分も十分も抱き合っているわけにはいかないので、体を起こした。


  「つきたま、光らなくなったな」


  　あの不吉なイルミネーションもすっかり消えてしまって、周囲は闇やみに逆戻りしている。山の上なので、とにかく暗い。


  「そうだね……。なんでだろうね……」


  　なんでかというと、薬やく師し寺じの怒りが解けたからなのだろうが、怒りがやわらいだ理由は謎なぞのままだ。


  　ちょうど、周囲に歓声があがる。


  　もちろん、俺たちに対してではない。そんな注目の浴び方は困る。


  　付近の山に、それぞれ漢字一文字が点火される。


  　大・中・小。三文字でそのまんまだが大だい中ちゆう小しよう文もん字じ焼やきだ。


  「そういや、そんな時間か」
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  　風物詩を生で見るのはやはり悪くないな。せっかく山上という特等席にいるのだし、じっくり見物させてもらうか。


  　だけど、俺たちはほかのものにも歓声をあげないといけなかった。


  「鶴つる見み、あれ！　あれ！」


  　薬やく師し寺じが俺の腕を引っ張る。


  　俺たちの近くで、つきたまがいっせいに発光していた。


  　げっ！　まだ危地は脱していなかったのか？　薬師寺が機嫌を損ねているようにも見えないんだけど……いや、これまでと違うぞ。


  　その発光つきたまの群れはよく見ると、並び方に規則性があった。


  　十字に×が交差していて、これは……「米」。


  　まさにマノさんのベッドで見たアレだった。アレの超巨大バージョン。


  　地面に並んだつきたまたちが、米の字になってイルミネーションの役割をしていた。しかも、よく見ると、ぴたっと止まってその形を作っているのでもなく、内部でごちゃごちゃ動き回っている。


  「あっ、あっちにもできてる！」


  　薬師寺の声がしたほうを見ると、違う側がわでも「米」がいた。さらにその奥にも「米」。どれだけ、米をアピールしているんだ。


  　ああ、つきたまが神社周辺に集まっていたのは、このためだったのか……。


  「鶴見、これ、何のためにやってるんだろうね……？」


  「まったく、わからん。でも──」


  　ちょっとロマンティックに答えてやろうと思った。


  「──つきたまだって祭りに参加したいんだろうよ」


  「宇宙の同族との交信とかかな？」


  「せっかくの俺のくさい意見をつぶしたな。お前……」


  　その説はありうるが、微妙に怖こわい。


  　周囲が、大だい中ちゆう小しよう文もん字じ焼やきのさほどエンターテイメント性もないライトアップで盛り上がっている中、俺たちは近くの「米」のつきたまを堪能していた。


  　結局、その発光は十五分ぐらい続いた。つまり、俺たちは十五分は二人でその光景を見つめていた。まるでカップルのごとく。


  　もちろん、意味はあるんだぞ。集まっているつきたまが爆発しそうになるなんてことになったら大変だから、見届けねばならなかったのだ。


  　でも、そんなことにはならなかったし、そんな雰囲気でもなかった。つきたまは光るだけだ。みずから爆発することなんてできないらしい。


  「そろそろ帰ったほうがいいな。お前、門限とかあるだろ」


  「もうちょっとだけ、いない？」


  　遠くで、マノ・フランクの歌が聞こえてきた。


  



  　この世界に僕と君しかいなければいいのに♪


  



  　マノさん、その歌詞はちょっとロマンティックすぎます……。「セカイ系」という独特の世界観の曲だ。歌詞にはあまり救いはないのに、静かに歌いあげるマノさんの声に思わず泣きそうになる。


  「いい曲だね」


  「そうだな」


  　薬やく師し寺じが褒ほめているので素直に同調する。実はこの曲、「死にかけた猫、ふりかざしたエゴ　目を覚ます順に殺される」とか「殺し合う僕と悲しむロボット」とか、薬師寺が聞くと悪の歌だとか言い出しそうなフレーズが多々あるのだけど、黙っていよう。そんな歌詞なのに、圧倒的なラブソングなのがマノさんのすごいところなんだし。


  「鶴つる見み……私、決心がついた」


  　薬師寺がゆっくりと左手を握りしめる。


  　その左手を右手でやさしく包む。


  　思いつめた表情のように見えた。


  「やけにあらたまって、何だよ……？」


  「下山する前に言うね……。私……」


  　──これ、本当に告白じゃないのか？


  　俺が告白されるような人間的魅力を持っているとも発揮したとも思えないが、この空気はよほど重大なことを伝えようとしている……。窓口相談をやってきた職員の勘でわかる！


  　どうする？　どうするってＯＫできるわけないだろ。相手は高校生だぞ。だけど、また心が乱れてつきたまを爆発させそうになっても困るし。おい、このまま、状況に流されるままなのはマズイだろ。鶴見満みつ流るよ、お前はどうしたいんだ？


  「私ね……」


  「ああ、なんだ？」


  「マノ・フランクのＣＤ買うわ！」


  「は…………？　うん、お買い上げありがとう……」


  「吸血女が真剣にやってる仕事は私も評価するべきだと思うから……買ってみるわ……」


  「うん、いい心がけだな……」


  　無事に終わったし、好きなバンドの購買層も広がったのに、どこかもやもやが残るな……。


  　帰り道、光らないつきたまを踏んで、何度かこけかけた。


  　いっせいに、つきたまも下山を行っていたせいだ。ぷにぷにしながら、山を下りていく。


  　本当にこいつらは何なんだ……。


  　つきたま事務所に勤務して数年、まだつきたまの謎なぞは尽きない。


  　もっとも、謎を解明する気もとくにない。


  　俺は高校生の機嫌をなおすだけで精一杯だよ。
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  エピローグ


  



  



  「ふむ、祭り以降は捕食が見られなくなったということか」


  　課長補佐が俺のレポートにじろじろと目を通す。


  　俺は課長補佐のスカートのあたりにじろじろと目をやっている。なぜかというと、課長補佐が軽く足を組んでいて、その先が見えそうで見えない感じになっているからだ。見えそうで見えないからこそ見てみたい、これは科学を探究する姿勢と同じではないだろうか。なんか、全世界の科学者を敵にまわした気がする。すみません、文系です。


  「まったく見られなくなったのかどうかは、ケースが少ないんで断定しづらいんですけど。大おお土ど呂ろ邸でも薬やく師し寺じ邸でも、祭り以来見たことはないらしいですね。そういえば、捕食活動もこの二か月ぐらいのものだったそうで……」


  　その情報はできればもっと早く教えてほしかったが……。


  　薬師寺がぽろっと漏もらしたのだ。「お前、そういう情報はもっと早く教えろよ！」と言ったら、「期間なんて聞いてこなかったでしょ！」とかえってキレられた。お互い様だな、たしかに。


  「現段階の説として、こんな感じかなと思っています。つきたまは祭りの発光に力をたくわえるべく、捕食行動をとっていた。ですが、周囲に薬師寺エナという、元々つきたまに発光現象を起こすような人間がいたため、その力に引っ張られて発光したり、極端なケースは爆発することすらあった──以上です」


  　薬師寺を魔法少女として報告するのは控えたが、爆発の件は伝えた。


  　黙っていることで薬師寺本人が大きな不幸に巻きこまれるリスクのほうが高いと判断したせいだ。目の前で爆発でも起こして、親しい人がケガしたらとんでもないことになる。


  　あと、変な実験になんて参加させないだろうと課長補佐を信じたという面もある。


  「いくつか質問がある。発光していた理由は何だ？　なんで『米』の字なんだ」


  「不明です」


  　俺が悪いのではない。つきたま研究の蓄積が貧困なのが悪い。


  　おかげで、その年は大だい中ちゆう小しよう米こめ文もん字じ焼やきと一文字増えて、祭りに対する冒ぼう涜とくだ、首謀者は誰だれだと神社や自治会などはだいぶご立腹らしい。つきたまが見えた人は限られてるけど。


  　でも、犯人がつきたまじゃ逮捕できないでしょう。法的に生物ですらないし。壁や机を犯罪者として立件したら、天下の笑い者だ。


  「それと、祭りは年に一回ある。どうして、今年から『米』がはじまったんだ？」


  「不明です」


  　何かの意思表示なのかもしれないが、国の秘密の研究でもつきたまは生物とは考えてないらしいから、それは黙っておけばいい。俺も生物とは思ってない。


  　かといって、ただのモノ──壁や机──とは別のモノな気はしている。


  「また一年後にはまたエネルギーをためようとするかもしれないが、そこまで待つのはコストが釣り合わないな……」


  　ばさっと課長補佐は膝ひざにレポートを載せた。


  　一瞬、視線をそこにやっていたのをガードされたのかと、どきっとした。どうも、そうではないようでほっとした。


  「もしかすると、新エネルギーに使えるかもしれないと思ったのだが、そう簡単にはいかなさそうだな。そう人間様の思惑どおりにはやっこさんも動いてくれんか」


  「そういうことですね。もちろん、まだまだ調べてみないことにはなんとも言えませんが。それに捕食してないつきたまがエネルギーを出さないとも限りませんし」


  　薬やく師し寺じのつきたまは過去にも発光していた。だから、捕食は絶対条件ではないはずだ。


  「この調子だと、国からの調査命令も打ち切られそうだ。連中は役に立たないと判断すると容赦なくストップさせるからな。その時は、その時か」


  　課長補佐は残念そうだが、俺としてはこのまま危ない橋に突き進み続けられるよりは、一歩引いてもらえるほうがいい気もしている。直線的に次世代エネルギー万歳になるよりは、無難かなあと思う。


  「わかった。また、余裕があったら、調査を頼む。そんなに急ぎはしないからな」


  「了解です、課長補佐」


  「爆発の箇所は消しておくからな」


  「えっ？」


  「言葉が物騒で、読んだ人間に誤解を与える。君もそのほうがいいだろう？」


  「ありがとうございます！」


  　やっぱり、課長補佐は素晴らしい。こっちの考えを先回りしてくれる。この点はいるかんも見習ってくれ。


  「ああ、それと、これは完全にプライベートな質問なので、回答は任意だが」


  　妙な前置きをしてきたな。いったい、何だ？


  「君は薬師寺エナとは付き合っているのだよな？」


  「ぶっ！」


  　質問一個でこんなにむせるとは思わなかった。しかも、これ、付き合っているのが前提の質問じゃないか。課長補佐の中では、すでに八割方付き合っていることにされてるじゃないか。


  「高校生と付き合うわけないですよ！　僕は石橋は叩たたいてすら渡らない自信があります！」


  「そうか。なんか、付き合っているオーラがここしばらく出ていたものでな……。私の勘も鈍ってきたか……」


  「何もかもが恋の関係に収しゆう斂れんするのは、フィクションの中だけですよ。世の中には案外、恋バナははびこってないんです」


  「私が中高生の頃ころとは違うのだな。あの頃はすべてが恋愛の話につながっていたのだが」


  「また、はなやかな過去の捏ねつ造ぞうをはじめる気ですね。ありもしなかったことを、失われたこととして語るのは、独裁者が権力を握る際の常じよう套とう手しゆ段だんですよ。いきなり選挙に出馬とかしないでくださいよ」


  「なんか、最近の君はこれまで心の奥にしまっていたものを率直に表に出してくる印象があるな……」


  　ぐぬぬと課長補佐の顔がゆがむ。


  　また言いすぎてしまったか。自覚もあるけど、もういいや。


  「特命を押しつけられてる身分で、いまさら甘っちょろい建前使っても仕方ないでしょ？」


  「それもそうだな。よほどのことを言われない限り、私も怒らないから心配せんでいいぞ」


  「その『よほどのこと』に触れないように気をつけますよ」


  　そんなことを言っていたら、五時を告げるチャイムが鳴った。


  「そうだ、明日、夜は空あいているか？」


  　その表現にびくっときた。


  　待て待て、そんなド直球な表現の誘いがあるわけないだろ……。それでも、緊張してしまうのが悲しい性さがである。


  「はい、何もありませんけど……」


  「初はつ瀬せ射いる鹿か教育係長の役職給としておごろう。今回もしゃぶしゃぶだ」


  　はいはい、わかってましたよ……。


  「ありがたき幸せ」


  　美う味まいものを食べて、英気を養う。これが正しい人間の生き方だ。


  「これからも特命に関与してもらわないといけないからな」


  　余計な言葉がついたぞ。


  「あの……個人的には裏事情からは離脱して小市民に戻れる流れだと思っていたんですが……？」


  「そんなことはひと言も言っていない」


  　いたずらをしかけた子供みたいに、課長補佐は笑──いや、邪気あるよ。でも、目も顔も口も笑っているから、本当に楽しいのだろう。


  　表おもて沙ざ汰たにできないことのために英気は養いたくないな……。


  



  　あの祭りから数日経たった。


  　幸いなことに、あのあと、つきたまによる脅威が発覚!?　みたいな事態は起きていない。このまま、つきたまはつきたまらしく、しょうもないぷにぷにしたものとして存在してくれればいい。あんなものが兵器になっても緊迫感が出ないし。


  　秋もじわじわと冬に移り変わろうとしていた。もう、庁舎を出ると暗い。そのうち、冷えてきそうだな。暑いのより寒いほうがマシだが、暖房をケチると風邪をひくのがつらい。


  「お久しぶりですね」


  　暗くら闇やみから声が聞こえてきた。


  　嫌いやな声だった。端たん的に言って、薬やく師し寺じの五十倍は厄やつ介かいだ。


  　こんな登場のしかたするのはあいつしかいないんだよな……。


  「カヤか」


  「正解です」


  　薬師寺カヤが闇から生まれ出たように現れた。寒くなってきたせいか、ケープが前より分厚くなっている気がする。


  「お姉ちゃんがキレかけたのに、よくわからないうちに丸く収まってしまいましたね。やれやれ」


  「どうして、それを残念そうに言う？　大変けっこうじゃないか」


  「いえ、幼稚な女だなと思いまして」


  　今の発言、姉にあてたものな気がするけど、ツッコミは入れないでおこう。確認するまでもなく、姉のことを尊敬してはいないだろうし。俺が妹でも薬師寺を尊敬することはないから、予想はつく。


  「わたしとしては、お姉ちゃんを手に入れていただくか、爆発が起こるかの二者択一になるかと思っていたんです。でも、お姉ちゃんはもっとしょぼい次元で幸せなんですね。こんな、どっちつかずの選択肢があるとは思っていませんでした」


  「世の中、平和が一番だ。問題ない」


  「そうですね。ですが──」


  　カヤはいつのまにか手につきたまを持っていた。近くにいたものをつかんだのだろう。それだけなら何も珍しいことではない。


  　問題はそのあとだった。


  　そのつきたまを彼女は「捕食」した。


  　口の中に風船をつっこむようにして、あとはむしゃむしゃ。すると、つきたまは風船が縮むように小さくなっていく。だんだん口におさまっていく。


  　そして、しばらく噛かんだあとに、ごっくん。


  「──積極的に破滅を導く者がいるかもしれないということも、頭の片隅には入れておいてくださいね」


  　不敵に笑う、その表現がここまで適切な場があるだろうか。彼女は悪魔的ににやっと微笑ほほえんだ。


  「お前、今、つきたまを食べ……」


  　つきたまは食べられません。


  　それが定説だ。というか、食べたなんて話、聞いたことがない。マノさんがつきたまを吸っていたのだけでも、相当にアブノーマルだったのに。


  　無理矢理、口に押しこむことはできるかもしれないが……とてもじゃないが、自然な態度で食べられるわけがない。


  「ええ、わたしにとっては大事なエネルギー源ですから」


  　平然と魔法少女の妹は言った。魔法少女の妹は魔女だったなんてオチがあるのだろうか。なんか、ありそうな感じだな……。


  「食事をして、気分がいいので一曲」


  「一曲？」


  



  　この世界に僕と君しかいなければいいのに♪


  　許し乞こう僕と作り笑うモルモット♪


  　繰り返す月のアラベスク♪


  　自我を持つモンスター　君ならどうした？


  　席を立つ順に見失う♪


  　そして、終わってしまった　そして、終わってしまった♪


  



  「それ、マノさんの曲……」


  　しかも、山上で歌っていた「セカイ系」……。


  　あの曲は単純な恋の歌ではないのだ。恋を盛り上げるために終わりが強調される。


  「お姉ちゃんが幸せになる世界なら、それはそれでいいと思っていたんですけど、そうならないようなんで、わたしのやりたいようにやります」


  　次の瞬間、まがまがしい邪悪な気配が周囲を覆おおった！


  　これ、駅や散歩の時に感じたアレだ……。


  「普段は気づかれないようにできるだけセーブしているんですけどね」


  　挑発的にカヤが笑った。


  「ちなみに喫茶店にも駅にもいましたよ。大おお土ど呂ろさんも本質的に似たタイプなので、観察していました」


  　つまり、あの気持ち悪い感覚があった時は、すべてカヤがいたということか。


  「それでは、帰りますね。目的は果たしましたので」


  「なあ……お前は敵なのか、味方なのか？」


  　それだけ聞くのがやっとだった。軽く、背筋がふるえていた。国家の暗部に関わる次は、ホラー系の何かと関わるのか？　嫌いやだ、倦けん怠たい感かんあふれる地方都市へ帰してくれ！


  「お姉ちゃんは陽よう、わたしは陰いん、それだけのことですよ」


  　もう一度、あの不敵な笑えみを見せて彼女は──消えた。


  　ええと、これはあくまでも文章上の修辞であって、本当はたんに暗くら闇やみに向かって歩いていっただけだ────────と信じたい。人間が消えるわけないよね、ね？　ね？


  　俺はゆっくりと庁舎のほうに戻って歩きだした。


  　課長補佐に報告するため？


  　違うな、そうじゃない。


  　この数分の間に猛烈に尿意を催もよおしたのでトイレに行くのだ。このまま、駅に歩こうとすると、漏もらしそうなおそれがわずかでもあったので、その予防のためだ。


  　ぶっちゃけ、とてつもなく怖こわかった……。箕み原はらって何なの？　どういう都市なの？　こんなの、聞いてないぞ！


  　ふらふら歩いていると、つまずいてこけそうになった。


  　暗闇のつきたまを踏んづけていた。


  　つきたまよ、お前らが悪の存在でないことを祈ってるぞ。切実に……。


  　歩いてるうちに、ある案が浮かんだ。


  　いっそ、退職するか？　そのまま船ふな橋ばしに帰るか？


  　……………………再就職、大変そうだな。このまま残ろう。


  



  



  
    ③巻へ続く　

  


  　あとがき


  



  　お久しぶりです、森もり田た季き節せつです。ぷにぷにした何かをめぐる小説第二弾です。


  　よくわからない、ぷにぷにしたものが、もしも無害じゃないとしたら……。そんなことを書いた小説です、たぶん。


  　ただ、よくわからないものというのは、それだけで気味が悪いですよね。森田にもけっこうトラウマ的な経験があります。今回はその話をいたしましょう。


  　幼い頃、家の洗面所の上、ほぼ天井と接しているあたりに何かもじゃもじゃしたほこりらしきものがたまっていました。ちょうど、ライトが埋め込んであるでっぱり部分がそのちょっと下にあって、ほこりが乗るようになっていたんですね。


  　けれど、ほこりにしてはなんか違和感があったんです。


  　ほこりの中にハリガネ的なシャープな部分があるんです。地面じゃないから、ほこり以外のゴミと混ざるとも思えないし。でも、何の動きも当然ないし、よくわからない。


  　数か月後、ついに親に言いました。あのほこりをとってくれ、と。


  　親がホウキでそのほこりを叩いたところ、ほこりが動き出しました。


  　なんと、ハリガネみたいなものは体長十センチほどの蜘く蛛もだったのです。


  　そいつが、長い眠りから覚めて動き出したのです！　うぎゃああああああ（本当にそういう声をあげた）。超ビビりました！　だって、けっこう動きが速いんですよ！


  　結局、洗面所のそばの窓から出ていってもらいました。


  　なお、そのほこりにはもう一匹、同じサイズの蜘蛛のミイラがいました。夫婦だったのでしょうか……。何かから逃げ延びて洗面所の上にたどりつき、一匹だけかろうじて生き残っていたのでしょうか……。


  　それ以来、その洗面所の上という死角にやたらと目をやるようになりました。幸い、新たなる蜘蛛が住み着くことはないですが……。


  　そういえば、蜘蛛は毒がない種類でも見た目が気持ち悪いという理由で害虫とされているという話を聞いたことがあります。つきたまは見た目は普通ですね。もし、これで蜘蛛的なフォルムだったらホラー小説になってたと思います。人は見た目が八割だか九割だか言われますが、人以外も見た目は重要なようです。


  　今回もかわいく肉感的なイラストを描いてくれたｏｓａ様、本当にありがとうございます！　新キャラともども、ぷにぷにしたいです！


  　また、一巻に続き、「衝動的の人」さんの歌詞を一部引用させていただきました！　先日、ライブも拝見させていただきました！


  　ラストの曲でくちびる切るほど盛り上がりました！


  　では、またの機会にお会いいたしましょう！


  
    森田季節　拝　

  


  森田季節


  Kisetsu Morita


  



  乗ってた電車が鹿にぶつかって止まったことがある。
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